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　その日は、朝から雪がちらついていた。

　マナカは空を見上げ、白い息を吐く。気温は零度近くまで下がり、身体からだの芯まで凍えるようだ。人間をはるかに超える身体能力を持つソーディでも、寒いものは寒い。

「相変わらず、同じ東京とは思えないわね、ここは……」

　マナカは、薄く雪をかぶった周りの景色を眺めて苦笑いする。木々に覆おおわれた山中の、わずかに拓ひらけた場所。近くには小川がさらさらと流れている。

　この山は東京ソーディア内ではあるが、支配者であるソーディたちが住む中央特別区センターではなく、人間が住む外層人類区ダウンタウンですらない。最外縁部アウターエリアと呼ばれる、居住者がほとんど存在しない地域だ。

　七十年前の大戦までは民家や軍の施設などもあり、水道くらいは通っているのだが、電気やガスはなく、電話も通じない。わざわざこんなところに住む物好きはいないのだ。

「マナカ、なにをぶつぶつ言っている？」

　不意に、マナカの数メートル先に立っている人物が振り向いた。

　青い髪を背中まで伸ばし、まるで遊女のような桜色の着き物ものの前をはだけ、ふたつのふくらみが半分以上あらわになっている。見ているだけで寒くなるような格好だ。

　彼女の名は、ヒョウカ。マナカの、五歳年上の姉である。

　そして、ソーディ最強の“〝七しち剣けん”〟と呼ばれる剣けん士しの一人であり、さらにその中でも頂点に立つ剣けん聖せいの称号を持っている。

　鞘さやに収めた日本刀を肩に担いでいる姿は隙すきだらけに見えるだろうが、もし彼女に斬りかかれば、その者は悲鳴を上げる暇ひまもなく絶命するだろう。

「いえ……姉さん、そんな格好で寒くないの？」

「冬は寒いに決まっているだろう。寒さも楽しむのが風流というものだ」

　ヒョウカは、なんでもないことのように言った。こんな山に住む物好きはいない。だが、この姉はとんでもない物好きなのだ。

「それより、マナカ。今日はなんの用だ？　見てのとおり、私は忙しい」

「忙しい……の？」

「そなたと違って、私には弟で子しがいる。あいつらの面倒を見るのが仕事だからな。そなたも剣けん将しようなのだから、弟子くらい持ったらどうだ？　アミラルなど、道ばたで出会った若者を人さらいのように連れて行って、弟子にしているそうではないか」

「あんなののマネはしたくないわね……」

　というより、そんな特殊な例を出されても困る。マナカもまた、七剣の一人、剣将の称号を持ってはいるが、まだ弟子を取る気はなかった。

「そうか？　だが、弟子はいいぞ。見ているだけで面白い」

　ヒョウカはにやりと笑って、小川のそばでガンガンと木ぼつ剣けんをぶつけ合っている二人の少年を見た。

　少年といっても、そこまで子供ではない。確か、二人とも十二歳だったはずだ。小柄で細い子たちだが、太た刀ち筋すじは悪くない。同い年のソーディでは、ほとんど相手にもならないだろう。さすがに、剣聖に鍛きたえられているだけのことはある。

　しかし──

「……姉さんの物好きも、ここまでくれば病気だわ」

「まだそんなことを言っているのか。そなたもしつこいな。そのしつこさも病気だぞ」

「ラーシュはまだわかるわ。男とはいえ、ソーディだもの」

　基本的に、ソーディは女性のほうが身体能力的に優れている。もっとも、男性が必ずしも劣おとっているとは限らず、例外もある。ラーシュは例外の一人だ。だから、ラーシュを弟子に取るのはまだかまわない。

「でも、あの子──クロウ君は別よ。あの子は人間だわ」

　ラーシュと立ち会っている、黒い髪の少年。クロウという名の彼は、男性ソーディよりもさらに大きく能力が劣る人間なのだ。剣のために生まれたソーディが、なぜただの人間を弟子にしなくてはならないのか。

「そなたは、私がクロウを弟子にしたときからずっと言っているな。もう五年も経たっているのだぞ。そろそろあきらめたらどうだ」

「五年も人間を育て続けた姉さんのあきらめの悪さには感心するわ……」

「……ふむ、マナカ。やはり、そなたは優しすぎるな」

「は……？」

　マナカは姉の顔を凝視して、意図的に大きく首を傾かしげる。

「人間はソーディの訓練には耐たえられない。普通なら、クロウもとっくに死んでいただろうな」

「ちょっと待って、姉さん。私はあいつを心配してるわけじゃ──！」

「最初はそうだっただろう。そなたもソーディだ。人間は見下すべき存在という先入観がある。しかし、そなたも何度もここに来て、クロウと接した。接してしまった。稽けい古こもつけてやってる」

「それは、姉さんが弟で子したちも他の剣けん士しと立ち会うべきだって言うから！」

「知っているぞ、あの子に──あの子たちにそなたの乱みだれ舞まい姫ひめまで見せてやったらしいではないか。私はそこまで頼んでおらぬ」

「あっ、あれは……！」

　乱舞姫は、マナカの奥の手──いわゆる必殺技というやつである。確かに以前、クロウとラーシュに稽古をつけてやったときに、見せてしまったことがある。

「そなたは優しすぎるのだよ、マナカ。クロウが訓練で命を落とすことを憂うれいている。だが、そなたも知ってのとおり、クロウには古コ流リユウがある。もはや、たいていのソーディには劣おとっておらん。死なぬよ、私のクロウはな」

　ひゅんっ、と空気を斬り裂さいて、クロウの木ぼつ剣けんがラーシュの喉のど、ラーシュの木剣がクロウの胴どうの前でぴたりと止まっている。剣けん聖せいの弟子二人の稽古は、相あい討うちに終わったようだ。

「クロウ、ラーシュ！　相討ちなど負けと変わらん！　負けるような戦いはそなたらに仕込んでない！　もう一度だ！」

「え～、もう朝から何度やってんだよ」

「ガチでやってるからねえ。集中力が続かないよなあ、クロウ」

　クロウと、それに続いてラーシュが堂々と愚ぐ痴ちをこぼす。師匠の前でも生意気な子供たちなのだ。

「いいから……さっさとやれ。それとも、私と遊ぶか？」

　ヒョウカが、日本刀の鞘さやの先で地面をとんと叩たたいた。

　すぐさま、クロウとラーシュは再び姿勢を正し、鏡に映したかのようにまったく同じ中段の構えを取った。

　ソーディは流派というものを持たず、師匠と弟子でもまるで異なる剣を振るうことも珍しくないが、ヒョウカは構えだけは弟子たちにきっちり教え込んでいるのだ。

　ついでに、弟子の身体からだにたっぷり恐怖も叩たたき込こんでいるようだ。二人とも生意気で、師匠への敬意を持っているかは怪あやしいものの、充分に恐れてはいるらしい。

「よしよし。ここまで仕込むのに時間がかかったが、少しは奴やつらも可愛かわいげが出てきたな」

「可愛かわいいかしら、アレ……」

　マナカは満足げな姉に疑問の目を向ける。

「あ、いや。そんなことはどうでもいいわ。姉さん、お遊びはほどほどにして」

「……動くのか？」

「姉さん、私たち姉妹に与えられた任務は七しち剣けんの抹殺よ。そのために、私たち自身が七剣にまで昇のぼったわ。もう、やるべきときよ。ソーディの象徴である七剣を全滅させれば、奴やつらへのダメージは計り知れない」

「マナカ、それはそなたに任せよう」

　ヒョウカはさらりと言った。

「ま、任せるって……姉さん！」

「剣けん聖せいに次ぐ実力者は剣けん帝てい、などと言うが、そなたならアミラルにも勝てる。あの女は面倒な性格な上に、剣はそれ以上に厄やつ介かいだ……が、マナカのほうが上だと信じている」

「も、もちろんアミラルに負ける気はないわ。でも、姉さん。私たちはブレイズの仲間たちのためにも、戦わなきゃいけないのよ！」

「マナカ。そなたもブレイズの中で育った。みなのために戦いたいのはわかる。だが、それだけではつまらん。つまらんよ。なにかを楽しんでみよ。どれほど崇高な目的があろうと、そこへ至いたるまでの道が苦しいだけでは、なんの意味があろうか」

「姉さん……」

「見よ、あの小僧たちを。見ているだけで心が躍おどらないか？」

「…………」

　マナカは、姉の横に並んで、川のそばで激しく木ぼつ剣けんを打ち合わせている二人の少年をじっと眺める。

　確かに、二人からはまばゆいほどの才能を感じる。未熟ではあっても、伸び盛りの子供たちの、一刀ごとに進歩する剣に心が震えないわけがない。

　ふと、マナカは思った。

　ヒョウカとマナカの姉妹には、確かな目的がある。あそこで剣を交えている弟で子したちでさえ、その目的を知らない。

　目的のために、姉妹は生きてきたはずだ。

　しかし、ヒョウカは──とっくにマナカとは違う方向を見ているのではないか？

　そして、姉が見ている先にある場所へたどり着くために、あそこにいる二人の少年が必要なのではないだろうか？

　ならば、剣聖ヒョウカはいったいなにを目指している──？





　世界に響き渡るような剣けん戟げきの音に、マナカははっと我に返った。

　いや、違う。意識を失っていたのか──と、マナカはすぐさま現状を把は握あくする。

　暴走するスイサーラに斬られ、倒れてしまったのだった。剣けん帝ていアミラルとの戦いを邪魔されたとはいえ、スイサーラに剣を向けてしまったのは間違いだった。

　ブレイズとは、剣に長たけたソーディの中でも、特に戦闘的な部族である。スイサーラはブレイズの指し揮き官かんを務め、“〝死し剣けん使つかい”〟と呼ばれる最強の剣けん士しの一人だ。

　マナカは死剣使いではないが、自分がスイサーラに劣おとっていると思ったことはない。しかし、暴走するスイサーラの前に、一刀で斬られたのは事実だ。

「くっ……！」

　マナカは一文字に斬られた胸の傷に力を込め、筋肉を収縮させて傷口を無む理り矢や理りに閉じた。幸い、傷はそこまで深くなく、出血もさほどではない。ブレイズであり、鍛きたえ上げているマナカであれば、戦闘続行は充分に可能だ。

　応急処置を終わらせ、マナカは前方に視線を向けた。

　湾岸エリアの、片道二車線の道路に車は走っていない。土つち埃ぼこりが大量に舞い、ひどく霞かすんでいる景色の中で、一人の少年と一人の女が狂ったように剣を交えていた。

「クロウ君……スイサーラ……」

　姉の剣けん聖せいヒョウカが育て上げた少年は、ブレイズ最強の剣士と渡り合っている。日本刀を手に、スイサーラの二本の剣を火花を散らしながら受け流し、時に反撃さえ繰り出しているのだ。

　クロウは剣聖ヒョウカから、その継承者候補である証あかし──継承印コードを授けられている。身体能力においてソーディに大きく劣る人間でありながら、古コ流リユウという特殊な剣技と剣聖からの教えによって、ソーディの剣豪たちとも互角以上に戦う能力を持っているのだ。

　それでも、スイサーラには遠く及ばない。実力差を考えれば、クロウなど虫のように斬られるはずだ。

　だが実際に、クロウはスイサーラと何十回と剣を打ち合わせている。スイサーラも手加減しているようには見えない。

「姉さん……あなたは、いったいクロウ君になにをしたの……？」

　剣聖ヒョウカは、誰だれもが認める化け物だった。

　しかし、まさかその弟で子しまでもが怪物と化しているとは。

「うおおおおおおおおおおおお！」

　クロウの絶叫が、マナカの鼓こ膜まくをびりびりと震わせた。

　彼の剣はスイサーラの刃を弾き、彼女の首への軌き道どうを描きつつあった──
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「うおおおおおおおおおおおお！」

　クロウは絶叫を上げ、スイサーラの剣を古コ流リユウで受け流した。刃が重なり合い、真っ赤な火花が激しく飛び散る。

　敵の攻撃を未来予知にも等しい精度で読み、絶妙の角度で剣をぶつけ合うことで力を使わずに相手の刃の勢いを利用して受け流す。それが、パワーで大きく劣おとる人間がソーディの剣と渡り合う唯一の術理、古流の防御なのだ。

　それでも、スイサーラ──サーラはブレイズ最強の死し剣けん使つかいである。彼女の剣の勢いを殺しきれず、クロウの腕うでには砲弾でも直撃したような重々しい衝撃が伝わってきた。

　鈍い痛みに耐たえながら、クロウは剣を振るう。予備動作を消し、刃の軌跡を強引にずらし、速度を調節し、タイミングを狂わせて斬ざん撃げきを放つ。

　サーラのような達人であれば、相手が剣を振り始めたところから、どんな攻撃が来るか読めてしまう。それを逆手に取り、まったく違う剣を振ることで、ソーディをも斬り裂さく。それが──古流の攻撃だ。

「くぅっ！」

　サーラがわずかにうめいて、首を狙ってきたクロウの一撃をかわす。彼女の皮膚がわずかに裂けて、赤い血が舞う。

　血とともに、サーラの身体からだも舞った。クロウから離れ、着地を決める。

「ふはぁ……面白くなってきたなあ、クロウ？」

　サーラは首筋の傷をそっと撫で、指についた血を舐め取った。その顔には笑みが浮かんでいる。

　彼女は燃えるような赤い髪を背中まで伸ばし、ブルーのジャージの上着に、グレーのミニスカートをはいている。しかし、今はその赤毛は乱れ、ジャージもスカートもボロボロだ。

　クロウから受けたダメージのせいではない。さきほど、同じ死剣使いであるリンネと必殺技を撃ち合ったからだ。そのリンネのほうは、服どころではなく、重傷を負って倒れている。

　完成された死剣使いであるサーラと、未熟なリンネの違いだ。クロウの友人であり、あるいはそれ以上の関係かもしれないリンネは、まだ剣を学んで一年しか経たっていない。

「悪わりぃな。俺おれはちっとも面白くねえよ」

　クロウは軽口を叩たたきつつ、伝わってくる痛みにわずかに顔をしかめた。

　既すでに彼は重傷を負っている。肋ろつ骨こつが数本折れ、左足の肉はずたずただ。普通なら戦うどころではないケガだが、クロウはなにも支障を感じていなかった。

「おやぁ？　サーラみたいな佳いい女とヤれて、嬉うれしくないのか？」

「あいにくだけど、俺おれはソーディじゃねえんでな。剣に恋する習慣もねぇよ」

　七十年前、この世界で起きていた大戦の最中、異世界から突如現れた異世界人“〝ソーディ”〟は生まれついて剣に長たけた者たちである。

　彼らが体内に秘ひめているエネルギー『光コウ』は、肉体を強化するものであり、一般的に女性のほうが『光』が強いため、身体能力も女性のほうが優れている。

　それに加えて女性ソーディには人間から見れば奇妙な習性があった。強い剣けん士しに恋をしてしまう、というものだ。顔でも経済力でも性格でもなく、強い者の剣に惹ひかれる。それは相手が同性でも障害にはならない。むしろ、強いソーディはほとんどが女性なので、同性同士の恋愛が多いくらいだ。

　ソーディ独特の習性ではあるが、実はクロウも師である剣けん聖せいヒョウカの剣に恋をしていた。いや、それが恋なのかどうかは自分でもわからない。

「人間にしておくのが惜しいね、クロウ……」

「ソーディにはなるつもりさ。社会的には、だがな」

　クロウのとりあえずの目的は、ソーディとしての社会的身分を手に入れることである。そのために剣の学院に通い、元げん老ろう院いん議ぎ員いんシルフィの部下になってブレイズと戦い、今もサーラのような化け物と向き合っているのだ。

「とにかく、てめえを倒さないことにはな。どうせ逃がしてくれねえんだろ？」

「この国では、据すえ膳ぜん食わぬはなんとやら──というよね？　男なら、女に恥をかかせるなよ、クロウ」

　サーラは、両手の剣を胸の前で交差させて構える。彼女の手の甲まで覆おおっているジャージの袖そでから、両刃の短い刃が飛び出している。サーラの愛剣“〝神シン鳴メイ刃ハ”〟だ。

　刃には、白い輝きが宿っている。『光』を刀身に伝わらせることで、剣の斬れ味と耐久力を強化する、手て練だれのソーディやブレイズのみが使える“〝光こう刃じん”〟という技だ。

「まあ、俺も……逃げる気はねえけどな」

　リンネはクロウをかばって重傷を負ったのだ。サーラの前でよそ見など自殺行為なので確認できないが、今も倒れたままだろう。ブレイズであるリンネは本来はクロウの敵で、数日前に彼を拉致したりと突とつ拍ぴよう子しもない行動を取るが、不思議と憎めない少女だ。彼女を傷つけたサーラを許す理由は、クロウには見つけられなかった。

「じゃあ、続けようかあ！　クロウ、サーラは責められっぱなしじゃないよ！　きちんとクロウも気持ちよくしてあげるからさ！」

「とんだありがた迷惑だな、ちくしょう！」

　クロウとサーラは同時に駆かけ出す。身体能力でクロウにはるかに勝るサーラが、なかば瞬間移動にも等しい速度で踏み込みながら、両手の神鳴刃を同時に振るった。

　サーラは基礎体力や体術のみに限らず、剣技もまた達人クラスだ。彼女の太た刀ち筋すじにはいささかの乱れもない。しかし、クロウはまったく怯ひるまなかった。

　クロウは身体からだから白い光を溢あふれさせながら、鋭く剣を振るう。光こう身しん──クロウのみが使える、人の身でありながら『光コウ』を強引に引っ張り出し、全身に巡めぐらせることで身体能力を高められる技だ。

「花カ散サン乱ラン撃ゲキ──」

　古コ流リユウの技の一つ、本来は複数の相手の剣を同時にさばく技だ。クロウは、振るわれた二本の神シン鳴メイ刃ハに複数の斬ざん撃げきを叩たたき込こみ、軌き道どうを逸そらす。

「おおっ、またそれか！　人間のくせに、無む茶ちやな技を使う！」

　神鳴刃に数回の斬撃を受け、サーラはわずかに体勢を崩した。その隙すきを突くまでが花散乱撃の技の流れなのだが、サーラはすぐに構えを取り直してしまう。

「ちっ……てめえこそ、いくらブレイズつっても、デタラメすぎんだろ。それだけ打ち込まれて、すぐに元どおりとか」

「サーラの体勢を崩せただけでもたいしたもの──ん？　なんか、バタバタうるさいと思ったら」

「んー？　なんだよ？」

　サーラが不意に空を見上げ、クロウもそれにならう。

　既すでに陽ひは落ち、真っ暗になっている空を切り裂さくように鋭い光が輝いている。八機のヘリコプターがけたたましいローター音を響かせ、ライトで地上を照らしながら、クロウたちの上空を旋回しているのだ。

「自由剣けん士し団のヘリか……」

　クロウは、そのヘリに見覚えがあった。

　ソーディ政府は二つの正規軍を常備している。

　一つは、陸海空軍で構成された自衛軍。こちらは七十年前の大戦でソーディとも戦った旧軍が母体になっており、将校はソーディが多いが、兵員の大多数は人間だ。

　そして、もう一つがソーディのみで構成された自由剣士団だ。

　クロウがかつて所属していた旧セイバーズもソーディで構成された組織だったが、自由剣士団は規模も目的もまるで違う。旧セイバーズは対テロを専門とする警察寄りの組織で、中核となる戦力は二百人にも満たなかった。

　一方、自由剣士団は完全なる軍隊だ。規模は平時で三万ほどと軍隊としては少ないが、戦争となれば真っ先に前線に投入され、敵地攻略の要となるべく訓練を積んでいる。

　ソーディ剣士の中でも特に優れた──数万人に一人しかいない“〝剣けん姫き”〟たちも多数所属している、エリート集団なのだ。基本的に銃火器は扱わないが、輸送力としてヘリや車両を装備している。

「自由剣士団の一個大隊ってところか。いや……もっととんでもねえのもいるな」

「確かに。ヘリに……七しち剣けんが二人ほどいるかなあ？　あはは」

　サーラは上空のヘリと、道路の向こうから近づいてくる数十台の軍用車両を見て笑った。彼女はクロウより感覚もはるかに鋭い。七剣がヘリに乗っているというのは事実だろう。

「騒ぎを聞きつけて、軍を送ってきたかあ。シルフィの差し金かな。あの女、死し剣けん使つかいをよくわかってるみたいじゃないか」

「……そういうことかな」

　とっくに、サーラとの大騒ぎは政府の知るところとなっているだろう。危険なブレイズが少なくとも一人いることも、偵察によって察知されているはずだ。

　七しち剣けん二人に、一個大隊。サーラ一人にぶつけるには、あまりに多すぎる戦力だ。だが、おそらく──シルフィは大げさだとは思っていない。

「で、どうするよ、サーラさんよ？」

「どうもしないなあ。サーラは複数プレイにはあまり興味がないんだよ」

「だろうな」

　クロウはにやりと笑って、サーラに視線を戻す。自由剣けん士し団だろうが自衛軍だろうが、クロウも知ったことではない。頭にあるのは、サーラを斬り倒すことだけだ。

「いこうか、サーラ」

「もちろんだよ、クロウ。まだまだ愛あい撫ぶが足りないなあ！」

　ガキンッ、と剣と剣がぶつかり合い、硬質な音が響く。

　別の生き物のように襲いかかってくる二本の神シン鳴メイ刃ハを、クロウは次々にさばいていく。

　サーラの神鳴刃と、クロウの日本刀が激しく火花を散らして衝突する。精妙極きわまる太た刀ち筋すじ、目にも留まらぬ速さの二刀を、クロウは食らいつくようにして受け流していく。

　剣けん聖せいヒョウカの剣を受け続けてきた七年の修行時代があってこそだ。この世でもっとも強い者の剣を知っているから、サーラとも戦える。

「ふわっ……！」

　サーラが短い悲鳴を上げた。

　切れ目なく繰り出されてくるサーラの剣の隙すき間まを縫うようにして、クロウが放った斬ざん撃げきが、彼女の胸を浅く斬り裂さいたのだ。血がぱっと飛び散る。

「ちぇっ……回復しないっていうのは不便なものだね！」

「それが普通だろ！」

　クロウは続けて剣を振りながら答える。

　死し剣けん使つかいは剣士として優れているだけでなく、驚異的な回復能力を有する。剣で斬られても即座に傷が塞ふさがるほど強力なものだ。

　だが、今のサーラの回復能力は封ふうじられている。胸の傷も、さっき首の皮膚を斬った傷も癒いえていない。

　封じられているのは回復能力だけではない。かつて、すべてのソーディが使い、現代ではブレイズだけが使える魔法のような能力──術じゆつ法ほうもだ。

　クロウの肋ろつ骨こつを折り、左足をえぐったのはサーラが操る爆発の術法だった。その二つの強力な能力が使えないのは、クロウにとってはありがたい。

「つーか、あいつ……」

　クロウは、視界に入っている一台の乗用車と──その車体の後ろからこそこそとこちらを窺っている一人の少女に気づいた。

　黒髪を長く伸ばし、クロウが通う剣の学院の制服を着ている。本来、無表情な女の子だが、珍しく心配そうな目をしている。

　桜さくら井い日ひ奈な子こ──太たい陽よう教きようの教きよう祖その娘で、彼女自身もよくわからない能力を持つ。今は消えているが、さっきまでは身体からだから黄金の光を放っていた。その光とともに発動する力で、サーラの回復能力と術じゆつ法ほうを封ふうじたのは、彼女なのだ。

　だが、その封印能力以外はごくごく普通の──むしろ、普通以下の少女だ。戦闘力は子犬にすら劣おとる。クロウとしては、もう少し離れたところにいてほしい。

「気にするな、クロウ。サーラは君にしか興味ないよ。他の心配なんて不要さあ」

「ははっ、ならいいんだけどな……」

　クロウは、そんな話は微み塵じんも信じていない。サーラが周りに気を遣って剣を振るなど、ありえないことだ。

　サーラは死し剣けん使つかいの中でも先頭に立つ者。いや、ブレイズの最前線で敵を薙なぎ払はらうために存在する者だ。なぜか指し揮き官かんなどやっていたようだが、それはブレイズの誰だれかが、この国を薙ぎ払われては困る──と判断したからではないだろうか。

「まったく、しんどいことだな……」

　実力ではるかに格上のサーラと戦いつつ、クロウは周りも気にしなくてはならない。それでも、剣を引こうとは少しも思わない。自分はどうしてしまったのかと、不思議になる。

「いや、そんなこともどうでもいいか……。続けよう、続けよう」

　クロウは剣を中段に構え、滑すべるように前に踏み出す。

　前に走りながら、クロウもまた周囲への気遣いもなにもかも置き去りにしてしまう。ぶつけろ、ぶつけろ──自分のすべてを目の前にいる怪物にぶつけてしまえ！

「うおおおおおおおお！」

　クロウは再び吠ほえた。

　数時間前のサーラとの戦いで、クロウは剣けん聖せいヒョウカと命を懸けて立ち会ったときの記憶を、恐怖を思い出してしまった。それは──サーラがヒョウカに匹敵する怪物だったからに他ならない。

　つまり、自分のすべてをぶつける敵として、これ以上は望めない相手ということだ──

「来なよ、クロウ！　サーラが全身で受け止めてあげるからさ！」

　そして、向こうもそれを望んでくれている。

　クロウは全身が燃え上がるような興奮を覚えながら、高々と剣を振り上げた──





「あーあ……まったく、あの男はもう」

　マナカは、剣を振り上げてスイサーラに立ち向かっていくクロウを見て、思わず苦笑してしまう。

　芸もなにもない、真っ向勝負。スイサーラ相手に、正気とは思えないザマだ。

「姉さんの教え方は凄すごいのか、凄くないのか……」

　スイサーラと渡り合う技量を持ちながら、バカのように正面から立ち向かう。どんな戦い方を仕込まれているのだろうか？

「……と、あのバカを気にしている場合でもなさそうね」

　ヘリがこちらに向かってくる。ヘリは全部で八機──高速機動の小型が三機、中型の多目的ヘリが三機、さらに兵員輸送用の大型ヘリが二機飛んでいる。

　そのうちの一機、大型ヘリがマナカの真上でホバリングを始める。後方のハッチが開くと、そこからいきなりなにかが飛び出した。

「あらら……あいつか」

　二十メートル以上の上空から、ロープもなしに飛び出してきたそれは、マナカのすぐ前に見事な着地を決めた。轟ごう音おんが響き、コンクリートに亀き裂れつが走る。

「よーう。ひっさしぶりだなあ、マナ」

「……どうも、ジーネル」

　ジーネル、と呼ばれた飛び降り女はにやりと笑う。

　彼女もまた七しち剣けんの一人であり──剣けん王おうの称号を持つ剣けん士しだ。

　さらに、自由剣士団の団長でもある。三万の精鋭剣士の頂点に立つ存在だ。















　クセのある濃い緑色の髪をショートカットにしている。童顔で、妙に目がキラキラしているように見える。身長は百五十センチちょっとで、かなり小柄だ。

　黒を基調にした自由剣けん士し団の制服の上着に、限界にでも挑戦しているかのようなミニスカート。まぶしいほどの太ももがあらわになっている。

「いやー、はっはっは。まさか、こんな形でマナと会うとは思わなかったぞー」

　ジーネルは愛剣でぽんぽんと自分の肩を叩たたきながら、嬉うれしそうに笑った。

　マナカのほうは、呆あきれた笑みを浮かべてしまう。軽く肩を叩いているそれは──ジーネルの愛剣、“〝彗星瀑布グレイトフオール”〟。いや、それは剣というより形状は斧そのものだ。

　小柄なジーネルよりも武器のほうが巨大なくらいだ。セフィの剣、星ほし崩くずしも相当なサイズだが、それを上回っているというのは、ソーディでもさすがにクレイジーである。

「相変わらず、なれなれしい女ね。別にあんたとは友達じゃないんだから、マナとか勝手なあだ名をつけないでくれる？」

「おまえはヒョウカの妹じゃないかー。アタシの友達の妹ってことは、おまえも友達だろーよ」

「どんな理屈よ……。姉さんも、よくあんたの友達をやってたものだわ」

　ヒョウカは、妹のマナカにとって不可解なところも多い人物だったが、友人関係もその一つだ。理屈っぽくて妙な悪あく癖へきのあるシルフィや、この変になれなれしく、明るすぎる剣けん王おうとどうやって友人になったのだろうか。

「ていうかなー。マナさあ、アタシらってブレイズの死し剣けん使つかいとかいうアホたちを斬れって言われてるだけだからさー。おまえ、投降すりゃなんとかしてやるよ？」

「誰だれの、なにをなんとかするって……？」

　マナカは、抜き身で持っていた愛剣の“〝舞まい姫ひめ”〟を構える。紙のような極薄の刀身で、ギリギリまで軽量化した剣である。それを二本操るのが、マナカの戦闘スタイルだ。

　舞姫に、光こう刃じんの白い輝きが宿り始める。同時に、彗星瀑布も同じ輝きを放つ。

「いやー、はっはっは。いきなりやる気満々だねー、マナ。こら参った」

「炎よ、舞い踊れ！」

　ゴゴゴゴゴ、とマナカが右手に握にぎった舞姫の周りで低い音が響き、彼女は剣先を上空に向けた。

　剣先に小さな炎が生まれると、たちまちそれは大きくふくらんで、形を変えながら飛び出していく。

　炎の龍りゆう──マナカの術じゆつ法ほうである。龍は禍まが々まがしく赤く輝きながら口を開き、ホバリングしている中型ヘリへとまっすぐに向かっていく。

　ドンッ、と凄すさまじい衝撃音が響き、ヘリの後部ローターに命中する。ローターはたちまち炎の龍に焼き尽くされ、直後に爆発が起きた。

　ヘリは後部ローターを失うと、制御が利かなくなる。ぐるぐると回転しながら、ヘリがマナカのところへと落下してくる──

「おっとぉーっ！」

　かと思いきや、ジーネルが小走りに駆かけ出してヘリの落下点に滑すべり込むと、彗星瀑布グレイトフオールを投げ捨て、両手を高々と差し上げた。ズズン、と鈍い音がして──ジーネルが墜落してきたヘリを両手で受け止めていた。足をアスファルトに突き刺すようにして踏ん張り、機体のスピンまで止めてしまう。

「おっ、おおっ……さすがにちょっと重いか！」

「ちょっと？」

　マナカはジーネルに呆あきれた目を向け、首を振った。

　中型ヘリは重量五トン近く、装備や人員をフルに搭載すれば、十トン近くにもなる。回転しながら上空から落ちてきた数トンの鉄の塊を受け止めるなど、いくらソーディでもそうそうできることではない。

「この馬鹿力め……」

　マナカは小さく舌打ちする。ジーネルは強力なパワーを持つソーディの中でも規格外なのだ。以前、自由剣けん士し団のデモンストレーションで、爆走する列車を止めたこともある。

「仕方なかろー。三十億以上するんだぞ、このヘリ。というか直るんだろうなー、これ？　うちだってけっこうカツカツなんだ」

　ジーネルは苦笑して言い、ヘリをゆっくりと地面に置いた。

　すぐにそのヘリから、数人が降りてくる。

「あらら、シュナーク。また会ったわね。シルフィも」

　絶ぜつ剣けんシュナーク。彼女も七しち剣けんの一人だ。

　彼女が着ている、黒を基調としつつ金色のラインが入った上着と、同じく黒のミニスカートは、七剣の正装なのだ。腰こしには華麗な拵こしらえの小刀を差している。

　両目をつぶっているのは、彼女が盲もう目もくだからである。視力を持たずに七剣というレベルまで昇のぼり詰めたという異常な剣士なのだ。

　そして、シュナークに続いて降りてきたのは、軍服風のスーツを着た若い女性だった。そちらはソーディ政府を統べる四よん将しよう家の後継者で、元げん老ろう院いん議ぎ員いんであるシルフィだ。

「久しいね、元剣けん将しようマナカ。元気……でもなさそうかな？　その胸の傷、ずいぶん痛そうだ」

　シルフィは、にっこりと笑いかけてきた。ジーネルとシュナークがいるとはいえ、元七剣のマナカを前にして、少しも怯おびえた様子を見せないのはたいしたものだ。

「シルフィ、あんたが出向いてくるとはね。うちのもそうだけど、指し揮き官かんが前に出るのはあまりオススメしないわ」

「確かに、君はセイバーズの局長時代はほとんど現場に出てなかったらしいね。かといって、書類仕事にも熱心ではなかったそうだが。とんだ給料泥棒だ」

「歴史が浅いセイバーズに箔はくをつけるために、七剣の一人をトップにつけたんでしょ。椅子に座ってるのが私の仕事だったのよ」

　マナカは悪びれずに答えた。セイバーズの局長として、やるべきことはやっていたつもりだ。もっとも、シルフィも軽い皮肉として言っただけだろう。

「ふふ、自由剣けん士し団は真面目まじめに労働するつもりみたいね」

　道路の向こうから、数十台の車両が近づいてくる。強力なヘッドライトが、夜の道路をまぶしく照らしている。大型の輸送用トラックの姿も多くあるようだ。それらの車から、自由剣士団の黒い制服姿の剣士たちが次々に降りてくる。

「紹介しよう、マナ。アタシの妹たちだ」

「あんたのお母様は、ずいぶんとお産みになったのね。六百人くらいかしら？」

　マナカは、くすくすと笑った。剣に長たけ、剣に生きるソーディといっても、現代では多くの者たちが平和ボケしている感は否めない。

　自由剣士団はその中でも例外だ。剣士たちは狭き門をくぐり抜けて入団し、さらに厳しい訓練を積んでいる。心身ともに、鋼のように鍛きたえられた者ばかりなのだ。

「しかしまた、ずいぶん大盤振る舞いね。七しち剣けん二人に、自由剣士団一個大隊とは」

「リンネという死し剣けん使つかいがここにいると聞いたからね。まあ、他にもいるかもとは思ったが、死剣使いがもう一人に──マナカ、君までいるとはね」

　シルフィが困ったような笑みを浮かべる。

「実はもっと連れてきたかったんだけどね。上の連中がなかなか納得しなくて。首都で大暴れされては困るらしい。後手に回っては意味がないのに。この戦力も、割と強引に連れ出してきたんだよ」

「ほほほ、私は金で動く女ですので、すんなり連れてこられましたわ」

　シュナークが上品に笑いつつ言った。彼女は七剣という最高の剣士でありながら、金次第で酒場の用心棒でも引き受けるような変わり種なのだ。

「そっちの銭ゲバはともかく、そんな強引なことして、大丈夫なの、シルフィ？」

「だから短期決戦だ。仕し留とめるものをさっさと仕留めて、さっさと撤収する。ヒョウカには悪いが、友人の妹でも手加減はできないよ、マナカ。さあ、ジーネル、シュナーク」

「はいはい、ご命令とあらば。シュナ、アタシの足を引っ張るなよー」

「あなたこそ、その下品な大きなものを私に向けないでくださいね」

　シュナークが、十本の指にはめたリングから伸びるワイヤー“〝鋼こう糸し剣けん”〟をばっと広げた。そのワイヤーにも光こう刃じんの輝きが宿っている。

　シルフィと七剣たちの後ろに控えている自由剣士団も、既すでに抜刀し、全員が光刃を発動させている。

　さてさて、どうしたものかしら──

　余裕の態度を崩さずに、マナカは状況を確認する。

　シルフィ率ひきいる連中は、スイサーラは放っておいて、まずはマナカを標的に定めたようだ。いくらマナカがスピードに自信があっても、七剣二人を相手に逃げるのは難しい。そんな隙すきをつくってしまえば、たちまち命取りになるだろう。

　今すぐ、状況がなにかしら変わることもなさそうだ。

「ま、やるしかないってことね」

　短期決戦はマナカも望むところだ。この上、自衛軍にでも登場されたら厄やつ介かいだからだ。

「投降してくれないんだなー。残念なような、嬉うれしいような！」

　ジーネルはさきほど地面に投げた彗星瀑布グレイトフオールを拾い上げると、巨大すぎる剣を担いでいるとは思えないスピードで走り出す。

「おおりゃぁっ！」

　ジーネルは、間違いなく百キロは下らない重量の彗星瀑布を片手で大きく振りかぶる。それだけの動きで、マナカに突風のような圧力が襲いかかってくる。

「くっ……！　まったく、デタラメね！」

「どっちが！」

　ジーネルの言うとおり、そういうマナカもまともではない。

　襲いかかってきた彗星瀑布を、一本の舞まい姫ひめで受け止めていた。触れたら壊れそうな薄い刃で、重厚な金属の塊である彗星瀑布を止めるなど、常識ではありえない。

　マナカが持つ強大な『光コウ』を刀身に伝わらせているおかげだ。もちろん、ジーネルのまさに彗すい星せいのような一撃を止められるのは、マナカのパワーと技術があればこそだ。

「くうっ……！　力任せの、全然美しくない剣だわ！」

　マナカの両足が、アスファルトの地面にめり込んでいく。ジーネルの剣を止められる者はこの世界にほとんどいない。仮に止められたところで、そのまま剣を押し込んで、斬ってしまう。それが、ジーネルの攻撃パターンだ。

「アタシは兵隊なんでね！　美しさより実用性さっ！」

「だから、軍人なんて嫌いなのよ！」

　マナカは強引に彗星瀑布を受け流し、ジーネルのふところに飛び込む。近すぎると剣はかえって振りにくい。その上、舞姫の刃渡りはそこそこ長い。だが、マナカは身体からだを屈かがめ、腕うでを折り曲げ、コンパクトな振りでジーネルの頸けい動どう脈みやくを狙う。

「うおっ……とっ……！」

　ジーネルは焦りつつ、彗星瀑布の柄つかで舞姫を受け止める。ギインッ、と極太の柄に刃がぶつかり、鈍い音が響いた。

「うおおおおっ！」

「ジーネルっ！」

　マナカとジーネルは同時に叫び、全力でみずからの剣を押し込む。ジーネルのパワーにはかなわず、マナカの足下が浮き、風に舞う落ち葉のように吹き飛ばされてしまう。

「くうっ……！」

　空中に浮いたマナカを、ジーネルがさらに追いかけてくる。また片腕で彗星瀑布を振りかぶり、斬ざん撃げきを放つ。

「炎よ、舞い踊れ！」

　再び、マナカの剣が炎を噴ふき出だす。今度は威力を抑え、発動の速さを優先させたタイプの術じゆつ法ほうだ。何度も術法をくらっているクロウも、こういう使い分けのことは知らないだろう。

「ぬおおっ、あっつっ！」

　目の前で炎の龍りゆうをまともに浴び、ジーネルが顔を覆おおって、後ろに下がる。

　だが、ダメだった。威力を抑えすぎて、光こう刃じんを宿した彗星瀑布グレイトフオールに阻まれ、ダメージなどまったく与えていない。

　マナカはあざやかに着地を決める。それから振り向かずに、左手の舞まい姫ひめを後ろに向かって振った。背後から襲いかかってきていた鋼こう糸し剣けんを数本、まとめて弾はじき飛とばす。

「……っ！　後ろに目でもついてますの？　お見事ですわね、マナカさん」

「そっちは攻撃が荒いわ。ソーディの欠点は、後ろから斬ることに慣れていないことね」

　マナカは二本の剣を握にぎった両手を大きく広げ、二人の七しち剣けんを牽けん制せいしてから、ばっと跳び上がって間合いを取った。

「まだラーシュのほうがマシね。あいつ、容よう赦しやなく後ろから斬りつけてきやがったわ」

「ヒョウカさんの弟で子し……魔性の剣けん士しさんですか」

　ラーシュは世にも珍しい、強い男のソーディだ。優れた男性ソーディの剣には、魔性が宿るという。一対複数の戦い、背後からの奇き襲しゆう、丸まる腰ごしの相手の殺害など、女性ソーディが禁忌としていることを嬉き々きとして行うと言われている。

　事実かどうかはともかく、マナカはラーシュに後ろから斬られたことがあるのだ。

「どうせなら、そのときにあなたを仕し留とめておいてくれれば、今日のような面倒はなかったのに。残念ですわ」

　シュナークは、にこにこと笑っている。余裕たっぷりの態度だ。

　絶ぜつ剣けんは金に汚い性格からは想像もできないが、名家の出身である。七剣や剣けん姫きを何人も輩出している家で育ち、ソーディとしての正統派、正面からの一対一の戦いを叩たたき込こまれているはずだ。複数で、しかも奇襲をかけるような戦い方には不慣れだろう。

　背後からの攻撃を防がれたところで、特に動じる様子もないのは当然だ。

「でもよー、マナカ一人に手こずってる場合じゃないんだよなー。悪いけど、さっさとカタをつけさせてもらおう。おい、妹たち！」

　ジーネルが、彗星瀑布を片手で高々と掲げる。

「おまえたちもやれ！　チャンスがあれば、アタシごとでかまわないから斬れ！」

　おおーっ、と自由剣士団の団員たちも剣を掲げて応こたえる。誰だれもためらう様子すらないのは、信頼されているのか、普段ジーネルに絞られている逆ぎやく襲しゆうなのか。

「あの、みなさん。私を斬られては困りますわよ。ジーネルさん、ジーネルさんだけにしてくださいましね」

　シュナークがころころと笑いながら、団員たちに釘くぎを刺している。もっとも、絶剣ならば、間違っても団員に斬られることはあるまい。彼女こそ、後ろに目があるような女なのだから。

「とはいってもよー」

　突然、ジーネルがふらりと視線を横に向けた。

「本当はよー、マナと戦ってる場合じゃないんだ。クロ……あの子の古コ流リユウはあんなレベルに達していたのか。でも、あのままじゃダメだ。すぐに助けに行ってやりたい」

「あんた……ずいぶんクロウ君のこと買ってるのね」

「マナほどじゃないがよー、ヒョウカの弟で子したちは小さい頃から見てきたからな。人間だろうが男だろうが関係ない。あいつらはいっぱしの剣けん士しだからよ」

　剣けん王おうジーネルは、友人である剣けん聖せいヒョウカの弟子たちとも面識がある。彼女も、ヒョウカと弟子たちが籠もっている山を何度か訪れていたのだ。

「いっぱしの剣士なら、手を差し伸べる必要はないんじゃない？」

　マナカは首を傾かしげつつ言った。

「クロには可能性があるからさ。でっかい可能性がよー。ヒョウカが消えたあと、アタシはあの子を自由剣士団に入れてやるつもりだったさ。人間で初の団員ってことになっただろうけど。その前に、おまえにかっさらわれたけどね」

「……私が横取りしたんじゃないわ。クロウ君のほうからセイバーズに入りたいって言い出したのよ。ま、セイバーズは自由剣士団ほど窮屈じゃないからでしょ」

「そうじゃないのは、わかっているはずだろー」

　ジーネルは間髪入れずに言った。笑ってはいるが、目は真剣だ。

「クロはアタシよりマナになついてたのさ。師匠の妹で、似てるからかもしれない。でも、あいつはあんたのことが好きさ。そんなあいつを、マナは見捨てられるのかよー？」

「…………」

　マナカはなにも答えなかった。そんなことは答えたくない。考えたくない。

　自分が、クロウに姉の仇かたきという以外の感情を持っていることには気づいている。しかし、今はそんな複雑なことを考えている場合ではない。この先も、できれば考えたくなかった。

「……ジーネル、おしゃべりしにきたんじゃないでしょ。クロウ君を助けたいなら、私を斬らなきゃ行かせないわよ」

「おっと、そうだったなー。じゃあ、続きをやってみっか！」

　再び、ジーネルが駆かけ出す。そして、彗星瀑布グレイトフオールを振りかぶったかと思うと、マナカではなく、地面に向けて振り抜いた。

「…………!?」

　目を瞠みはるマナカの前で、彗星瀑布が突き刺さった地面から、アスファルトの細かな破片がいくつも吹き飛んでくる。高速で飛んでくる破片は、一つ一つが肉に食い込み、骨を砕くほどの威力があるだろう。しかし──

「そんな雑な攻撃が！」

　マナカは動じもせずに、破片をかわし、舞まい姫ひめで弾はじき飛とばす。並の剣士ならともかく、七しち剣けんクラスに通じるわけがない。

「……シュナーク！」

「私は洗練されているのが自慢でして！」

　今度は、マナカの側面からシュナークの鋼こう糸し剣けんが襲いかかってきた。十本のワイヤーは生き物のように動いて、マナカに絡みついてくる。

「ぐっ……！」

　鋼糸剣の一本が、マナカの左肩をわずかに斬り裂さく。ギリギリでかわせたつもりだったが、やはりスイサーラの攻撃をくらった影響があるようだった。

「剣けん将しよう、覚悟ーっ！」

「どいつもこいつも！　元、だって言ってるのに！」

　さらに、背後から二人の団員が斬りかかってくる。彼女たちも、飛んでくる破片をかわしながら、マナカへの間合いを詰めてきている。

　マナカは鋼糸剣をすり抜けるようにかわしつつ、二本の舞まい姫ひめを神速で振るった。

「ぐうっ……！」

「あああっ……！」

　まるで、自分から斬られにきたかのように、あっさりと二人の団員が袈け裟さ斬ぎりと胴どう払ばらいをくらって、血しぶきを上げながら倒れる。マナカは斬りながら、その二人のことはすぐに忘れ、足に『光コウ』を集中させた。

「ぬお─────りゃっ！」

　いつの間にか肉薄してきていたジーネルが、今度は横に薙ぐように彗星瀑布グレイトフオールの斬ざん撃げきを放った。凄すさまじい風圧とともに、巨大な鉄の塊がマナカに迫ってくる。

　しかし、マナカはその攻撃を読んでいた。盲もう目もくでありながら、鋭い感覚で周囲の状況を感知できるシュナークほどではないが、マナカも視覚に頼らずとも気配を読める。

　ブンッと空気を斬り裂く音とともに──彗星瀑布の刃が、マナカの身体からだをすり抜けた。

　同時に襲いかかっていた鋼糸剣もまた、マナカの身体を何事もなく通り過ぎてしまう。剣けん王おうと絶ぜつ剣けんの剣が通り過ぎるとともに、マナカの身体がふっと霞かすみのように消える。

「……やるねー。さすが、七しち剣けん最速のマナ」

「軽く見られたものね。七剣最速？　私は……この地上で誰だれよりも速いわ」

　分身──断続的な高速移動によって残像を残すそれが、マナカの得意技である。今も、マナカがジーネルとシュナークの剣に斬られたが、それは残像だったのだ。

　マナカはしゃべりつつも止まらない。ジーネルに打ち込み、鋭く飛んでくるシュナークの鋼糸剣を身をよじってかわし、隙すきを突いて斬りかかっている団員たちへの警戒も怠らない。

　マナカの圧倒的なスピードで翻弄すれば、数の不利もカバーできる。さすがにこの状況はキツすぎるが、元からマナカの目的は七剣の撃破だ。戦える限りは戦い続け、剣王か絶剣を斬り、逃げられれば逃げる。

　あるいは、彼女たちを率ひきいるシルフィを仕し留とめれば──

「言っておくけどよ、シルフィを狙うのは無駄だぁー！」

「でしょうね！」

　マナカは全力でジーネルに剣を叩たたきつけつつ叫んだ。

　いつの間にか、シルフィのそばには見覚えのある銀髪の双子剣けん姫きが立っている。あの双子はソーディでは珍しく、二人一組で戦う者たちだ。一人一人はともかく、二人を同時に相手取って、シルフィの首を獲とるのは難しい。

「まあいいわ。私の目的は最初から七しち剣けんのバカたちなんだからね！」

　そういえば──

　ジーネルと剣を交えながら、ふとマナカは思い出した。

　本来、マナカがこの湾岸エリアに来たのは剣けん王おうでも絶ぜつ剣けんでもなく、別の七剣を斬るためだった。

　視線を少し巡めぐらせれば彼女がなにをしているか確認できるが──今はそれどころではなかった。





「うぷっ、もう……このほこり、いつになったら晴れるのよ！」

　セフィは愛剣の星ほし崩くずしを軽く振りながら、顔をしかめる。自分の身の丈ほどもある巨大な鉄の塊である剣を振るっても、もうもうと舞っている土つち埃ぼこりは晴れない。

「少しはマシになってきたけど……」

　セフィはつぶやいて、正面を見た。土埃の舞う中、クロウが軽やかに動き回りながら、サーラという死し剣けん使つかいと斬り結んでいる。

「あいつ、また……ううん、前とも違う……」

　以前、クロウはリンネと戦った際に明らかに普段とは異なる状態になり、まるでバーサーカーのように暴れ回っていた。リンネは追い詰められ、怯おびえきっていた。

　しかし、今のクロウはあのときとは違っている。無む茶ちやな太た刀ち筋すじではなく、古コ流リユウの精妙極きわまる剣を振るっている。セフィが一度も勝てたことのない剣……。

　心の均衡を失いつつも、剣はいつもどおり。

　いや、いつも以上に冴さえ渡わたっている。

「一人でどこまで進んでいくの、ロウ……」

　クロウを助けに行くことはできない。死剣使いとの戦闘を姉のシルフィから禁じられているからではない。自分が行けば足手まといになるからだ。

　しかし、他にできることはなにもない。マナカが剣王と絶剣、自由剣けん士し団と戦っている。あちらはまるで戦争だ。マナカの術じゆつ法ほう、ジーネルとシュナークの剣が道路や周囲の建物を次々に破壊し、ますます土煙を立てている。

　三人の卓越した剣士たちと、精鋭揃ぞろいの軍。クロウを狙っているマナカのことは気になるが、あの戦闘に飛び込むのも危険すぎる。

「……!?　ちょっと、なんで!?」

　セフィは再びクロウに視線を戻して、ぎょっとした。クロウとサーラが激戦を繰り広げているすぐそば、路肩に駐車されている車の陰かげに、桜さくら井い日ひ奈な子この姿があった。彼女は、剣の学院にいるはずなのに、なぜこんな世界一危険な場所に──

「ヒナ、あんた──えっ!?」

　駆かけ出そうとしたセフィの腕うでが、いきなり誰だれかに掴つかまれる。

「剣けん帝てい……アミラル!?」

「シルフィの妹か……」

　剣帝アミラルは地面に両りよう膝ひざをつき、うなだれたまま言った。彼女は右腕が付け根からごっそりとなくなっていて、切断面からは血が溢あふれ出している。

　セフィも剣帝が腕を斬られた一部始終を目撃していた。突然現れたサーラにアミラルが斬りかかり、あっさりと返り討ちにあったのだ。

「あの女は……どうしている？」

「あの女って、サーラのことですか？　今、ロウと……剣けん聖せいの弟で子しと戦ってます」

「ヒョウカの弟子……あのブレイズと戦えるのか……」

　剣帝は、ぶつぶつと独り言のようにつぶやいている。

「サーラも死し剣けん使つかいです。いくらロウでも、勝つのはさすがに……」

「殺す」

「は……？」

「殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す……殺すっ！」

「あっ、ちょっと！　剣帝アミラル！」

「あの女っ！　斬り殺してくれる！」

　ぐぐぐっ、とアミラルが力を込めると右肩の肉が一気に締まり、たちまち出血が止まった。さらに、彼女の両肩から白い触しよく手しゆのような光の腕が飛び出すように生える。どうやらそれは、高密度の『光コウ』を肩から放出して生成したもののようだ。

　アミラルはセフィの手首を掴んでいた手を離すと、左手と白い光の腕、合わせて三本の腕が地面に落ちていた彼女の剣を拾い上げる。

　剣帝アミラルは三刀流──いや、右腕があったときは四本の剣を操っていたのだ。

「まさか、サーラと戦うつもりですか!?　傷を塞ふさいでも、もの凄すごい出血だったじゃないですか！　戦えるような身体からだじゃ……いえ、それよりその腕、早く病院に行かないと！」

　セフィが剣帝アミラルを心配する義理はない。それでも、お人ひと好よしすぎるセフィは、とんでもない無む茶ちやをしようとしている剣帝を止めずにはいられなかった。

「腕……？　我の腕だと？」

　アミラルは、ちらりと地面に目を向けた。そこには、切断された彼女の右腕が転がっている。セフィが見たところ、切断面はかなり綺き麗れいだ。これなら、接合手術は充分に可能だろう。

「こんな……あっさり斬り落とされた腕うでなどもういらん！」

「は!?」

　剣けん帝ていアミラルは、足を大きく上げると自分の腕を踏み潰つぶしてしまう。何度も踏まれ、切断面もぐしゃぐしゃになり──

「あ、あ、あんたバカなの!?　自分の腕でしょ!?」

「バカでなければ、七しち剣けんになどなれん！」

　アミラルはためらいもなく言って、潰した腕が握にぎっていた剣をつま先で拾い上げ、器用に足だけで腰こしの鞘さやに差した。

「死し剣けん使つかいぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　雄たけびを上げると、アミラルは地面を蹴けりつけて駆かけ出した。サーラに迫ると、三本の剣を振りかぶり、同時に叩たたきつける。

「あはっ……！」

　サーラは笑いながら、片手の神シン鳴メイ刃ハでクロウと剣を打ち合わせ、アミラルの剣を二本かわし、もう一方の神鳴刃でアミラルの剣の一本を受け止める。

「なぁにかな？　誰だれだと思ったら、剣帝とかいう人じゃないか。さっきまで死んだ魚みたいな目してたのに」

「黙だまるがいい、小娘……！　死ぬのは貴様だ……！」

「ひねりのない台詞せりふだね。貫かん禄ろくも余裕もすっかりなくなっ──」

　サーラが軽口を叩きかけたところで、また事態が動いた。

「黙るのはあんただよ、剣帝──！」

　クロウが日本刀をひらめかせ、アミラルに斬ざん撃げきを叩たたき込こんでいた。かわしそこねた剣帝の脇腹を刃がわずかにかすっていく。

「なんだ小僧！　貴様は死なんでいい！　引っ込んでおれ！」

　意外だが、剣帝はクロウが邪魔しても斬るつもりはないようだ。見境なしのサーラとは違うらしい。

　そういえば、そもそも剣帝アミラルはクロウに剣けん聖せいヒョウカの居場所を訊ききにきたのだ。

「ど、どうするのよ。ますます、収拾がつかなくなってるんだけど」

　セフィは焦りつつも、やはりなにもできない。暴走状態のクロウと最強の死剣使い、それに我を失っている剣帝。この三人の斬り合いなど危険すぎて、少し近づいただけで巻き添えになってしまう。

「ええい、ダメ！　死剣使いとは戦えないし──あたしは自分にできることをやる！」

　セフィは、ぐっと星ほし崩くずしを握りしめた。自分の力量をわきまえなければならない。

　控えめにいっても、セフィはこの場で戦っている者たちの誰よりも大きく劣おとっている。マナカにあっさり斬られている自由剣けん士し団の団員たちも、ほとんどがセフィより実力は上だろう。

「とにかく、ヒナを保護して──あっ、そういえばラーシュと会長は!?」

　再び、日ひ奈な子このほうに駆かけ出そうとして、セフィは肝心なことを思い出した。

　あたりを見回し、二人の姿を捜さがす。あの二人は、さっきクロウにリンネが倒れてるから手当てを──とか言われて駆けつけたはず。

　自分には無理でも、ラーシュとイシュトならば、なんとかできるかもしれない。あまりに絶望的な戦いを挑んでしまっているバカのために、なにかを──

「セフィ様！」

「わっ!?」

　今度はいきなり後ろから肩を掴つかまれ、セフィはぎょっとする。振り向くと、そこにいたのは──まさに、今捜していたイシュトだった。

「だいぶカオスなことになってきたな」

「ええ、そうみたいで……あの、そちらは？　リンネの手当てをしていたんじゃ？」

「できるだけのことはやった。なんとか血は止まったけど、あとは医者の仕事だね」

　イシュトはちらりと後ろを見た。いつの間にか、ラーシュもすぐそばにいて、地面にリンネが横たわっている。腹部に出血があるらしく、ラーシュのシャツを巻きつけて包帯代わりにしているようだ。

「剣けん将しようマナカのほうは混乱しすぎてるけど、この状況は私たちには悪くない。あの人たちは、他に手を出す余裕はなさそうだ」

「えっ、ああ。そうですね」

　さすがに剣の学院のトップに立つ剣けん士しだけあって、イシュトは冷静に状況を見ている。

「だから、今のうちだ。さっさと少年を助け出してしまおう。そのあとは、剣けん帝ていとブレイズが一騎打ちでもなんでもすればいい」

「で、でも会長……あの三人の間に割り込むのは……」

　セフィは、クロウとサーラと剣帝の戦闘に目を向け、ごくりとつばを飲み込んだ。クロウがサーラに斬りかかり、サーラは剣帝と刃を交え、剣帝の二本の触しよく手しゆはクロウに連続攻撃を叩たたき込こんでいるところだった。セフィもいろんな戦いを見てきたが、あんな混乱した斬り合いは初めて見る。

「まあ、恐ろしく危険だね。最悪の場合、少年に斬られるだろうな」

　イシュトはさらりと言ったが、それは充分にありえることだ。クロウもあの二人を相手にするだけで精一杯で、そこに誰だれかが乱入してきたら、剣を止める余裕などないだろう。

「でも、そんなことは関係ない」

　イシュトは愛剣の“〝雷ライ狼ロウ牙ガ”〟を腰こしから抜き放った。いわゆる“〝ランス”〟という武器に似た、突きに特化したタイプの剣である。セフィも彼女の突きを何度か見ているが、まさに目にも留まらぬという形容がふさわしい高速の技だった。

「少年は私の部下で、後輩だ。私には彼を救う義務がある」

　イシュトは、どうやら本気のようだ。彼女もまた剣けん姫きの一人だ。セフィより腕うでは上だし、剣の学院で経験も積んでいる。あるいは、彼女ならクロウを助け出すだけなら可能かもしれない。

「任せろ。必ず連れ戻してくるから、セフィ様は桜さくら井い日ひ奈な子こを──」

　言いかけて、イシュトは素早く身を翻ひるがえした。雷ライ狼ロウ牙ガをひらめかせ──

「ラーシュ!?」

　驚きの声を上げたのは、イシュトではなくセフィだった。

　一瞬、雷狼牙とラーシュの愛剣“〝獣じゆう斬ざん”〟が交錯し、激しい金属音が響き、オレンジ色の火花がぱっと散った。

「……ラーシュ、なんのつもり？」

　イシュトは油断なく雷狼牙の鋭い剣先をラーシュに向けながら、あくまで穏やかに言った。

「あなたこそなんのつもりかな、会長？」

　ラーシュの口調は、やや挑戦的だった。このところ覇は気きがなかった彼だが、以前の人をナメきった態度に戻っている。

「私には君がなにを言ってるのか、なにをしようとしてるのかわからないよ、ラーシュ」

「わからないはずがない。先へ進む、上に昇のぼろうとしているソーディなら、わからないわけがないよ。今のクロウを見て、彼を止めようと思うのか？　まあ、恋に狂ってるセフィはともかくね」

「くっ、狂ってなんか……！」

「ねえ、会長。俺おれにはわかるんだよ。クロウは進化してる」

　ラーシュが構えている獣斬から、黒い煙のようなものが立ち昇っている。魔性の剣けん士し、という話が事実かどうかはともかく、彼独特の光こう刃じんはひどく禍まが々まがしい。

「よく見てよ、会長。クロウの剣の一振り一振りが──まるで奇跡のようだよ」

「奇跡……？」

　イシュトが不思議そうにつぶやきながらクロウに視線を向け、セフィもそれにならう。

　クロウは全身を朱に染めている。致ち命めい傷しようは一つもないようだが、かすり傷がいくつもあり、片足をかばいながらの動きは俊敏とはいえない。

　だが、クロウはサーラと剣けん帝ていの剣を見事にさばき、反撃すら加えている。サーラと剣帝も小さな傷をいくつも負っている。もっとも、どの傷が誰だれにつけられたものなのか、わからないが。

「いや、正確にはもう一度同じ進化をたどっている、か。クロウは、師せん匠せいに立ち向かう力を持つに至いたったあの頃の自分に戻ろうとしてる」

「師匠……剣けん聖せいヒョウカ？　少年は、剣聖と戦ったのか？」

　イシュトは、あぜんとしている。そういえば、彼女はまだクロウが剣聖ヒョウカと戦い、おそらく斬ったであろうことを知らないのだ。もっとも、セフィも詳しくは知らない。なにより、クロウ自身がほとんど記憶していないのだ。

「ああ、会長には関係ないことだね。でも……」

　ラーシュは黒い煙を発する獣じゆう斬ざんを鋭くひらめかせた。

　そして、イシュトがラーシュに向けたままだった雷ライ狼ロウ牙ガを鋭く弾いた。

「クロウの邪魔をするというなら、俺おれがあんたの相手になるよ」

「正気なのか、ラーシュ？」

「剣を向けてきている相手の正気を問うなんて、無意味だよ会長。俺が遊びで剣を振る男かどうかくらい、知ってるでしょ？」

「ああ、知ってるよ。ラーシュ、君は──遊びで剣を振りかねない男だ」

「はははっ」

　ラーシュは獣斬を中段に構える。クロウとまったく同じ構えだ。

「それもそうだ。けど、正気か狂気かはともかく──俺は本気だよ」

「……そうみたいだな」

　イシュトはやや前傾姿勢になり、いつでも突きを放てる構えを取る。

　どうやら、この戦いにも自分は手を出せない。セフィはそう思わざるをえなかった。

「……セフィ」

「わっ、ヒナ？　あんた、いつの間にこっちに……」

「あそこはだいぶ危なそうなので、隙すきを見てこっちに来ました……けど、こちらもなかなかデンジャラスなのです」

　日ひ奈な子こは、なかばセフィの背中に隠れるようにしている。最近、日奈子はセフィを自分の盾と考えている節がある。

「ヒナ……あたし、どうしたらいいと思う？」

「なにもしなくていいと思います」

　日奈子は、即答した。

「そうすれば、きっとセフィはここで生き残れます。そうして、クローやみんなと一緒に学院に戻ること。それがセフィのやるべきことだと思うのです」

「……あんた、だんだんしっかりしてきたわね」

「いえ、そんなことはないです。守ってもらいたいです」

「周りを頼る気満々ね。それでいいんだけど……どうしてあんたここにいるの？」

「誰だれかにさらわれてきました」

「またぁ!?　ヒナ、月イチくらいで拉致されないと気が済まないの!?」

「でも、毎回生きて帰ってます。というより、かすり傷一つ負ったことないです」

「言われてみればそうね……運がいいのか悪いのかわからないわ」

　とりあえず、日奈子が確保できてセフィは安あん堵どする。いくらセフィがこの場の誰よりも弱くても、日奈子を護衛しつつ巻き添えを避けるくらいはできるはずだ。

「それにしても、めちゃくちゃな状況なのです。しかも下手に逃げられないです……」

「目の前の二人もヤバそうなことになってるしね……」

　そういえば、とセフィは思う。

　自由剣けん士し団を連れてきたのがシルフィであることに、既すでにセフィは気づいている。おそらく、姉はこの場の状況を完全に把は握あくしているはずだ。戦闘部隊以外にも、状況を監視している部隊がいないわけがない。

　それでも誰だれもセフィを救出しにこないのは、シスコンの姉も妹を信頼するようになったのか。

　あるいは、あれだけの戦力がいてセフィ救出に部隊を差し向ける余裕もないほど、マナカが強いのか──

「セフィ……」

　日ひ奈な子こが、急にぎゅっとセフィの手を握にぎってくる。

「わたしは、あの死し剣けん使つかいの術じゆつ法ほうと……回復能力を封ふうじました」

「え、あんたまたそんなことを……」

「でも、それだけじゃ足りないです。もっと、クローの助けになりたいです……」

「……そうね」

　力不足を嘆いているのは自分だけではない。

　セフィは、日奈子の手を優しく握り返した。















「ぬおおおおおおおおおおおっ！」

　クロウは吠ほえながら、剣けん帝ていアミラルの剣を受け流し、その勢いでサーラに斬りかかる。

「ぐっ……！」

　サーラのジャージの上着を斬り裂さき、ピッと血が飛び散る。まただ、また浅い。

　何度となくサーラにもアミラルにも斬りつけているのだが、致ち命めい傷しようは一つもない。サーラの回復能力が封ふうじられているといっても、かすり傷程度ではサーラは揺らぎもしない。アミラルも同様だ。

「あはぁ……やっぱり凄すごい、凄いなあ、クロウ。この状況でまだサーラに剣を当てるとは！　でもそんな優しい愛あい撫ぶじゃ、サーラは感じないよ！」

「アホか！　俺おれが本気で愛撫したら、おまえなんぞ一発で昇天だっての！」

「貴様ら、わけのわからん会話をするな！　剣けん聖せいの継承者、おまえはさっさと引っ込め！　しつこすぎるぞ！」

　剣だけでなく、会話まで錯綜している。

　クロウにとって、むしろ引っ込んでほしいのは剣帝のほうだ。とはいえ、この混乱した状況だからこそ、サーラの剣がまだクロウを捉えていないのかもしれない。

　だが、クロウはそんなこともどうでもよかった。既すでに彼はなにも考えていない。

　ただ、サーラと斬り合い、彼女を斬り倒すことしか頭にない。いや、それもとっくに忘却の彼方かなただ。もう身体からだが勝手に動き、サーラとアミラルに剣を振るい続けている。

　ガァン、と鋭い音が響き、クロウの日本刀とサーラの神シン鳴メイ刃ハが衝突する。クロウの腕うでがびりびりと痺しびれる。

「ああ、ちくしょう……ホントにどいつもこいつもしぶといよなあ……」

　クロウは一歩下がり、にやりと笑いながら中段の構えを取る。

「サーラに言わせれば、君が一番しぶとい。サーラはもちろん、そこの偉そうな女と比べてもクロウはずっと劣おとってる。なのにもう、まったくもう。どうなってるんだよ、君は。ヒョウカはなんてものを育て上げたんだろう」

「人を化けモンみたいに言うなよ。俺はご覧のとおり、ソーディでもブレイズでもない、人間なんだぞ」

「だから、だよ。ただの人間で、岩も鉄も斬れない君がこのサーラと渡り合ってる。君はなんだ？　化け物じゃないなら、奇跡の子か？」

「おい、貴様ら。なにを我を放置してくだらぬ口くち喧げん嘩かなぞしてる」

　剣帝が、苛ついた調子で口を挟んでくる。

「ああ、悪かったなあ、剣帝アミラル。君のことも見直したよ。腕を斬り落としたときとは別人だね。失って、強くなることもあるのかあ」

「ふん。別になにも変わっておらん。腕の一本程度、なくしたところでそれがどうした。むしろ軽くなってすっきりしたわ」

「ムチャクチャ言うな、この姉ちゃんは……」

　大口を叩たたくのはクロウも同じだが、この剣けん帝ていにはかないそうになかった。

「さすがにクロウに同意だなあ。さて、それにしても参った」

　サーラは、ふうっと息を吐いて呆あきれた目で周りを見た。つい、つられたようにクロウも同じようにしてしまう。

「……なんだ、ありゃ？　あの連中、なんで戦争してんだ？」

「さすがマナカだ。七しち剣けん二人と、自由剣けん士し団を相手に一歩も退いてない。サーラが言ったとおりだろう、クロウ？　マナカはブレイズ最強の剣士なんだよ」

「とんでもねぇな……」

　クロウも以前立ち会ったことのある絶ぜつ剣けんシュナーク。それに、剣けん王おうジーネルまでいる。彼女を見るのは久しぶりだが、相変わらずとてつもないパワーだ。彼女が彗星瀑布グレイトフオールを振るう風圧だけで人間など軽く吹き飛ぶほどだ。

　そして、その二人を相手取っているマナカ。文字どおりの目にも留まらぬ速さで、剣王と絶剣、それに時折飛びかかってくる自由剣士団団員と斬り結んでいる。

「死し剣けん使つかい！　剣けん聖せいの弟で子し！　マナカたちなどどうでもよい！　斬り合いの最中にご休憩など無ぶ粋すいであろう！」

「……そうは言うけどね、剣帝。この状況は、サーラには面白くないなあ。やっぱり、サーラは３Ｐは好きになれない」

「は？　なにを言っておるのだ、貴様は？」

「それに、シルフィは何食わぬ顔でいるけど、隙すきあらばこちらも狙おうとしてるね。いいところで邪魔されたら困るな」

　クロウもそれには同意だった。シルフィは抜け目のない性格だ。マナカ一人だけを狙っているように見せて、敵を排除するチャンスがあれば積極的に狙ってくる。

　古コ流リユウはタイミングが重要な剣術だ。下手に自由剣士団の団員に割り込んでこられたら、クロウにとって致命的な隙が生まれかねない。

「仕方ないなあ。桜さくら井い日ひ奈な子こは、まったくいらんことしてくれたよ」

　サーラは、右手をぐっと握にぎりしめる。

「なんというか、圧力を感じるけど……これが術じゆつ法ほう封ふうじか。マナカによると、時間経過で解除されるらしいね。数時間かかったらしいけど」

　そういえば、とクロウは今さらの事実に気づく。マナカと戦った際にも、日奈子が謎の光を発して術法を封じ込めた。しかし、今のマナカは普通に術法を使用している。

　術法封じが時間経過で解けるのは、間違いないようだ。

「けど、五分やそこらじゃ解けないよなあ。やれやれ、やってみようか」

　サーラはそう言うと、ボロボロになっているブルーのジャージをいきなり脱ぎ捨てた。その下には胸の谷間を見せつけるような白いビスチェを着ていた。裾すそのあたりにジャラジャラと鎖がついていて、どこかパンクっぽい格好にも見える。

「このジャージ、気に入ってたのになあ。同じようなのがまた手に入るといいんだけど」

「なんだ、いきなり。確かにリンネと胸のサイズはほぼ同じくらいみたいだけどよ」

「君こそなんだいきなり。サーラのほうが二センチばかり大きいはずだよ。確かめてみる？」

　サーラはいたずらっぽく笑い、ビスチェの胸元をちらりと開いてみせた。形のよさそうな胸がきわどいところまであらわになる。

「遠えん慮りよしとく。俺おれには二センチ小さくてもリンネの胸のほうがいいからな」

「それはもったいないことをしたなあ。サーラの胸を触れる一人目の男になれたのに」

　サーラは、神シン鳴メイ刃ハの刃を胸の前で交差させる。彼女の両りよう腕うでには肘ひじまで覆おおう手甲がはめられていて、そこから刃が飛び出していたようだ。

「ふうー…………おおおおおおおおおおおおおっ！」

　突如、サーラの口から絶叫が迸ほとばしった。ほぼ晴れていた土つち埃ぼこりが再び舞い上がり始める。

　サーラの身体からだから円状に『光コウ』による衝撃波が生じているのだ。まるで『光』の塊のようなサーラだからこその芸当だ。

「ていうか、なにしてるんだ、てめぇ！」

「ははっ、はははっ、はははははははははははははははっ！」

　クロウの怒声に、サーラは狂ったような高笑いで応こたえた。

　さらに衝撃波が広がり、クロウの身体の内部が震えだす。光こう身しんを発動させている状態でなければ、その衝撃波だけで倒れてしまいそうだった。

「あははははっ、あははははははははぁっ！」

「…………っ！」

　凄すさまじい土埃が舞い上がり、クロウはとっさに腕で顔をかばった。

　そして──

「おいおい……こっちも笑えてきたじゃねえか」

　クロウは本当に笑ってしまう。

　サーラの周囲に、ピンポン玉程度の大きさの白い光の球体がいくつも浮かんでいる。

　あれは、サーラが操る爆発の術じゆつ法ほうの産物だ。光の球一つで、人間など簡単に木こっ端ぱ微み塵じんにできる。

「術法封ふうじを破った……？　こらこら、それじゃ日ひ奈な子この存在意義が揺らいじゃうじゃねえか。可哀かわい想そうだろ」

「たぶん、術法封じなんてあの子の能力の一端だよ。桜さくら井い日奈子の存在意義は揺らぐどころか、あまりに強固すぎてめまいがするほどだね。そもそも、ブレイズでも術法封じを破れるのはサーラたち死し剣けん使つかいと……まあ、それくらいかな」

「そいつはよかった」

　クロウは油断なくサーラを観察する。あの光の球がまとめて飛んで来たら、今のクロウでもかわしきれるかどうか。

「心配は……いらないよ、クロウ！」

「────！」

　サーラが、両手を大きく振るった。それと同時に、光の球が周囲に拡ひろがるように飛んでいく。だが──いくつかはクロウのすぐ横を通り抜けていってしまう。

「なっ……!?」

　光の球は戦場と化した道路に散らばって──凄すさまじい爆発音が響き渡った。閃せん光こうが周囲を覆おおい、視界にまるで真昼のような輝きが満ちる。

　さらに、空でも爆発の花が咲く。上空を飛んでいた数機のヘリがすべて吹き飛び、回転しながら落ちてきている。

「……やりすぎだろ、サーラ」

「それはシルフィに言ってやって。あいつがこんな大げさなことをしなければ、サーラもここまでしなかったよ」

　にやり、とサーラは笑う。

　ヘリだけでなく自由剣けん士し団が乗ってきた車両、それにマナカたちが戦っていたあたりも吹き飛んだらしく、煙でなにも見えなくなっている。間違いなく、マナカと二人の七しち剣けんは無事だろうが。

「それじゃ、今日のところはこれでさよならだよ、クロウ。邪魔者がちょっと多すぎる。全部薙なぎ払はらうのに十分はかかりそうだからね」

「十分くらいなら待てるけどな」

　クロウは軽く言いつつ、どうするべきか決めかねていた。

　サーラがこの場を去ってくれるなら願ったり叶かなったりだ。この混乱も少しはマシになるし、クロウも生き延びられる。

　しかし、身体からだは──まだサーラとの戦いを欲している。目の前の怪物を斬りたくて斬りたくてたまらない。いったい、自分はどうしてしまったのか。

「まあ、いいか……。どうせ、考えるより先に動いちまうんだからな……」

　クロウは、ぎゅっと日本刀を握にぎり直した。考えるまでもなく、どうすればいいかは身体が知っている。

「ふざけるな、死し剣けん使つかい！　ここまで来て、逃がすと思うか！」

　クロウよりはるかに考えていない剣けん帝ていが、いきなり飛び出した。三本の剣を構えながら、サーラに突撃する。

「元々、剣帝はサーラのターゲットじゃないんだよ！」

　サーラが左手を前にかざし、再び白い光の球体が──

　唐突に、消滅してしまう。

「ぬっ…………!?」

　剣帝が驚きの声を上げる。彼女とサーラとの間に強烈な閃光が走ったのだ。その閃光は道路を大きくえぐり、地面を薙ぎ払っていった。幅二メートル、長さ十五メートルに亘わたって、道路に幅広い溝ができてしまっている。まるでビーム砲でも撃たれたかのようだ。

「なんだ、こりゃあ……！」

　クロウは我を忘れてうめいてしまう。

　剣けん帝ていの大地を斬り裂さく剣とも、サーラの爆発ともまるで違う。

　いったいなにをしたら──これほどの破壊ができるのか。

「ははっ、余計なことをしてくれるなあ。でもまあ、いいか。それじゃーね、クロウ」

　閃せん光こうに薙なぎ払はらわれて、さらに煙と土つち埃ぼこりが増している。視界はほとんどゼロに近かった。

　それでも──クロウには、赤く輝くサーラの瞳ひとみが一瞬見えた。

　サーラの目はまっすぐ射貫くようにクロウの目を見ていて──彼もまた、その目を見つめ返した。

「ちっ、救いようがねえなあ、てめえも俺おれも」

　クロウは思わず嬉うれしそうにつぶやいてしまう。

　一瞬の視線の交錯──それが意味するものを、クロウはよくわかっていた。

　あくまでただの仕切り直し。もう一度、今度は誰だれにも邪魔されずに斬り合おう──

「ふざけるなあっ、死し剣けん使つかい！　どこへ消えたあぁぁぁぁっ！」

　剣帝アミラルがわめいている。彼女のほうは、サーラの姿を見失ってしまったようだ。

　サーラは荒っぽく見えて、熟練した剣けん士しだ。気配を消して逃げられたら、追いかけるのは至難の業だろう。

　さっきまで肌はだがびりびり痺しびれるほど感じられていたサーラの気配は消えている。もうかなり遠くまで離れたのかもしれない。

　しかし、油断は禁物だ。なにより──さっきの閃光がどこから飛んできたのかわからない。あんなものが直撃したら古コ流リユウでは対処できない。迂う闊かつには動けない状況だった。

　剣帝もわめき散らしつつも、むやみに動き回ろうとしていない。怒り狂っているように見えて、クロウと同じように警戒しているのだろう。

「まだ……なにがいやがるんだ……？」

　そのとき、クロウは背中に冷たい汗が流れるのを感じた。

　さっきの閃光の威力を見る限り、サーラと同じ──あるいはそれ以上のなにかがいた。

　あれほどの破壊ができる者となると……。

　まさか、リンネも会ったことがないという三人目の死剣使いなのか。





「ずいぶんと派手にやったな」

「……ちょっと撫でた程度です」

　戦場と化した路上から数百メートル離れた、ビルの屋上。

　リーゼベルは、隣に立つ黒コートの女に憮然として答えた。

「余計なことをしてしまいました」

　そうつぶやくリーゼベルは、どこから見ても十歳程度の少女である。透き通るような不思議な色の髪を二つに結び、小さな顔は愛らしく、赤い瞳ひとみはぱっちりと大きい。ピンクのキャミソールに、太もももあらわなホットパンツ。その上に、ぶかぶかの白はく衣いをまとっている。特定の趣味の方々をあからさまに煽あおるような外見だった。

「しかし、とてつもない威力だな、そなたの技は。直撃していたら剣けん帝ていどころか、サーラでもひとたまりもなかっただろう」

「どちらも直撃をくらうほど間抜けではないです。それにあんな技、くだらないです。剣術ではありません」

「……そなたと私は目指すものがまるで違う。しかし、そういうところでは話が合うようだな」

「別に、あなたと話が合っても嬉うれしくありません」

　リーゼベルは、黒コートに一切目を向けずに答える。

　それから、ふいっと身を翻ひるがえした。屋上の鉄てつ柵さくにもたれるようにして眠っていた一人の少女を軽々と抱え上げる。少女はネッサという名で、彼女もブレイズの一人だ。

「ゆくのか、リーゼベル」

「もう戦闘は終わりました」

「そなたの言うとおり、まるで戦争だったな。もっとも、勝者はいないようだが」

「いいえ、戦争は──これからです。今回のはただの小競り合いでしかありません。では、私は失礼します。あなたも、しばらくはおとなしくしていてください」

「むろんそのつもりだ。保証はないがな」

「余計なことをしたら……あなたといえど、命はありませんよ」

　リーゼベルは冷たく言うと、最後まで黒コートに視線を向けず、ビルの鉄柵をひょいっと乗り越え、そのまま地面へと飛び降りた。六階建てのビル程度の高さは、リーゼベルにとってはたいした高さでもない。

　重力に身を任せて落下しながら──リーゼベルは、すうっと瞳を閉じ、すべての思考を停止させた。





　煙と土つち埃ぼこりが晴れるまで、十分以上を要した。

　視界が回復してみると──片道二車線の広い道路はあちこちコンクリートが砕け、目も当てられない悲惨な有様と化していた。

「……ん？　剣帝も消えてんな……」

　クロウはふと気づいて、つぶやいた。

　さきほどの強烈な閃せん光こうの第二射を警戒していたのだが、その間に剣帝アミラルはどこかに去っていたようだ。サーラを追いかけたのかもしれない。片かた腕うでを失っているのだから、病院に行くのが普通だが、剣帝は普通からはほど遠い性格だ。

「痛つっ…………」

　クロウは、額ひたいを軽く手で押さえた。ずきり、と鈍い痛みが走っている。

　彼の額には一文字の傷痕が残っている。自分でも覚えていない、師匠である剣けん聖せいヒョウカとの立ち会いで負った傷だ。とっくに治ってはいるのだが、時々思い出したようにうずく。特に、我を忘れて暴走してしまったときは。

　さっきまでほどではないが、まだかすかなうずきが残っている。

「と、そんなこと気にしてる場合じゃねえか……」

　クロウは、右手に持った日本刀の先を、なかば地面に引きずるようにして歩き出した。身体からだがふわふわして、力が入らない。それでも、前に進むくらいはできる。

「お…………」

　ほんの数メートル先に、セフィと日ひ奈な子この姿があった。二人とも、土つち埃ぼこりのせいで汚れているが、無傷のようだ。

　今の今まで、彼女たちのこともまるで頭になかった。守ってやろうと心に決めていたのに。

「ああ、くそっ……なにしてんだ、俺おれは」

「あ、あの……ロウ？」

　セフィが一歩近づいてきて、不安げに声をかけてくる。彼女は、以前クロウが暴走したときのことも知っている。

「セフィ……それに日奈子も無事でよかった。ケガはないんだな？」

「え、ええ。あたしたちはなんともないわ。それより、ロウ。あんたは……」

「肋ろつ骨こつが二、三本折れて、左足がかなりえぐれてるけど痛すぎて感覚がなくなってきたな」

「大ケガじゃないの！　なにをのんきに立ち尽くしてるんだ、あんたは！」

　セフィはただでさえ大きな目をさらに見開いて、怒鳴りつけてくる。

「まだ座り込めねえからな。ところで、そっちの二人はなにを殺気立ってんだ？」

　クロウは、愛剣を抜いたままのラーシュとイシュトに目を向ける。二人とも互いに背中を向けているが、ビリビリと殺気を放っている。

「ああ、あの二人は気にしないで。睨にらみ合ってるうちに状況変わっちゃったから……」

「んん……？」

　クロウは首を傾かしげた。二人とも殺気を放ちつつも斬り合うわけではないようだ。なにがあってラーシュとイシュトが衝突しかけたのか。なんとなく予想はつくが、深く追及しないほうがよさそうだ。

「まあいいや。みんな無事……じゃなかったな。リンネは……」

　リンネは、道ばたに寝かされている。イシュトのものらしき、夏服のベストを枕まくら代わりにしている。腹部の出血は止まっているようだが、意識はまだ戻っていないらしい。

「生きてるな。それなら……」

　死し剣けん使つかいの回復能力があれば、傷はすぐに癒いえるはずだ。おそらく、体力が戻れば回復能力も元どおりになるのではないか。

「クロウ、近づくな」

　不意に、穏やかで、それでいてよく透る声が響いた。

　軍服風の服を着たシルフィが一歩一歩近づいてくる。その左右には銀髪の双子剣けん姫きが、付き従っている。

「ローミス、レーミス。いや……剣けん王おうと絶ぜつ剣けんに頼もうか」

　シルフィは、リンネから数メートル離れたところで立ち止まり、後ろを振り向いた。シルフィの背後から、ゆっくりと剣王ジーネルと絶剣シュナークが現れる。

　二人の七しち剣けんはあちこちに傷を負っているが、元気そうだ。そういえば、マナカはどこへ行ったのか。

「そこの死し剣けん使つかいを斬れ。二人で一斉にトドメを刺せ」

「……シルフィ様！」

　クロウは弾かれたように前に飛び出そうとして、がくりと膝ひざが落ちる。体力はとっくに限界を超えていたのだ。

「おとなしくしていなさい、クロウ。君がこの子に思い入れがあるのはわかってる。それでも、この子は死剣使いだよ。生かしておくわけには──いかない」

「待って、ください……シルフィ様」

「私を立ち止まらせるだけの理屈を、君に用意できるのかな？」

「リンネは俺おれに惚ほれてます」

「は……？」

「ちょっと、ロウ！　あんたなに言ってんの!?」

　クロウの背後でセフィがわめいている。しかし、今はスルーさせてもらうことにする。

「だから、ある程度制御が利きます。他の死剣使いは、さっきのを見てもわかったでしょう。とても手に負える奴やつじゃありません。でも、リンネは違います。あいつのケガは俺をかばって負ったものです。セフィたちにも敵対する意思は見せませんでした」

「君、そのケガでよくそんなにしゃべれるもんだね」

　シルフィはやや苦笑しつつ言った。

「ふむ……でも待てよ。この死剣使いを仕し留とめたら、また次が生まれるだけか……。制御を受け付けるのなら、そいつを確保しておいたほうが安全性が……死剣使いには謎も多い……ふむふむ、よし」

　シルフィは、背後の七剣たちに再び目を向ける。

「剣王、絶剣、命令変更だ。この死剣使いを確保してくれ。殺さないようにね」

「そいつはよー、殺すより難しいんだがな」

「まったくですわ。シルフィさん、軽く言ってくれますわね」

　そう言いつつも、剣王と絶剣はそれぞれの愛剣を手に、リンネに近づいた。

「…………」

　クロウは、これでいいのかと自問する。

　しかし、今のボロボロの状態でクロウにできることは多くない。ここでシルフィに逆らえば、最悪の場合はソーディ政府を敵に回しかねない。

　リンネの命が助かるなら、それでよしとするしか──

「ま、とりあえず私の鋼こう糸し剣けんで拘束しましょうか」

「シュナの剣、そんなこともできんのかよー。便利なもんだなあ」

「よかったらお教えしましょうか？　教授料はそこそこお高いですが」

　シュナークとジーネルがどうでもいい話をしつつ、リンネを今にも拘束しようとしている。

「うああああああああああああああああああああっ！」

　突然、絶叫が迸ほとばしった。

　叫んだのはクロウではない。意識を失い、倒れていたはずのリンネだ。

　リンネは寝転んだ体勢のまま、いきなり跳ねるようにして二メートル以上も舞った。空中でくるりと一回転し、地面に着地する。その着地点には──彼女の愛剣、“〝銀ギン翼ヨク”〟が転がっていた。

「おいおい、そのケガで無む茶ちやすんなよー、お嬢ちゃんよー」

「あらら、意識もないのによくやりますこと」

　クロウははっとする。シュナークの言うとおり、リンネはまだ意識は戻っていないようだ。彼女の赤い瞳ひとみはうつろで、どこも見ていない。

「リンネ！」

「…………っ！」

　クロウの声に、リンネはわずかに反応を示した。

　しかし──

「うああああああああああっ！」

　リンネは銀翼を固く握にぎりしめ、まっすぐに剣けん王おうと絶ぜつ剣けんに向かって駆かけ出す。

「おいおいー」

「本当に面倒ですわ！」

　ジーネルが彗星瀑布グレイトフオールを、シュナークが鋼糸剣をリンネに対して振るった。だが、リンネは意識がなくとも、二人の七しち剣けんの危険性に気づいたのか、突撃しつつ、いきなり地面を蹴けって、高く高く跳んだ。

　ジャンプというより、それはもはや飛ひ翔しようだった。十メートル近い、とてつもない高さまで上がり、また着地する。

「ちっ……！」

　着地点を狙ったシュナークの鋼糸剣を、リンネはすり抜けるようにしてかわす。さらに、再びジャンプし、リンネは跳ちよう躍やくを繰り返して去って行く。

「あらら……また逃がしてしまいました。自信がなくなってきますわね」

　シュナークの鋼糸剣は遠距離攻撃が可能といっても、当然、手元から離れるほど精度は落ちるのだろう。彼女は早々にあきらめたようだった。

「いやあ……あの死し剣けん使つかいの嬢ちゃん、たいしたもんさー。無意識であの体術とはよー。シルフィさんよ、ありゃあ事のついでみたいに捕まえられるタマじゃないなあー」

「……剣けん王おう、あなたがそう言うならそうなのだろうね」

　シルフィは、ちらりとクロウを見た。

　クロウもわかっている。さっさとリンネを仕し留とめていれば、逃がすことはなかったかもしれない。剣王ジーネルは、余計なことを言ったクロウをかばってくれたのだ。

「やれやれ、任務不達成かよー。マナも逃がしたしなー」

「マナカも……？」

「ああ、さっきの爆発にまぎれて逃げられちまったよー」

　クロウのつぶやきに、ジーネルが答える。

「さすがは七しち剣けん最速でしたわね。逃げ足もたいしたものでしたわ」

「…………」

　クロウは、なぜかほっとしている自分に気づいた。

　サーラはともかく、リンネとマナカ、自分と関わりのある二人のブレイズはとにかく生き延びた。そのことを喜んでしまっている。

「これだけ派手にやっておいて収穫なしとはね。最悪、私のクビが飛びかねないな」

　シルフィは、周りを見渡しながら苦笑いしている。少しも焦った様子を見せないのは、生まれながらにして人の上に立つ者の度量だろうか。

「姉上！　収穫はありました！　ロウが……ロウが戻って来たんですから！」

「……そうだったね。クロウは私にとっても部下だ。生還を喜ぶとしよう」

　セフィの言葉に、シルフィはまた苦笑を浮かべる。

　シルフィにとって、クロウは単なる部下の一人だ。収穫と呼ぶにはささやかすぎると、クロウはわかっている。

「はは……俺おれは……プラマイゼロってとこかな……」

　セフィたちと再会できたのはよかったし、彼女たちが無事だったのは素直に嬉うれしい。

　それでも──リンネはどこかへ消え、サーラも逃がしてしまった。

　剣けん聖せいと立ち会ったときの自分を取り戻しつつあったが、その力もまた急速に失いつつある。

「ふう……ま、多くは望まねえか……」

　からん、と鈍い音がして、クロウは自分が日本刀を取り落としたことに気づいた。

　そして、気づいたそのときには──ゆっくりと倒れつつあった。

　セフィと日ひ奈な子こが自分を呼ぶ声を聞きながら、クロウは倒れる前に誰だれかが抱き留めてくれることを祈り、意識が遠ざかっていくのに任せた。










２章　鮮血に染まる街





　目覚めてすぐに視界に飛び込んできた白い天てん井じようにも、驚くことはなかった。

　また、見知らぬ場所にいる──そんな状況にもクロウはまったく動じていない。

「……こんなことばっかじゃ死ぬな」

　クロウはつぶやきながら、身を起こした。ずきり、と胸に鈍い痛みが走る。肋ろつ骨こつが折れているせいだ。

　思ったとおり、クロウは白いベッドの上にいた。周りの景色も真っ白──狭いが、シンプルで清潔な病室だ。

「おや、もう起きたのか。さすが、人間とは思えない回復力だね、クロウ」

「……シルフィ様？」

　ベッドの横の椅子に、シルフィが柔らかな笑みをたたえて座っていた。

　クロウは、慌ててベッドから降りようとする。それを、シルフィが手で制した。

「礼儀は気にしなくていい。君はケガ人だ」

「はぁ……すみません」

　四よん将しようの後継者であり元げん老ろう院いん議ぎ員いんであるシルフィは、クロウにとっては雲の上の人物だ。ふてぶてしい彼も、シルフィには最大限の敬意を払うことにしている。

「まずは状況を説明しようか。あれから三時間ほど経たっている。まだ夜中だね」

「三時間……そんなものですか」

「ここは、湾岸エリアの病院だ。君の手当ては終わっている。肋骨は三本骨折。左足はざっくりと肉がえぐれているが、骨や腱けんには異常ないらしい。ラッキーだね。とはいえ、そうでなければ死し剣けん使つかいと剣けん帝てい相手に立ち回りなどできなかったかな」

「それは……そうでしょうね」

　左足の苦痛は凄すさまじかったが、さすがに骨折や腱の断裂が起きていたら、動き回ることはできなかっただろう。

「というわけで、命に別状はない。事情の説明を続けてもいいかな？」

「あ、はい。もちろんです」

「剣けん王おうと絶ぜつ剣けんは引き上げることになった。自由剣けん士し団もね。絶剣は私のポケットマネーで雇っていたのに納得いかない話だよ」

「つまり……誰だれかに命じられてそうなったってことですか？」

「私は政治家としては下っ端なんだよ。今回は、うちの母上……四将からの命令だ。逆らう余地はまったくないね。まあ、四将としては首都で派手に内戦まがいのことをやられては困るというのと、七しち剣けんの損失を恐れているのだろう」

「マナカが離り反はんして、うちの師匠も行方不明ですからね。これ以上七剣が減っては困るでしょう」

「そう。マナカは弟で子しがいなかったし、君かラーシュが継承するにはあちこちから文句が出そうなのでね。もっとも、君たちはあまり継つぐ気はなさそうだが」

「…………」

「そこを追及しておくのはやめておくか。ヒョウカが行方不明のまま継ぐのはどのみち難しいしね。つまり、話のポイントとしてはね」

「シルフィ様が自由に使える手駒はセイバーズ──俺おれと会長とラーシュだけなんですね」

「賢い子は好きだよ、クロウ」

　シルフィは、薄く笑って拍手する。

　別に褒ほめられるほどのことではない。シルフィに仕えている双子剣けん姫きは凄すご腕うでだが、あくまで彼女たちは護衛だ。ブレイズの討伐に出すわけにはいかない。

「当然、賢い君は私がなにを命じるか、わかっているね？」

「賢かったら拒否するような命令ですね」

　クロウは、にやりと笑う。

　むろん、シルフィが命じるのはサーラの暗殺だ。

「話が早くて助かる。ただ……クロウがバカだとは思っていないが、あの怪物を相手にするという無理を、命令というだけで通すようなら、私こそバカだ」

「あなたは、バカという言葉からこの世でもっとも縁遠い方でしょう」

「そうありたいものだね。だから、君には拒否権を与えよう」

「拒否権より、任務を達成した場合のご褒ほう美びの約束がほしいところですよ」

「はは、やはり君はバカじゃないね。当然、その話もするつもりだった。もう一人の死し剣けん使つかい……リンネという少女の助命。あらためて約束しよう。誓約書を書いてもいい」

「あいつ、無意識でも七しち剣けん相手に逃亡するようなヤバい奴やつですよ」

「念を押さなくてもいい。危険ではあるが、今はリンネ以上の脅きよう威いがいる。それに、君へのご褒美としては悪くないだろう？」

「……最初からお断りするつもりはありませんでしたよ」

　クロウもサーラの危険性は、湾岸での戦いで充分すぎるほどわかった。

　サーラには、敵も味方も関係ない。すべてを薙なぎ払はらってしまう。

　あれほどの怪物を放置しておくことは危険すぎる。

　セフィは元々ブレイズの標的で、日ひ奈な子こはサーラの術じゆつ法ほうだけでなく回復能力まで封ふうじてしまった。二人とも、サーラに狙われる理由が充分にあるのだ。

　そして、サーラはクロウとの再戦を望んでいる。逃げたところで、いつかは戦わなくてはならない相手だ。

　それになにより、リンネがソーディ政府の標的から外れるのなら──

「シルフィ様、行きますよ」

「バイクを一台用意した。運転はできるね？」

「免許はありませんがね」

　シルフィが投げてよこしてきたキーを、クロウは受け取った。

「警察に止められたら、セイバーズの身分証で押し切れ。私の名前を出してもかまわない。今は非常時だ。法律を守らせるのが私の仕事だが、たまには本音と建て前を入れ替えるのも悪くない」

「あなたは変わったものを好むクセがあるって聞きましたけど、ご自分も変わっていると思いますよ」

「私は自分がまともだと主張したことはないよ。周りはそう思ってくれているけどね」

　シルフィは微笑ほほえみながら言った。やはり、この人はどこか違う──と思わせる笑顔だった。

「それから、そちら側の棚にセイバーズの制服を入れておいた。イシュトが持ってきてくれたものだ」

「そりゃありがたいですね。ところで、会長と……セフィたちは？」

「みんな、剣の学院に戻した。絶ぜつ剣けんはいないが、あそこには万全の警備を敷いてある。こっそり、個人的なツテで剣けん姫きも五名ほど送っておいた」

「ありがとうございます」

　礼を言うのは当然のことだった。

　剣の学院は、クロウにとっても帰るべき場所だ。迎えてくれる人も待っている。そこを守ってもらえるのは、ありがたいことだ。

「クロウ。こんな無む茶ちやを命じておいて、勝手なことを言うようだが──死ぬな」

「…………」

「君は私の親友の弟で子しで、愛する妹の友達だ。それだけで、君が生きることを望む理由には充分だ」

「戦う気はあっても、死ぬつもりはありませんよ」

　守りは固めてもらった。ならば、自分は攻める。

　サーラを討って、ケリをつける。

　クロウはベッドから降り、まだ痛む足を引きずって、セイバーズの制服を取り出した。

　覚悟はとっくに決まっている──あとは、戦うだけだ。





　四よん将しよう家のご令れい嬢じようだけあって、シルフィは高性能なバイクを用意してくれたようだった。

　乗り心地もよく、運転に慣れていないクロウでも特に危ういこともなく、目的地に到着できた。

「ふう……まさか、またここに戻ってくることになるとはな」

　クロウは、かぶっていたメットを脱いで、ため息をついた。

　ある意味では、見慣れた街だ。

　七十年前の大戦で活躍し、終戦とともに粛しゆく清せいを受け、隔かく離りされたブレイズたちが追い込まれた場所──その一つである居きよ留りゆう地ちだ。

　ブレイズが簡単に出入りできないように主要な道路には検問所があったが、それもセイバーズの身分証でパスできた。

　バイクを道ばたに駐とめて、目的の建物の前に立つ。今日の朝までクロウが監禁されていた、三階建ての古びたビルである。

「サーラに見つかるかもしれねえし、ここに戻るほど間抜けだとは思わねえけど……」

　クロウには、サーラとの再戦と同じくらい大事なことが二つある。

　一つはリンネの確保。無意識のまま去って行ったリンネが、ここ数日住んでいたビルに戻っている可能性はゼロではない。

　それと、もう一つ。クロウには安否を確認しなければならない相手がいた。太たい陽よう教きようの戦闘部隊リーダー、ジョーとの戦闘で負ったケガを治療してくれた小さな医者、リーゼベル。

　彼女も居留地の廃工場でのサーラとの戦いに巻き込まれ、今は行方が知れない。サーラ本人が、無事だろうと言っていたが……。

「あっ、お兄さん！」

「…………」

　突然、ビルの入り口に小さな人影が現れた。

　ピンクのキャミソールに、ひらひらの白いミニスカート。その上に、ぶかぶかの白はく衣いをまとっている。

「間抜けがいたか……」

「え？　なんです、間抜けって？」

　リーゼは、きらきらした赤い瞳ひとみをクロウに向け、にこにこと笑っている。

「いいや、なんでもねえ。それより……リーゼ、無事だったんだな、よかった。サーラがあの工場を吹っ飛ばしたって聞いて、どうなったかと」

「ああ、ぶっちゃけ私もよくわかんないですけど、いつの間にかこのビルに戻ってました。あはは」

「あははって……それ、けっこうえらいこっちゃだぞ」

　リーゼが無事だったのは喜ばしいが、助かった経緯が不明というのも不気味だ。誰だれかに救出されたとしても、それが何者なのかわからないとは。

「と言われましても。ホントに、いつの間にかこのビルに戻っていたので……」

「……わかんねえならしょうがないけどよ。まあいいや。とりあえず、礼を言っとくよ、リーゼ。ありがとうな」

「えっ、お礼って？」

「工場の戦いのとき、おまえが鎮ちん静せい剤ざい打って、俺おれを止めてくれただろ。ああしてくれなかったら、サーラに挑んで死んでただろうからな」

　廃工場での戦闘では、クロウは暴走状態ではなかった。あの状態でサーラと戦っても、クロウは無駄死にしていただろう。

「そ、そんなことでわざわざお礼なんて……お兄さんは私の患者さんですから、助けるのは当たり前のことです。せっかく治ったのに、またケガをされては困──あああああっ、お兄さん、またケガしてます！　やっほー！」

「やっほー？」

「あ、違いました。こほん」

　リーゼは、わざとらしく咳せき払ばらいする。

「結局、またケガしちゃったんですね。いけないですよ、お兄さん。もっと自分を大事にしないと」

「なんかおまえ、言ってることがメチャクチャだぞ……。俺おれにケガしてほしいのか、ほしくないのか、どっちなんだ？」

　そういえば、とクロウは思い出す。

　リーゼもブレイズの一人である。反乱には参加していないようだが、医い療りよう技術を持ち、“〝癒いやし”〟の術じゆつ法ほうを使う。

　ただし、ブレイズは恐ろしく頑がん丈じようであるため、病気やケガはほとんどしないし、してもすぐに回復してしまう。医者にとっては張り合いのない種族なのだ。

「ご、ごめんなさい。正直、嬉うれしくないって言ったら嘘うそになります」

「……だろうな」

　そういうわけで、普通にケガをして普通に回復に時間がかかるクロウのような患者が、リーゼにはとても貴重らしい。今まで、人間の患者を診ることもなかったのだろう。

「でも、病院で手当てしてもらったからな。ちょい痛むけど、もう大丈夫だ」

「え……………………………………………………」

　リーゼが、世界でも終わったような絶望的な目をする。

　既すでに治療してしまった、というのはリーゼにとっては相当にショッキングなことだったらしい。

「そうですかー、終わっちゃいましたかー。お兄さん、私より病院のお医者さんのほうが好きなんですね……」

「いや、別に好き嫌いの問題じゃ……」

　リーゼは、自称二十歳はたち過ぎで、なぜか自分でも正確な年齢は知らないという。実際のところはクロウにもわからないが、やはり子供なのではないかと疑うたがいたくなる。

「まあ、完治したわけじゃねーけど。肋ろつ骨こつ折れたり、肉がえぐれたりだからな」

「私にお任せください」

　ずいっ、とリーゼが身を乗り出してくる。

　おもむろにクロウの手首を掴つかみ、走り出した。

「お、おい。リーゼ？」

「ここだと、もしかするとサーラに踏み込まれるかもしれません。他に、もう一つ診療所があるんです。そこに行きましょう」

「あ、ああ……」

「治せるところがあるって素晴らしいです……」

　リーゼはうっとりした顔で、クロウの腕うでを引いて走っていく。

　いかにも無害そうな少女だが、それでもブレイズだ。クロウと比べて、パワーは段違いに強い。どうやら、逆らうことはできないようだった。





　もう一つの診療所、とやらはクロウがかつて治療を受けたビルから徒歩十分程度の場所にあった。

　シャッターの下りた商店の地下に狭い部屋があり、そこに患者用のベッドが二つと、治療器具や薬がそろっていた。

「ぐぬぬ……」

「な、なんだよ、リーゼ」

　リーゼは、クロウの腹部と左足の包帯を巻いた部分を撫でながら、唸うなっている。

　医者に顔をしかめられるのは、あまりいい気分ではない。

「いえ、問題があるわけではなく……むしろ逆です。完璧な処置がされてます」

「そりゃよかった。まあ、でかい病院で手当てしてもらったんだしな」

「ぐぬぬ……ちょっと、医師免許があるからって……」

　リーゼは悔しそうだ。彼女は正式な医師から技術を学んだそうだが、免許は持っていないらしい。つまり、モグリの医者だ。

「……実は、鎮痛剤は打ってねえんだ。肋ろつ骨こつも足も死ぬほど痛いてぇけど、意識がぼやけると、剣が上う手まく使えねえからな。だから、少しでも楽になるとありがたい」

「お任せください！」

　リンネが、ぱっと顔を輝かせる。

　彼女の癒いやしの術じゆつ法ほうは、小さな傷程度なら一瞬で治すほど強力だ。骨折を治すには数日かかるだろうが、わずかでも回復できればありがたい。

「じゃあ、お兄さん、そこのベッドに寝てください。服は脱いでくださいね」

「ああ」

　クロウは言われたとおり、セイバーズの制服を脱ぎ、ベッドに横になる。シーツは新しく、清潔そのものだ。

「では……ちょっと失礼しまして」

　リーゼは、ぶかぶかの白はく衣いを脱ぎ、続いてミニスカートを床に落とした。

「……？　なんでスカートまで脱ぐ必要があるんだ？」

　別にクロウにロリコン趣味はないのだが、思わずリーゼの水玉模様のパンツをじっと見てしまう。

「基本的に私の術法は手から伝わらせますが、肌はだをできるだけ密着させたほうが効果が高くなります。今回はお腹なかと足を同時に治さないといけないので、密着度をさらにぐぐっと上げておきたいんです」

「そういうもんなのか……」

　術じゆつ法ほう使い本人にそう言われては、反論の余地はない。実際、以前にケガを治してもらっているのだから、疑うたがう理由もない。

「はい、そういうものです。大病院の、ちょっと免許を持ってるだけのお医者さんには負けてられません。お兄さんのケガは私が治してみせます！」

　リーゼは、ぽんとベッドに飛び乗って、クロウに抱きついてくる。

「うおっ……」

　クロウは思わずうめいてしまう。

　ミルクのような甘い匂いに、密着した部分から伝わってくるほのかな体温。リーゼのピンクのキャミソールはめくれてしまって、互いの肌はだがこれでもかというほどくっついている。

「お兄さん、ちょっと体温高いですね。ケガのせいで熱が出たんでしょう」

「ああ……そ、そうか……」

　ロリコン趣味を持ち合わせないクロウでも、リーゼのような可愛かわいらしい少女にほとんど裸はだかで密着されると、変な気分になってしまう。

　しかも、術法をさっそく使っているらしく、治癒の力による不思議なぬくもりが内部から身体からだをあたためてくる。

「ここには誰だれも来ないはずですから、とりあえず朝までこうしていましょう」

「あ、朝まで？」

「ええ……なにかまずいですか？」

　クロウは、答えに窮きゆうしてしまう。

　サーラと戦いに行く、とは言えない。またケガをしに行く、と言っているのと同じだからだ。リーゼは喜ぶ可能性もあるが、さすがに申し訳ない。

　それに、リーゼと密着したまま朝までいては、おかしなことになってしまいかねない。自分の趣味が特殊な方向に変わってしまいそうだ。

　以前にもリーゼの治癒は受けたが、ここまでぴったりくっついたことはなかった。リーゼは少しでも早くクロウの傷を治そうとしているのだろう。

「まずいってことは……ないな。助かる」

「はい」

　にっこりとリーゼが笑う。

　サーラと戦うためには、ケガが少しでも治っているに越したことはない。多少時間をかけても、治療してもらったほうが──

「……なんか言い訳くせぇ」

「え？　なにがですか？」

　なんでもない、とクロウは首を振った。

　こうしてリーゼと抱き合っていたいだけじゃないか、という疑問を振り切る。クロウの好みは、同世代の出るところはきちんと出ている女の子だ。間違いない。

「治療してもらえてありがたいよ、リーゼ。おまえには世話になりっぱなしだな」

「とんでもないです。ケガ人を治すのが医者の仕事ですから。それに……私は、お兄さんのことが好きですからね」

「す、好き？」

「私も大人の女ですから。治療とはいえ、ベッドの中で好きでもない男の人に抱きつくのはちょっとためらいますけど……お兄さんなら全然嫌じゃありません」

「そうか……」

　クロウは戸と惑まどいつつ答える。本当になぜ、こんな十歳程度にしか見えない少女に動揺してしまっているのか。

「なんだか、こうしていると安心します……。お兄さんは優しい人だからでしょうか」

「……俺おれは、おまえたちの敵だぞ」

「でも、お兄さんはこの街を──この街の子供たちを守るために戦ってくれたんでしょう？　やっぱり優しいですよ」

「大人の女ならわかってるだろうけど、優しそうに見えても男は突然狼おおかみに変わるぞ」

「私はお兄さんの優しさを信じますよ」

　リーゼは嬉うれしそうに言って、クロウの胸に額ひたいをくっつける。

　そう言われては、狼には変われない。いや、変わるつもりもないが。

「あの、お兄さん……優しいお兄さんにちょっとだけ甘えちゃっていいですか？」

「リーゼには借りが山ほどある。なんでも言ってくれ。あ、ロリコン趣味があるから、リーゼに優しいわけじゃないからな」

「私は大人の女です。ロリコン趣味は関係ありません。ただ、ちょっと……子供っぽいお願いかもしれないです」

「ん……？」

「お兄さんのほうからも……その、ぎゅっとしてくれると嬉しいです。さっき、スイサーラと会ってから、自分がどうしたのかもわからなくて……なんだか不安で……」

「そうか……」

「私、わからないことがたくさんあるんです……先生に……私に医者の技術を教えてくれた人に拾われるまでの記憶がなくて。今でもたまに、記憶が変になっちゃうことがあって」

「俺もそうだよ。思い出せないことがある。大事なことなのに、忘れちまったことがな」

　クロウはつぶやいて、リーゼの背中に腕うでを回した。驚くほど華きや奢しやで細い身体からだの感触が伝わってくる。

　剣けん聖せいヒョウカ──この世の誰だれよりも尊敬し、恐れた人。その彼女を斬ったときの記憶が曖あい昧まいなのだ。それは不安で、震えるほど恐ろしいことでもあった。

「お兄さんもですか……私たち、どこか似ているのかもしれません」

「俺おれにロリコン趣味があったら、ヤバかったかな。似た者同士で惹ひかれ合う、みたいな」

「また人をロリ扱いして……ひどいです、お兄さんは」

　リーゼはくすくす笑い、今度はクロウの胸に頬ほおをくっつけてくる。

　この少女も、なにか重たいものを抱え込んでいるようだ。

　みんな、なにかを抱えている。なにかと戦っている。自分のために。誰だれかのために。

　とりあえず、今日はこの子を抱いていてやろう。クロウは、リーゼを強く抱き寄せ──

「ロウぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

「ぐぇっ!?」

　クロウは、思わず怪鳥のような声を上げてしまう。

　診療室のドアが勢いよく開き、そこから見慣れた金髪サイドテールの少女が飛び込んできたのだ。

「ほほう？　ほほう？　なるほど、なるほど。ロウ、あんたついに外道にまで堕おちたのね！　はいはい、どこまで堕ちるの？　さあ答えて、早く答えて！　ハリーハリー！」

「お、落ち着け、セフィ。おまえ、なんでここにいるんだ？」

　クロウは焦りつつ、ベッドから降りた。

「学院に戻るフリをして、あんたが担ぎ込まれた病院に張り込んでたのよ！　で、バイクで出て行ったから、尾つけてきたの！　会長の車に乗せてもらってね！」

「会長も共犯かよ」

「居きよ留りゆう地ちに入ったところで見失って、ちょっと手こずったけどね！」

「尾けたって……無む茶ちやするなあ。真っ正面からシルフィ様に逆らってるじゃねえか」

「ソーディにも反抗期があるのよ。それで、そこのロリロリな女の子は誰？　目の色を見るとブレイズ？　リンネの次はその子なの？」

「いや、落ち着けって。ソーディのお姫様がロリロリとか言うなよ」

「どうせ、どこかでロウから聞いた言葉よ」

　まったくもってセフィの言うとおりで、反論のしようもなかった。

「クロー……ロリコンは心の病なのです。というか、わたしには目もくれなかったくせに、そのロリロリな子に簡単に手を出されて、微妙にショックなのです。乙女としてとても傷つきました……」

　続いて、日ひ奈な子こも診療室に入ってきて、じとーっとよどんだ目をクロウに向けてくる。

「おまえも来たのかよ……つーか、日奈子はちょろちょろ外に出ちゃダメだろ……」

「今日は無む理り矢や理り外に出されたから、そのついでなのです。悪いことしてるセフィに乗っかってみました」

「怒られるならセフィも一緒、か……」

「そんなことはどうでもいいわ！　その子は誰!?　なんで裸はだかでベッドインしてるの!?　ていうか、大ケガしてるくせにここに来たのはその子に会うため!?　ロウ、あんたはどうしていつも真面目まじめな状況で──」

「うるっさいですーっ！」

「…………っ！」

　クロウ、セフィと日ひ奈な子こが室内を震わせるほどの大声に耳を塞ふさぐ。

　ブレイズのパワーによるものか、リーゼの叫びは鼓こ膜まくを破りそうなほど凄すさまじかった。

「どなたか知りませんが、ここは診療室です！　騒いじゃいけません！　常識で考えてください、常識で！」

「あ……ご、ごめんなさい。あたしが悪かったわ……」

「すみません……常識を知らなくてごめんなさいなのです……」

　セフィと日奈子は、圧倒されたように頭を下げている。

　お姫様のセフィと、マイペースな日奈子を素直に謝罪させるとは、なかなかできることではない。

「わかれば許してあげます。私はリーゼベル。リーゼとお呼びください。見てのとおりのブレイズですが、医者でもあります。今はお兄さんの治療中です。邪魔をするなら出て行ってもらいます」

「あ、ああ……治療中なの？　それならそう言ってくれれば……って、治療でどうしてベッドで抱き合う必要があるのよ!?」

「お姉さん！」

「は、はい!?」

「だから騒いじゃダメって言ってるじゃないですか！　黙だまらないと、そのぷるんぷるんのお胸の脂肪を摘出しますよ！」

「こ、これはダメ！　ロウも気に入ってくれて──じゃなくて、とにかく困るわ！」

「困るなら静かにしましょう」

「……というか、その子もけっこう大声で騒いでいるのです」

「これはお姉さんたちへのしつけです」

　日奈子のツッコミに、リーゼが澄すました顔で応こたえる。

「あ、私としたことが。こんな格好で失礼を。実はですね、私は──」

　リーゼは、癒いやしの術じゆつ法ほうについて説明する。裸はだかでくっついたほうが効果が高い、という話をしたときにはさすがにセフィは眉をぴくぴくさせていたが。

「……そ、そういうことなら納得するわ」

「では、時間が惜しいのでまた術法を使わせてもらいます」

　リーゼはクロウをベッドに戻し、無造作にぎゅっと抱きつく。再び、セフィの眉がぴくりと動いたが、クロウは卑ひ怯きようにも見なかったことにした。

　セフィは、こめかみを押さえつつ、クロウに視線を向ける。

「ところで、ロリ──じゃなかった、ロウ」

「今の、わざとだよな!?」

「あんたも静かにしなさい。その子が治療してくれてるのはわかったけど、ブレイズと仲良くしてるのは問題じゃない？　ああっ、そんなにくっついて」

「落ち着いてください、セフィ。結局、本音が漏もれているのです」

「うっ……日ひ奈な子こに突っ込まれるなんて、あたしも焼きが回ったわ……」

　どうにも、フランクな言葉遣いが飛び出るお姫様だった。

「つーか、ブレイズって言ってもな。別に、居きよ留りゆう地ちに来るのも、ブレイズと接触するのも法に触れるわけじゃねえだろ。それに、リーゼは戦闘力皆無だぞ」

「ええ。たぶん、お兄さんくらいの人ならわかるかと思いますけど、私が握にぎる刃物はメスくらいです」

「だろうな」

　クロウは頷うなずく。彼ほどの手て練だれであれば、物もの腰ごしや仕し草ぐさを見ただけで、ある程度の実力をはかれる。

　そのクロウの目から見て、リーゼは間違いなく剣の素人しろうとだと断言できた。

「だいたい、まずいことしてるのはセフィたちだって。今からでも遅くねえから、学院に戻れ。いや、俺おれが送って──ダメだな」

　クロウははたと気づいた。自分はサーラに狙われている身だ。セフィたちの護衛につくのは、むしろ危険にさらすことになりかねない。

「そういや、会長が送ってきてくれたんだろ？　あの姉ちゃんはどうした？」

「あー、イシュトはちょっと居留地を見物してくると言っていたのです。あと、修しゆ羅ら場ばになりそうだから巻き込まれたくないと」

「会長め、逃げやがったな。でも、ちゃんとおまえらを送ってくれるだろ。早く戻れ」

「イヤ」

　セフィが間髪入れずに答える。

「イヤ、じゃねえだろ。今がどんだけヤバイ状況かわかって──」

「一番ヤバイのはロウでしょ！　あんた、またサーラと戦うんでしょう。今度こそ、死ぬわよ……」

「…………」

　セフィの声はわずかに震えていた。

　それがわかっていたからこそ、セフィは姉に逆らってクロウを追ってきたのだ。彼女は優しすぎる女の子なのだ。

「……お兄さん、私もスイサーラと戦うのは反対です。ケガをする程度で済めば、私としては美お味いしい……ではなく、また治療できますやっほー、なんて少しも思いませんが」

「なんの話がしたいの、この幼女」

　優しすぎる女の子が、幼い──幼く見える女性を睨にらみつけている。クロウは面倒なので、リーゼの年齢の誤解を解く努力は放棄することにした。

「ああ、いえ。私はスイサーラと戦ってほしくないのが本音です。でも……私もブレイズです。剣を使えなくても、剣けん士しという生き物のことは知ってます」

　リーゼは、まっすぐにクロウの目を見た。

「お兄さんは剣士でしょう。剣士が戦う、と言っているのですから止められません。勢い任せでなく、確固とした決意をもって戦うのならなおさらです」

　リーゼは、今度は欲望を押し殺して話せたらしい。

「ま、リーゼの言うとおりだな」

　クロウはリーゼに、続いてセフィに笑みを向ける。

「セフィ、心配してくれるのはありがたいけど、俺おれは行く。無理は承知の上だ。なんにしたって、サーラからは逃げられねえよ。戦うしかない」

「……クローは、戦いたいのですか？」

　日ひ奈な子こが小首を傾かしげて問いかけてくる。彼女が言いたいことのニュアンスを、クロウはすぐに理解した。

「俺はソーディの身分を手に入れるのが目的だけど、心もソーディに染まってきたかな。たぶん──俺は、サーラと斬り合いたい」

　まさか、剣士でもソーディでもない日奈子に心を見抜かれるとは思っていなかった。

　だが、それがクロウの偽らざる本心だ。暴走していたときのことは、あまりよく覚えていないが、サーラと斬り合っていたときの高揚感が忘れがたい。

「……わかったわ。でも、あたしにも見届けさせて。ロウ、あんたの戦いを最後まで」

「ああ……」

　クロウは頷うなずいた。セフィは、死し剣けん使つかいには挑まないとシルフィと約束している。最悪、クロウが斬られることになっても、我を忘れてサーラに立ち向かったりはしないだろう。

「では、話がまとまったところで。えーと、セフィさんと日奈子さんでしたか。お姉さんたちも、一緒に寝ましょう」

「なんでよ!?」

「俺はいつでもウェルカム」

「あんたは黙だまれ！」

　またもや、セフィが騒ぎ出す。

「うーん……このベッド、意外と重たいです」

　そのかたわらで、日奈子はもう一つのベッドをクロウたちが寝ているベッドにくっつけようとしていた。相変わらずのマイペースである。

「そうですね、ベッドをくっつければ、四人で寝られるでしょう。私はちっちゃいですし、お姉さんたちは細いですから」

「ちょ、ちょっと待って。なんであたしまで寝ることになるのよ!?」

「医者の目をナメないでください。お姉さんたち、二人ともだいぶ疲れているようですよ。お休みしたほうがいいです」

「うっ……！　バレてるの……！」

「そういえば、セフィはここのところずっと昼間はクローを捜さがして、夜はクローの名前を呼んで悶もん々もんと眠れずに過ごしていたのです」

「バラすな！　あっ、そうじゃなくて、そんなことないわよ！」

「この前、セフィにもらった携帯電話でムービーを撮ってあるのです。見ますか？」

「くっ……い、いらん知恵をつけてるわね……！」

「あの……言い争いはいいので、早く寝たほうがいいと思います。そちらの人間のお姉さんも、まったりしてるように見えてずいぶん疲れているのでは？」

　リーゼが申し訳なさそうに言う。クロウは、日ひ奈な子こが撮影したというムービーにはもの凄すごく興味があったが、見せてくれと言える状況ではなさそうだ。

「言われてみれば、フラフラするかもです……？」

「言われないとわからないの……？」

　セフィが呆あきれた顔をして、日奈子の肩を掴つかむ。

「サーラとかいう危ない人の術じゆつ法ほうと回復能力を封ふうじちゃったせいかもです……慣れないことはするものではないです」

「ああもう、ヒナは本当に休みなさい。あんたはただでさえ、体力ないんだから」

「はい、そうします……」

　日奈子は素直に頷うなずいて、こてんとベッドに横になる。

「クロー、腕うで、腕です」

「……はいよ」

　クロウもベッドに横になり、リーゼもくっついたまま寝転がる。それからクロウは腕を横に伸ばし、日奈子はその腕に頭を載せた。

「セフィもお休みするのです」

「ソーディのお姉さんも、寝てください。今は休むことが大事ですよ」

　にこっとリーゼに笑顔を向けられ、セフィは少し悩んでから──

「ベ、ベッドがこれしかないからよ。別にロウに添い寝したいわけじゃないわ」

　セフィはポニーテールを解いて、日奈子とは反対側、リーゼを挟んでクロウの横に寝転んだ。

　まったく、素直なようで時々意地になってしまうお姫様だった。

「今は眠りましょう、みなさん。ぐっすり眠れば悪い夢も見ま……せん……」

　そう言った医者が真っ先に眠気に襲われたようだった。すぐに、小さな寝息を立て始める。

「……変わった子ね」

「でも……優しいブレイズなのです」

「どっちも間違いじゃねえな」

　セフィと日奈子に答え、クロウも目を閉じる。

　三人の女の子の、それぞれ違った、だけど甘くていい匂いが漂ただよってくる。

　その香りに包まれながら、クロウはゆっくりと眠りに落ちていった──





　マナカは、闇に潜んでいた。

　東京ソーディアには、ブレイズのアジトがいくつもある。彼女が潜んでいるのは、個人的にセーフハウスとして、ごく普通の住宅街に確保しておいた一軒家だった。

　別に人里離れたところに隠れる必要はない。セイバーズ局長だった頃に行った犯罪捜査で、手配中のテロリストの多くが街で普通に暮らしていたことを知った。意外に気づかれないものらしい。

　サーラの爆発にまぎれて逃亡し、何事もなくここにたどり着いて数時間。

「ふー……」

　缶ビールを飲み干して、マナカは一息ついた。さきほど、近所のコンビニで買ってきたビールだ。一応サングラスで顔を隠してはおいたが、店員も客も通行人も誰だれもマナカに気づいた様子はなかった。

「けっこう無関心なものなのよね。はははっ」

　マナカは笑って、新しい缶ビールを開ける。

　一軒家のリビングは八畳ほどで、さほど広くない。マナカが座っているソファ以外は、特に家具も置いていない。カーテンは閉め切り、灯あかりも消してある。マナカの視力ならば、闇の中でも特に不都合はなかった。缶ビールの賞味期限まで、くっきり見える。















「……って、こんな暗いとこで辛気くさいわね。あー、やだやだ」

　マナカは立ち上がり、庭に面したガラス戸を開いた。猫の額ひたいほどの狭い庭だが、芝生しばふが植えられ、いくつか花が咲いている。手入れは行き届いていないが、野や趣しゆ溢あふれる庭も悪くない。

　ソーディたちの故こ郷きよう、異世界ソーディアは緑が豊かな世界だったらしく、彼らは植物を眺めていると落ち着く習性がある。それはブレイズも同じだった。

「悪くないじゃない、この庭。気に入ったわ」

　マナカはその場に座り、ビールを掲げて笑う。人にはあまり言っていないが、彼女はブレイズの中でも特に植物を好んでいる自覚があった。花や草木を眺めていると、まるでゆりかごで眠っているような、安らかな気持ちになれるのだ。

「ああ、そうか……ネーナね」

　このセーフハウスはマナカが用意し、彼女を慕っていた少女、ネーナが整えてくれた。ソファを運び込んだのも彼女だ。ネーナは、マナカの趣味を知っている数少ない仲間だった。そのネーナは既すでにこの世にいない。

「あら？」

　庭に、ふらりと猫が入って来た。なんだか偉そうな態度の三み毛け猫ねこだった。

　マナカは、ツマミに買っておいたイカの干物をちぎって、投げてやる。猫はあくまでゆったりとした態度でイカに近づき、悠然と食べ始めた。

「なかなかいけるでしょ？　ツマミなんて、こういうシンプルなものでいいのよね。そういえば、前に塩ナメながら呑のんでたら、酒浸りの親父おやじじゃないんだから止やめろってサヴィナに止められたのよね。あいつ、うるさかったわー」

　サヴィナは、セイバーズで副長を務めていた女性だ。彼女は、面倒くさがりなマナカに代わって、セイバーズを支えてくれていた。言葉遣いは悪いが生き真面目まじめだった副長を、マナカは割と気に入っていたのだ。

　そのサヴィナもまた、既に命を落としている。彼女を殺したのは、マナカの仲間であるブレイズたちだった。

「姉さんもネーナも、サヴィナもいないのよ。あっという間に一人になっちゃったわね」

　マナカは、また缶ビールを飲み干す。イカをかじり、新しいビールを開ける。

「ところで、君。ひとりぼっちの私は、どうすればいいと思う？」

　ビールをぐびりと呑んでから、マナカは猫に語りかける。もちろん、猫はなにも答えてくれなかった。

　サーラに斬られた胸の傷は、出血は止まっている。剣けん王おうと絶ぜつ剣けんと戦った際に負った多くの傷もほとんど塞ふさがっている。小さい傷ばかりだったし、死し剣けん使つかいの瞬間的な回復能力ほどでなくても、ブレイズであればその程度のケガはすぐに治ってしまう。

　数時間休んで、体力もほぼ回復した。つまり、いつでも動ける状態だ。

「つっても、どう動けばいいのやら。ねえ？」

　マナカは懲りずに猫に語りかけた。猫は、にゃーと一声鳴いた。マナカに答えているのではなく、もっとイカをよこせ、と言いたいらしい。マナカは、今度は大きめにイカをちぎって与える。

「なにしてるのかしらね、私」

　マナカはつぶやいて、セイバーズの制服のポケットから一枚の写真を取り出した。

　十年ほど前、姉のヒョウカが剣けん聖せいを継ついだ頃に姉妹そろって撮った写真だった。二人で写っている写真はこれ一枚しかない。

「姉さん、写真嫌いだったしね……子供の頃は写真どころじゃなかったし」

　マナカが物心ついた頃、既すでに両親はいなかった。五歳離れた姉のヒョウカも、親についてはなにも教えてくれなかった。

　実は、マナカは居きよ留りゆう地ち育ちではない。七十年前の粛しゆく清せいから逃れ、反乱を企たくらむブレイズの一団の中で育ったのだ。ひたすら鍛たん錬れんの日々だったが、辛いと思ったことは一度もない。姉のヒョウカは幼くして剣に長たけ、マナカもまた才能の片へん鱗りんを見せていた。

　当時、反逆のブレイズたちを率ひきいていたのは、粛清から生き延びた長老たちだったが、彼女たちもヒョウカとマナカには目をかけてくれていた。

　長老たちの多くがここ数年で亡くなり、スイサーラが指揮を引き継いでも、マナカがブレイズで重要なポジションにいるのは変わりなかった。

「使命があるのが当たり前だったのよね。いつか、七しち剣けんをぶった斬れとか言われてね。そのために、ソーディ社会に潜入して自分らも七剣になったんだけど」

　それでも、自分が戦っているのは使命のためだけではないと、マナカは思っている。

　ネーナのような他のブレイズたちと出会い、彼女たちが剣を持つこともできず、生かさず殺さずの生活を強いられているのを見てきた。同胞であるブレイズたちのために戦おうと、マナカは自分の意志で決めたのだ。

「でも……だんだん、どうすればいいのかわからなくなってきたわ」

　姉であるヒョウカが消え──おそらく、クロウに殺されて。

　そのクロウは、弟のように思っていた少年で。

　自分を慕ってくれたネーナは死に、マナカの正体を知らないまま尽くしてくれたサヴィナも散った。

「みんな、遠くに行っちゃったわ……」

　今は、七剣を斬るという使命だけが残っている。

　スイサーラに邪魔をされたが、使命をあきらめる理由にはならない。なにより、他にやることもない。

「酒呑のんで、寝ていてもいいんだけどね。ただ、猫ちゃんじゃ酒の相手にはちょっと物足りないかな」

　マナカは苦笑いし、手を伸ばして猫の頭を撫でる。

「七しち剣けんを斬るか、それとも──私の復ふく讐しゆうでもやるべきなのかしらね？」

　親がいないマナカにとっては唯一の肉親で、大好きだったヒョウカ。

　強く、大きく、どうやっても目を逸そらせない、大きすぎる存在。

　なにを考えているかわからない人だったが、それでもマナカにとってはこの世で誰だれよりも大切な姉だった。

　その命を奪った男は、今も生きている。

　マナカにはクロウを斬るチャンスはいくらでもあったのに、できなかった。

　なぜなのだろう……？

「わっ」

　突然、制服のポケットで携帯電話ケータイが震動した。猫も驚き、庭から走り去ってしまう。

「ああんもう、せっかく話し相手ができたのに。これだから、ケータイは好きになれないわ」

　マナカはケータイを取り出す。通話ではなく、メールの着信だった。

　送信者は、ブレイズの情報連絡員だった。メールには、タイミングがいいのか悪いのか、判断に迷うような情報が書かれていた。

「まーったく。さらに状況がややこしくなりそうね。まだビールは残ってるってのに」

　マナカは苦笑して、持っていたビールの缶をぐしゃりと握にぎりつぶした。

　どうやら、考えている暇ひまはないらしい。

　それは、自分のやるべきことが──答えが出せずにいるマナカにとって、ありがたいことでもあった。





「う……うん？」

　クロウは、ぱちりと目を開けた。

　驚くほど頭がクリアになっている。肋ろつ骨こつと左足の痛みも、眠る前と比べるとずいぶん和やわらいでいる。リーゼの術じゆつ法ほうはよく効いたようだ。

「…………」

　周りを見ると、セフィ、日ひ奈な子こ、リーゼの三人はまだ眠っていた。そろいもそろって、完全に熟睡しているらしい。

　クロウは、日奈子の頭からそっと腕うでを抜き、がっちり抱きついているリーゼを引きはがし、こっそりセフィの胸を撫でた。

「と、いかん、いかん」

　意識のない相手に触れるなど、クロウのセクハラの流儀に反していた。強く反省すべきことだ。

　ベッドを揺らさないように抜け出し、セイバーズの黒い制服を着る。着慣れた服の感触に、ずいぶんと落ち着いた気がした。

　時計を見ると、もう夜明け近くのようだ。

　みんなを起こすのも悪いか──と、クロウは静かに地下の診療室から外に出る。別に逃げるつもりではない。身体からだをほぐしておきたかったのだ。

「よう、人間ヤート」

「ん……？」

　薄暗い外に出ると、そこで一人の少女が待ち構えていた。ショートの黒髪に、小麦色の肌はだ。深ふか紫むらさき色いろの瞳ひとみ。女性にしては長身で、半はん袖そでの白いブラウスとチェック柄のミニスカートをはいている。

「ネッサ……そういや、おまえのことすっかり忘れてた」

「なんだと、このヤロー」

　ぎろり、とネッサが睨にらみつけてくる。

　彼女もブレイズの一人である。元々はリンネの護衛役で、クロウの見る限り、なかなかの手て練だれだ。工場でのサーラとの戦いに乱入してきて、そのあとどうなったのかと思っていたが……。

「私もリーゼと同じだ。いつの間にか、この街に戻ってやがった」

「そりゃ不思議なことで。まあ、無事でなによりだな」

　クロウは本心から言った。ネッサはあちこちに小さい傷はあるようだが、元気そうだ。

「けっ、無事？　冗談じゃない。警官を殺しまくった奴やつは死んだらしいし、サーラの騒ぎのせいで、ブレイズもメチャクチャだ。おまけに、てめーまでまたここに現れやがった」

「警官殺しか。そういや、そんなこともあったなあ」

　一連の騒動の発端は、クロウたちが勝手にゴーストと名付けたブレイズが、この居きよ留りゆう地ちで暴れ回り、警官を多数殺害したことだった。

　警察は身内殺しに関しては、執しゆう念ねん深い。この居留地を徹底的に捜査するだろう。クロウが居留地で出会った子供たちは、ただでさえ自由を制限されているのに、さらにろくでもないことになる。それは阻止しなくてはならなかったのだ。

　結局、ゴーストは仲間であるサーラに斬り殺されてしまったが……。

「ん？　ってことは、俺おれがここにいるって知ってたわけじゃねえんだな？」

「知るわけないだろ。リーゼの様子を見に来たんだけど……まあ、それはいい。てめーに話がある」

「話だけで済むのか」

　ネッサは、クロウを快く思っていない。彼個人のことを、というより人間が気に入らないようだ。

「ああ、話だけで済む。これ以上、余計な騒ぎはごめんなんだ。てめーは、さっさとこの街から出て行け」

「……別にここに永住する気はねえよ」

「減らず口を叩たたいてんじゃねー。てめーは、スイサーラに狙われてる。てめーがいたら、またあのバカがこの街を荒らすかもしれねー」

「そりゃあ……ごもっともだな」

　クロウも、リーゼや居きよ留りゆう地ちの子供たちを巻き込むのは絶対にごめんこうむる。

　確かに、ネッサの言うとおり、一刻も早くここを出るのが正しい対処だ。

「でもまあ……その前に礼は言っとく」

「は？」

　クロウは、きょとんとする。

「警官殺しのときに、てめーはここのガキどものために戦おうとしただろ。私らブレイズをどう思ってるか知らねーけど、恩人に礼くらいは言う。それでも、ここの安全が第一だけどな」

「……ネッサみたいなのがブレイズのトップにいりゃ、こんな状況じゃなかったかもな」

「ふん。安全第一だっつったろ。さっさと出て行ってくれ。連れがいるなら、そいつも一緒に──」

　ふと、クロウとネッサは同時に顔を上げた。

　遠くからヘリコプターのローター音が響いてくる。

「ヘリ……？　こんな朝っぱらから？　八、九……十機も来てやがるぞ」

　ネッサが首を傾かしげている。夜明け直前のこんな時間に、ヘリが編隊を組んで飛んでいるなど、そうあることではない。

「つーか、こっちにまっすぐ……ネッサ、来るぞ！」

「おいっ、いったいどうなってるんだ！」

　たちまちヘリは居留地の上空に達した。クロウたちから数百メートル先の雑居ビルが集まっているあたりでホバリングしている。

　クロウは、そのヘリが大型の輸送タイプで、なにかを吊つり下さげているのを確認した。濃いブラウンの、分厚い装甲が施ほどこされた砲台のような……。

　バチン、と硬質な音がして、砲台のようなものを吊っていたワイヤーが外れ、そのまま重力に引かれて落下していく。

「あれは、まさか……！」

　よく見ると、それは砲台ではなかった。ずんぐりしているのでわかりにくかったが、頭と手足がくっついている。大砲のように見えたのは、大型のライフルだった。

　それは落下しつつ、折り曲げられていた手足が伸び、ほぼ完全な人型となる。

　建物の陰かげに隠れて、すぐに姿は見えなくなってしまったものの、ずずんと音を響かせ、地面に着地したようだ。

　全高はおそらく五メートルほど。重さも数トンはあるだろう。巨大なライフルを持った、大型の二足歩行マシン──

「パワードスーツかよ。ホントにそんなものがあったとは……」

「なんだそれ!?　なんで、パワードスーツなんぞが居留地に投下されたんだ!?」

　ネッサが慌てて、パワードスーツが投下されたあたりと、クロウの顔を交互に見ている。

「俺おれが知るか！　じっとしてても始まらねえよ！」

　クロウは走り出し、ネッサもついてくる。彼女の脚力ならあっという間にクロウを引き離せるだろうが、クロウに合わせてくれている。

　たちまち二人は数百メートルを走破し、パワードスーツが投下された現場に到着した。

「おいおい、マジでパワードスーツだよ……」

　既すでにヘリは飛び去り、現場には十機のパワードスーツが隊たい伍ごを組んでいる。そのあたりは広場になっていて、あちこちにベンチがあり、屋台もいくつか出ている。

　百人以上のブレイズの男女が、いくつかのグループになって集まっているようだ。ほとんどが酔っ払いで、夜通し呑のんでいたらしい。居きよ留りゆう地ちの大人の多くは、酒浸りなのだ。

　彼らは驚くことも逃げることもせず、突然現れた機械の兵士をぽかーんと眺めている。

　突如、パワードスーツの一機が動いた。手にしていたアサルトライフルを構え、正面にあるビルに向けて発砲する。凄すさまじい轟ごう音おんが轟とどろいた。

「うおっ……!?」

　クロウは叫び、目を瞠みはる。

　ビルの壁面が派手に吹き飛び、大穴が穿うがたれている。歩兵が扱うアサルトライフルなど、比べものにならない威力だ。

　キーン、とマイクの共鳴音が響き──

『昨日発生した警官隊襲撃の件で、この場にいる全員を捕ほ縛ばくする！　抵抗する者には容よう赦しやしない！』

　パワードスーツの一機、肩に赤いラインが入っている隊長機らしき機体から警告が出るのと同時に、周りの機体が一斉にライフルを構え──発砲した。

「ちょっ……冗談じゃないぞ！」

　ネッサが慌てて、ビルの陰かげに身体からだを隠す。クロウもそれにならった。

　パワードスーツのライフルから放たれた銃弾は、今度はビルではなく、広場にたむろしている者たちに放たれていた。

　逃げる暇ひまもなく、次々にブレイズたちが倒れていく。弾だん丸がんが直撃しなくとも、かすっただけで身体がちぎれ、吹き飛ばされている。

「警告の意味がないだろ！　ただの虐ぎやく殺さつだぞ、こりゃ！」

　ネッサが叫び、腰こしに差していた長ちよう剣けんに手をやった。クロウは素早く、そのネッサの手を押さえる。

「なんだクロウ！　あいつら、てめーの仲間か!?」

「見境なしに撃ってるじゃねえか、あいつら！　俺が仲間だったらここには近づかねえよ！　ああ、いやそんなことより……あの連中、警告しといて自分たちの所属は言わなかった。隠おん密みつ行動なのかもしれない」

「どこが隠密だ！　ヘリで派手に来て、無条件発砲だぞ！」

「……実験、かな。ヘリでの投下も、対人攻撃も」

　クロウは瞬時に思考を巡めぐらせる。

　おそらくこの部隊は、警官殺しの犯人などどうでもいいのだろう。それを口実に、新兵器の実験をするつもりなのか。

　実験を画策したのは、ソーディ政府だろうか。いや、シルフィの話では、四よん将しようは派手な騒ぎを避けようとしている。現場の暴走という可能性も捨てがたい。

　だが、パワードスーツが警察や軍に納入されたなどという話は聞いていない。間違いなく、パワードスーツはダイナスト社製だ。太たい陽よう教きようにも協力しているあの軍事企業が、新たな動きを見せたのだろう。

　この隔かく離りされた居きよ留りゆう地ちならば、騒ぎを起こしても揉もみ消けせる。となると、ソーディ政府が黙認した可能性もやはり捨てきれない。

「ろくでもない酔っ払いどもでも、見逃せない！　クロウ、私は行くぞ！」

「だから待て！　パワードスーツどもは、おまえみたいなのが出てくるのを待ってんじゃねえか！　奴やつらの目的は、強いブレイズとの戦闘データかもしれねえ！」

「くっ……！」

　ネッサは、剣の柄つかにかけた手をぶるぶると震わせている。クロウの言ってることなど、とっくにわかっていたのだろう。

　広場からは、銃声と悲鳴が止まることなく聞こえてくる。パワードスーツは意外なほどに身軽に動き、ブレイズたちの退路を断ち、射撃を続けている。

「やっぱりダメだ！　虐ぎやく殺さつはここだけで終わらないかもしれない！　止やめねーとガキどもまで死ぬことになる！」

「…………！」

　クロウも迷い始めていた。

　パワードスーツ部隊の第一の目的が実戦テストなのは、おそらく間違いない。

　ついでに、ネッサのような剣けん姫きクラスの剣けん士しとの戦闘が経験できれば儲もうけもの。ソーディ政府も、万一、死し剣けん使つかいをあぶり出せればと考えてる可能性もある。

「クロウ、ここじゃ、なにが起きてもなかったことにできるんだ。マスコミも騒がない。国外に情報が漏もれることなく処理できるかもしれねー。ブレイズはされるがままに死ねっつーのかよ！」

「やめて！　もうやめてくださいーっ！」

　突然、可愛かわいらしい澄すんだ声が響いた。

　返答に窮きゆうしていたクロウは思わず固まってしまい、すぐ横をすり抜けていった声の主を止めることができなかった。

「リーゼ!?」

　小さなリーゼが、凄惨な虐殺が続いている広場に飛び込んでいく。すぐにリーゼは、地面に屈かがみ込み、倒れているブレイズの一人の負傷を確認し始めた。まるで、戦場の衛生兵だ。

「あーもう、くそっ。わかったよ、ネッサ。俺おれも行くから──」

「あんたはダメ」

　クロウは、いきなり肩を掴つかまれて振り向く。そこには、セフィが厳しい顔をして立っていた。

「なんだよ、起きちゃったのかよ」

「これだけ派手に騒がれて、寝てられるわけないでしょ」

　セフィは髪をいつものサイドテールにくくりながら言った。後ろには、眠そうな顔をした日ひ奈な子こもいる。

「それより、ロウはここにいて。あんたの古コ流リユウじゃ、あの機械とは戦えないでしょ。純粋にパワーとパワーの勝負になるんだから」

「そりゃそうだけどよ……」

　クロウの古流は敵の斬ざん気きを読むところから始まる。パワードスーツでは、斬気もなにもない。そもそも、クロウの剣ではパワードスーツの分厚い装甲を斬り裂さくことは不可能だ。

「というわけで、あたしが行くわ」

「ちょい待て、あいつらが何者か知らねえけど、たぶん政府の許可を受けてる部隊だぞ。お姫様のおまえが手を出したら──」

「あたしは、民間人を虐ぎやく殺さつするような連中に知り合いはいないわ」

　セフィは迷いなく言い切り、背中に背負っていた星ほし崩くずしを抜き、光こう刃じんの白い輝きを宿らせる。

「あんたは、あのちびっこ医師を引っ張ってきなさい。ヒナ、あんたは隠れて──って言うまでもなさそうね」

「眠たいです」

　この状況で眠気が吹き飛ばないというのが凄すごい。とにかく、日奈子は言われるまでもなく、引っ込んでいるつもりのようだ。

「じゃあ、行くわよ──」

「待て、私も行くぞ！」

　セフィが星崩を上段に構えて走り出し、ネッサもついて行く。ネッサはセフィがブレイズのターゲットであることも知っているだろうが、細かいことは忘れることにしたようだ。

「どこのどいつか知らないけど──殺さなきゃ、言い訳も立つでしょ！」

　セフィは叫びながら、パワードスーツの一機に立ち向かう。

　すぐさま、パワードスーツ兵もセフィに気づき、銃口を向けた。本当に、無差別で殺すつもりらしい。

　巨大な銃口が火を噴き、人体など粉こな微み塵じんにしてしまう大口径の弾だん丸がんが飛び出す。

「────っ！」

　セフィは動じることなく、左右に軽くステップして、弾丸をかわしていく。パワードスーツがいくら身軽といっても、銃口を標的に向ける動作は決して速くない。精度が高く、狙いどおりに飛ぶ弾だん丸がんは、かえってかわしやすいくらいだ。

「うああああぁっ！」

　姫様らしくない叫びを上げて、セフィはふところに飛び込み、星ほし崩くずしを振り下ろした。小回りが利くパワードスーツは、バックステップしてその鋭い剣をかわす。おそらく、対ソーディを前提に、回避プログラムが組まれているのだろう。

　だが、セフィは動じなかった。振り下ろす途中で剣を止め、今度は横に薙いだ。

　星崩の光り輝く刃が、パワードスーツ兵の左ひだり腕うでを斬り飛ばす。

「ああもう、硬いっ！　うっとうしいわね！」

　セフィは毒づきながら、再び刃を振ろうとして──パワードスーツがわずかに身体からだを沈めて跳び上がり、ライフルを投げ捨てながら鉄の拳こぶしを繰り出してきた。

「ちぃっ！」

　セフィは舌打ちし、星崩の刀身の腹をパワードスーツの拳にぶつけるようにして止めた。鈍い音が轟とどろき、セフィの足下の地面がえぐれる。パワードスーツの一撃は、ソーディに匹敵──あるいはそれ以上の威力を持っているらしい。

「光こう刃じんがなかったら、星崩でももたないわね……本当にうざい！」

　またお姫様らしからぬ毒舌を吐き、セフィはパワードスーツの拳を押し返す。

「うりゃあああっ！」

　バランスを崩したパワードスーツに、セフィは飛びかかって、鋼鉄のボディを少しずつ斬り裂さいていく。

「……なんかセフィ、慎しん重ちようなのです。いたぶってるのでしょうか？」

「そんなわけねえだろ。パワードスーツとか、ボディになにを仕込んでるかわかったもんじゃねえし。警戒してんだろ」

　クロウは日ひ奈な子こと並んで、完全に傍ぼう観かん者しやになりつつ言った。

　同じダイナスト社がつくったサイボーグ、スノウホワイトは腕にショットガンを仕込んでいた。パワードスーツにも隠し武器があってもおかしくない。

「……って、見てる場合じゃねえ。リーゼのところへ行かないと。日奈子、ここにいろよ。頭下げて、屈かがんでろ。危なくなったら、俺おれらにかまわず逃げるんだ。おまえのマイペースぶりに期待するぞ」

　こくん、と日奈子が頷うなずいたのを確認してクロウは駆かけ出す。流れ弾がびゅんびゅん飛んでいるが、そうそう当たるものでもない。

「リーゼ！」

　クロウは滑すべり込むようにしてリーゼのそばまで行き、彼女の肩を掴つかんだ。リーゼは、負傷者の服を切った布を使って出血を止めているところだった。

「お兄さん、ちょうどいいところに！　傷口を押さえていてください！」

「リーゼ、無理だ。そいつは内臓が吹っ飛んでる。助からねえ」

「まだ生きてます！　あきらめません！」

　リーゼは、クロウに傷口を押さえさせ、布のあまりを使って包帯代わりにして巻きつける。助からないのはリーゼのほうがよくわかっているはずなのに。

「ああっ、ちくしょう。セフィといい、どいつもこいつも！」

　クロウは立ち上がり、大きく首を振った。

「お兄さん、手伝いを──」

「道具もなしじゃろくな手当てができねえだろ。診療室に戻って、器具と薬を持ってくる。一応、応急処置の訓練も受けてるから、必要なもんはだいたいわかる。大丈夫だ」

「……お願いします、お兄さん。やっぱりお兄さんは頼りになります」

「ああ、戻ったらもっと褒ほめてくれ」

　クロウは頷うなずいて駆かけ出す。

　ちらりと横目で見ると、セフィはやはり慎しん重ちように間合いを取って戦闘中だった。彼女のことは気になるが、言われたとおり、パワードスーツ相手では役に立てそうにない。それなら、せめてリーゼの手伝いくらいはしなければ。

　走りながら、ふと思った。

　この作戦を動かしている奴やつが、必ずいるはず。

　そいつを仕し留とめれば、あるいはパワードスーツたちも撤退するかもしれないが……どこにいるか見当もつかない相手を捜さがし出すのは現実的ではない。

　なにより、リーゼを放っておけない。日ひ奈な子こからあまり離れるわけにもいかない。

　あきらめて──ただ、走るしかなかった。





「ええ、おおむね予定どおりです。四よん将しよう家の姫君が乱入してきたのは、想定外ですが」

　彼女はスマートフォンスマホで話しながら、眼下の景色を見つめている。

　ブレイズ居きよ留りゆう地ちの外縁部にある、鉛筆のように細長い建物の屋上である。

　屋上には尖とがった屋根がついていて雨をしのげるようになっており、周りは一メートルほどの低い縁に囲まれている。

　そこは居留地全体を監視するための、見張り塔なのだ。

　彼女は見張り塔から、パワードスーツと二人の剣けん士しの戦いを見物中である。

　つややかな黒髪を二つのお団子シニヨンにまとめている。顔つきは東洋系で、目鼻立ちは整っている。見た目の年齢は二十代前半。

　身体からだはすらりとしつつも胸が大きく盛り上がっており、鮮あざやかな赤のチャイナドレスがよく似合っている。裾すそのスリットは深く、太ももと長い足を強調するようなデザインになっている。色香にあふれた美女だった。

「そういうことですので、どうしますか？」

『その想定外は割と大きいですねえ。あのヤンチャな姫君のことですから、やる気満々でしょう。参りました、今回の作戦はシルフィ議員とは別ルートで話を通したので、彼女は知らないんですよね。これだけでも怒られそうなのに、もし妹君がかすり傷一つでも負ったら、僕は間違いなく八やつ裂ざきにされちゃいます』

「あなたは八つ裂きにされても仕方のない人間では？」

『ひどいことを言いますね、ローズ君は』

　電話の相手は、彼女──ローズの上司だった。

　ロバート・マキシムという名を持つ若い男だ。彼は、アメリカに本社を置く巨大軍事企業、ダイナスト社の営業マンである。なぜか、シルクハットをかぶった奇妙な男で、それが理由ではないが“〝奇き術じゆ師つし”〟というあだ名で呼ばれている。

『うーん、せっかくソーディ政府の黙認を取りつけて、パイロットまで貸し出したんですから、すぐに引き上げるのは惜しいですね。あー、ローズ君。悪いですけど、姫君に危害が及びそうになったら、その機体を自爆させちゃってくれません？』

「本当に悪いですよ。無む茶ちやを言いますね」

　ローズは呆あきれて答えた。確かに、十機のパワードスーツは彼女のスマホからの遠隔操作で爆破が可能であるが、敵に傷をつけそうになったら即爆破、などという離れ業を要求されても困る。

『僕は無茶を言いますが、できる人にしか言いませんよ。わざわざ、ローズ君をそこに送ったのも戦果の確認はあなたが最適だと思ったからです』

「以前から思っていましたけど、あなたは人心掌しよう握あく術がなっていませんね」

『おや、今後の出世が絶望的になるような評価ですね』

　電話の向こうで、奇術師が割と本気で困ったような声を出した。

　とはいっても、奇術師は営業部ではそこそこ高い地位にいる。アジア方面の営業は実質的に彼が仕切っているのだ。にもかかわらず、直属の部下はローズ一人。むろん、人心掌握術の問題ではなく、彼自身が望んで部下を一人しか抱えていないのだ。

『とりあえず、かなり強引なことをしているのです。もう少し状況を見み極きわめてください。あまり無理があるようなら、ローズ君の判断で“〝アームボディ”〟を引き上げてもかまいません。むろん、ソーディだかブレイズだかに破壊された場合は、あとの始末もお願いしますね』

「……オーケイ、ボス」

　ローズは頷うなずいて、通話を切った。

　電話の間も、セフィとアームボディ──ダイナスト社製パワードスーツとの戦闘は続いていた。もうアームボディは破壊される寸前だ。

　虐ぎやく殺さつに興じていた他のアームボディも標的がほとんどなくなったので、セフィを新たな標的に定めるだろう。一対一ならともかく、あの姫君では複数のアームボディを相手にするのは難しそうだ。

　むろん、パイロットたちにセフィを攻撃しないように連絡することはできる。だが──ローズの上司はそれを命じなかった。つまり、戦闘は続行させろということである。

「上司の命令が曖あい昧まいでは困りますね。しょせん、ワタシたちは兵隊ですし」

　ローズは、その端整な顔に憂うれいの表情を浮かべた。今のところは、ただ傍観しているしかない。

　これは、日本国内初のアームボディの運用テストなのだ。肉眼で、状況を確認することも重要だ。もちろん、監視しているのはローズだけではない。他にも居きよ留りゆう地ち内に、ローズの部下を放ってある。

「それにしても、アームボディは意外と頑張ってますね。姫君とあのブレイズがたいしたことないのか、それとも……」

「セフィ様はパイロットを殺さないように戦ってるな。ま、コックピットの位置がよくわからないから、慎しん重ちようになってるかな？」

「…………」

　ローズはゆっくりと振り向いた。

　監視塔の狭い屋上に、何者かが現れていた。

　まだ年若い少女だ。グリーンの髪を長く伸ばし、セイバーズの黒い制服を着ている。意志を感じさせる強さを秘ひめた瞳ひとみが印象的な、美しい少女だ。

「案外わかりやすいところにいてくれてよかったよ。君が、あの不細工なロボットたちの黒幕かな？」

「ワタシはそんなたいそうな者ではありません。ただの野や次じ馬うまです」

「君はきっと、この世でもっとも美人な野次馬だな」

　グリーンの髪の少女は、笑って言った。

「あなたもお綺き麗れいですよ。剣けん姫きにして、剣の学院の生徒会長……イシュトさんでしたか」

「…………！」

　イシュトの顔に、一瞬だけ小さな驚きが浮かんだ。すぐに冷静さを取り戻したのは、さすがというべきだった。

　ローズは、上司が商談を持ちかけようとしている相手──シルフィ議員の人間関係を調べている。

　シルフィの直属の捜査チーム、セイバーズのリーダーのことはもちろん知っていた。

「一応、私のほうも君の正体は予想がついてるけど、たぶん名乗ってはもらえないだろうな、チャイナドレスのお姉さん」

「お姉さん、でけっこうですよ。ところで、イシュトさん。ワタシになにかご用でしょうか？」

「あのロボットどもをさっさと引き下がらせろ」

　イシュトは、腰こしに提さげていたランス状の剣を引き抜き、鋭く言った。その刀身が、光こう刃じんの淡い輝きに包まれる。

「お姉さん、言うことを聞いたほうがいい。私は今、機き嫌げんが悪いんだ。聞き分けのない後輩に困らされたばかりでね」

「最上級生は面倒が多そうですね」

「……言うとおりにするつもりはなさそうだ」

　イシュトの剣がさらに白く輝く。

　ローズはイシュトの剣が雷ライ狼ロウ牙ガという名前であることまで知っている。

　雷狼牙から繰り出される突きは、文字どおり目にも留まらず、銃弾どころか砲弾をも刺し貫く。あるいは、アームボディの四〇ミリ機関砲の弾だん丸がんすら破壊するかもしれない。

「学生さんにはわからないでしょうけど、ワタシもお仕事でやっているんですよ。上司に逆らったらクビですからね」

「物理的に首が飛ぶほうを心配したらどうかな？　逃げ場はないよ、お姉さん」

　イシュトは、剣を前に突き出すようにして構えを取った。彼女の言葉が脅しではないことを、ローズはすぐさま悟る。

　見張り塔の屋上は、せいぜい広めのリビング、といった程度の広さしかない。確かに逃げ場はないだろう。イシュトならば、まばたきする間にローズを串刺しにできる。

「ご機き嫌げんななめと言いつつ、冷静ですね、イシュトさん。好奇心から訊ききたいことがあるのですが」

「好奇心？　仕事中にそんなものを優先させていいの？」

「うちの上司は人間味のない部下は、すぐにクビにしてしまうんです。ただ仕事をこなすだけなら、機械に任せたほうがいいというくらいで」

「奇き遇ぐうだな。私の上司も、変わったものが好きなんだ」

　その話も、ローズは知っていた。セイバーズのボスであるシルフィは、仕事は堅実だが、クセのあるものを好む悪あく癖へきがある。

「それで、質問です。なぜ、ワタシを狙うのですか？　よくここにいるのがわかりましたね？」

「セイバーズのリーダーとして、ブレイズたちの街には興味があったからな。調べていたんだよ。広場でのバカ騒ぎを見物できそうな場所も、すぐに察さつしがついた。何人か怪あやしい連中がウロウロしていたけど……君には見覚えがあったからな」

「あら？　確か、初対面だったと思いますが？」

「どこか生気に欠ける気配、違和感のある表情や肌はだの質感。動きや仕し草ぐさ。私は、君と似ている少女を知っている」

「残念ながら、ワタシは少女という歳としではありませんけど。そういえば、あなたにはあの子が世話になったそうですね」

　ローズは妖艶に微笑ほほえんで答えた。

　あの子、とはスノウホワイトという少女のことだ。ダイナスト社で肉体を改造されたサイボーグである。

　スノウホワイトは性能試験も兼ねて、ダイナスト社と協力体制にある太たい陽よう教きように貸し出し、イシュトと戦闘を繰り広げた。その戦いが、イシュトの勝利に終わったこともローズは知っている。

「……君は、スノウホワイトがどうしているのか知ってるか？」

「ご覧のとおり、ワタシはこんなところの監視に送り込まれる下っ端ですので。知らないことのほうが多いですよ」

　ふふふ、とローズはまた微笑ほほえむ。

「では、君の身体からだに訊きくとしよう。どうせ、スノウホワイトと同じで少々のことじゃ死なないんだろ？　それに、スノウホワイトよりいろいろ知っていそうだ」

「ええ、存じ上げていますよ。あなたは他の剣術バカなソーディたちとは違う、ということも」

「……黙だまれ」

　冷たく言い捨て、イシュトが足下のコンクリートを砕くほどの勢いで地面を蹴けって駆かけ出す。

　それは、一瞬ですらなかった。刹せつ那なにも満たない間に、イシュトの雷ライ狼ロウ牙ガの剣先がローズの肩に触れ──

　ローズもまた、瞬時に身体をずらし、その剣先をかわしていた。

「ちぃっ……！」

　イシュトは止まらず、横に薙ぐようにして雷狼牙を振るう。突きに特化した形状の剣だが、彼女の技量ならば鋭い剣先だけを使って斬ることも可能なのだ。

　しかし、ローズはその斬ざん撃げきもまたわずかに身体をずらすだけで回避する。

「…………っ！」

　イシュトは目を軽く瞠みはり、靴くつから煙を立てつつストップする。

「まあ、そう驚かずに、イシュトさん。ワタシはあなたの想像どおりの存在ですから。立場上、なんなのか言葉にはできませんけど」

「面倒な大人だな」

　イシュトは、ひゅんっと雷狼牙を軽く振る。

「しがらみが多い立場でしてね。気楽な学生さんが羨うらやましくなります」

　ローズは軽口を叩たたきながら、妖あやしく笑う。

「では、一つお教えしましょう。言っても害のないことだけ。ワタシのコードネームは、ブライア・ローズ」

「ブライア・ローズいばら姫……」

「特に意味はないので、お気になさらず。実を言いますと、ワタシはあなたに一度お会いしたいと思っていたのです。剣けん姫きとはいえ、最新型のあの子を倒してしまうとは。たいしたものですよ」

「その言い方から察さつするに、君は旧式なのかな？」

「ええ、そのとおりですよ。具体的には言えませんが、スノウホワイトあの子より数世代前の技術が使われています」

「その割には……！」

　イシュトがその場から動かず、鋭く突きを繰り出してきた。まるで彼女の腕うでが伸びたかと思うような一撃だった。

　それでも、ローズは少しも動じず、その剣先を右手で無造作に掴つかんで止める。刀身を掴んだてのひらが摩擦で焼け、焦げ臭い匂いを放つ。

「あっさりと止めてくれるじゃないか。スノウホワイトにも同じことをされたけれど」

「あら、それは凄すごい。慣らしが終わったばかりの身体からだでよくそんなことを」

「慣らし……？」

　ローズは頷うなずいて、刀身をさっと離す。

「我々の身体というのは、パワーもスピードもソーディ並みではありますが、元のヒトの身体と機械の調整にはある程度時間がかかります。プログラムも機械部品も、使うことでこなれていくんですよ」

「そんなこと、しゃべっていいのか？」

「その辺の三流技術者でも知っていることです。機密でもなんでもありませんよ。あの子はようやく身体が制御できるようになったばかり。予定していた性能には、まだまだほど遠いです。ただし、ワタシは……」

　ローズは、軽く地面を蹴けった。

　そして──

「なっ……!?」

　イシュトの小さな驚きが聞こえた。

　ローズはさきほどのイシュトよりもさらに素早く動き、彼女の後ろに回り込んでいた。

　だが、イシュトのほうもさすがにただ者ではない。一瞬で背後を振り向き、雷ライ狼ロウ牙ガを鋭く振るっていた。

「わ、危ないですね」

　ローズは何事もなかったように言い、軽く跳んで、屋上の縁へと着地していた。

「なに、今のスピードは……？」

「驚くほどのことはないですよ。ワタシは旧式ですが、古いものが劣おとっているとは限りません。剣けん士しなんて生き物も、この世界じゃカビの生えたしろものじゃないですか」

「ソーディは違う」

「そうですね、七十年前の時点でこの世界の戦場に剣士なんてものはいませんでした。ワタシもあの子から見れば、旧式です。でも、ワタシは……あの子よりはるかに強い」

　ローズは、ふわりと跳んでイシュトの前に着地し、左のローキックを放った。まるで鉄を蹴ったような衝撃が伝わってくる。だが、サイボーグのローズは、痛みまでは感じない。

「ぐっ……」

　イシュトの動きが止まり、ローズは彼女のふところに潜り込み、下から突き上げるような肘ひじ打うちを叩たたき込こんだ。

「あうっ……！」

　息を詰まらせ、身体からだをくの字に折ったイシュトの側頭部に、さらにローズは回し蹴げりを放つ。

　ドオッ、と鈍い音がしてイシュトが吹き飛んでいく。彼女の細い身体は屋上を囲む縁にぶつかり、そのまま勢いで縁を乗り越え、屋上の向こうへ──

「くうぅっ……！」

　かろうじてイシュトは片手で縁を掴つかんだ。頭への衝撃で意識が飛びかけていただろうに、たいしたものである。

「凄すごいですね、イシュトさん。今のは殺すつもりで蹴ったんですけどね」

　ローズは再び屋上の縁に立ち、しがみついているイシュトの手を踏みつける。驚いたことに、雷ライ狼ロウ牙ガも手放していない。

「これでも剣の学院のトップなんだ。簡単に殺されちゃ、示しがつかない」

　イシュトは、こめかみから血を流しつつも笑みを浮かべている。精神力もたいしたもののようだ。

「君は、私の命を握にぎったつもりだろうけど、あまりいい気にならないほうがいい」

「…………っ!?」

　イシュトが言ったのと同時に、ローズは胸元に異常を感じた。すぱっと横一文字にチャイナドレスの胸元が裂さけ、白くふくよかな胸の谷間があらわになってしまう。

「きゃあっ……！」

　思わずローズは悲鳴を上げて、胸元を隠した。イシュトの手を踏みつけていた手が外れ、彼女は片手で身体を一回転させて、屋上へと着地する。

「な、なななな、なにをするんですか！　ワタシのおっぱいが！」

「……そんなセクシーなチャイナドレスを着ておいて、乙女のような恥じらいだな」

「…………」

　ローズは、自分が赤面しているのを感じながら、イシュトを睨にらみつける。ローズの顔はほぼオリジナルのままだ。涙も流れるし、頬ほおも赤くなる。

「ううぅ……男の人がいなくてよかったですよ……」

「……ちっ！」

　イシュトが、ローズの豊かな胸元を見て、強めに舌打ちした。なにか気に入らないことがあるらしい。

「そんなに大きな胸なんだから、むしろ見せつけてやればいいじゃないか。足はそんなにむき出しにしてるんだし、恥ずかしくはないだろ」

「放っておいてください！　大きな胸なんて恥ずかしいだけです！　自分でも理由はわかりませんけど、恥ずかしくてしょうがないんです！」

「……ふん。どうせ、その胸も科学の力で無理に大きくしたものだろ」

「違います。この胸は……この部分はオリジナルです。生身です。生の胸です」

「なんだか、違う意味でこの人を斬りたくなってきた……」

　イシュトはまた舌打ちして、じろりとローズを睨にらんだ。

「血が出てるな。ということは、オリジナルというのは本当か。サイボーグといっても、全身を機械化しているわけじゃないのか」

「全部機械だったら、ロボットじゃないですか。でも、驚きました。いつの間に斬られたのか、まったく気づきませんでした。抜け目がないですね」

「君は確かに義体の性能を最大限に引き出しているのかもしれない。でも、私たちソーディも、生まれ持った強力な肉体をコントロールするために訓練を受けているんだ」

　イシュトは、やられるがままになっているように見せて、ローズの機械的に強化された目でも捉えられない反撃を放っていたらしい。

「……なるほど、面白い。面白いですね、あなたは。やはり、あなたに会えてよかった」

「私が君に会っても無駄だったようだ。スノウホワイトの居場所も教えてくれないようだしね……！」

　イシュトが、雷ライ狼ロウ牙ガの柄つかを両手で握にぎり、腕うでを引いて腰こしのあたりで剣を構える。膝ひざを曲げ、地面を両足で強く踏みしめている。

　まったく『光コウ』を探知できないローズにも、イシュトの体内を強力な『光』が駆かけ巡めぐっていることがわかるほどだった。

「雷ライ穿セン──！」

　小さくつぶやいたのと同時に、イシュトが走り出す。さっき、ローズがイシュトの背後を取ったときよりも数段速い動きだった。

　雷狼牙の鋭い剣先が、吸い込まれるようにローズの胸元に──

「くうぅっ……！」

　ローズは大きく身体からだをのけぞらせ、かろうじて雷狼牙の剣をかわす。しかし、切っ先はチャイナドレスの胸元を縦に斬り裂さいていく。

　不自然な体勢のまま、ローズは右の掌しよう底ていで雷狼牙の円えん錐すい状じようの刀身を叩たたき、剣の軌き道どうを逸そらした。後頭部が地面につくほどのけぞってから、ローズは軽く跳び上がってバク転を決める。

　イシュトは突いたのと同じ速度で剣を引き、ローズから距離を取る。

「……まるで曲芸だ。スノウホワイトの動きと似てる」

「あの子は、ワタシのデータを一部組み込んでいますから」

　ローズは、十文字に裂けてしまったチャイナドレスの胸元を押さえる。またさらに、胸が見えてしまっている。

　しかし、さっきほどの恥じらいは感じなかった。それ以上に──喜びを感じている。

「ふふふふふっ、素敵ですね。雷穿、ですか。まともにくらったら、ワタシでもひとたまりもありませんね」

　ローズは笑って、胸元の血を指ですくい、自分の頬ほおにこすりつけた。

「ワタシがあなたに会いたかったのは、あの子の仇あだ討うちではないですよ。まあ、あの子は生きていますが。あの子を倒せるほどの剣けん士しを……素そ体たいとしてほしくなったんです」

「素体……？」

　イシュトは、あからさまに気味悪がっている目を向けてきた。

「ふふふ、我々の組織はサイボーグだろうと剣と牙を持つ獣エイジンだろうとパワードスーツだろうとなんでもかまいません。最高の兵器を追い求めています」

「それが、なんなんだ……？」

「あなたたちソーディが最強の剣士を目指しているのと同じことですよ。特にワタシは、最高のサイボーグを求めている。それがワタシでなくてもかまいません。ですが、サイボーグは素体がなければつくれないのですよ」

「…………」

　イシュトがなにかを察さつしたのか、警戒した表情で雷ライ狼ロウ牙ガの剣先をローズに向ける。

「最高の兵器を求めている、というのはワタシの上司も同じですが……まあ、上司の場合は兵器から得られる利益を求めています。ただし、ワタシはただ純粋に最高の兵器を生み出すことだけが目的です」

　ローズは、ずずっと足を引きずるようにしてイシュトにわずかに近づく。

「ふふふふふふふっ」

　ローズの右の手首が外れ、そこから細い刃が飛び出し、さらに左手の肘ひじの部分から小さな穴がいくつも空いた黒光りする銃身が現れた。

「イシュトさん……ワタシはあなたがほしい。あなたをワタシのものにして、連れて帰らせていただきます！　生きてさえいれば、腕うでの一本や二本はなくてもちゃんと新しいのを着けてあげますからね！」

「やってみるといい！　私は私でいるために生きている！　誰だれのものにもなるか！」

「よく言ったわ、お嬢さん」

「────!?」

　突然の声に、間合いを詰めかけていたローズとイシュトが同時に足を止めた。

　そして、次の瞬間、ローズは白い光が奔はしるのを見た。

「…………あれ？　なんですか、これは？」

　ローズの左腕が、銃身とともに肘のところで切断されていた。腕は完全に機械化されており、血がまったく出ていない。

「不意討ちで悪いわね。でも、私もちょっと忙しい身なのよ」

「あ、あなたは……！」

　イシュトが驚きの声を上げる。屋上に第三の人物が現れていた。

　まだ若い女性で、肩まで伸ばした青い髪に、黒い制服姿だ。それに夏だというのに真っ赤なコートまで羽織っている。

　イシュトはその人物を知っているようだが、ローズもまた赤いコートの女性に見覚えがあった。

「剣けん将しよう……マナカさんですよね？」

「元、剣将よ。ダイナストのサイボーグにまで知られているとは、私も有名になったもんね」

　元剣将マナカはいたずらっぽく笑って言った。

　知らないわけがない。日本国内はもちろん、海外でもソーディの七しち剣けんは有名なのだ。特に彼女は、剣けん聖せいヒョウカの妹でもある。

「そっちは……確か、剣の学院の生徒会長だったかしら。セイバーズうちの制服を着てくれてるのね。それ、私がデザインを発注したのよ。可愛かわいいでしょ？」

「え、ええ……私を知っているんですか、元剣将マナカ」

「実は私、あんたとクロウ君が……えーと、バトルロイヤルだっけ？　あれでやり合ってたのを見物してたの。あんた、クロウ君に一撃入れてたわね。あれはなかなか見事だったわ。見どころあるわよ。あんた」

「そ、それはどうも……」

　イシュトは割と本気で恐きよう縮しゆくしているようだ。

「さてと。つい邪魔しちゃったけど、悪く思わないでね、チャイナドレスの人。今は、私らブレイズのターンなの。ダイナストに横よこ槍やりを入れられるのは面白くないわ。できれば、引き下がっていてほしいんだけど、いかがかしら？」

「電話を一本かけていいでしょうか？」

　ローズの脈みやく絡らくのない答えにもマナカは驚かず、どうぞと促うながしてきた。

「それでは、お言葉に甘えて」

　ローズはスマホを取り出し、再び上司に電話をかける。

　イシュトもマナカの唐突な登場に呑のまれてしまっていて、口を挟むこともできないようだ。

　すぐに電話は繋つながった。

「あ、ワタシです。今、よろしいでしょうか？」

『どうしました？　まさか、姫君を殺しちゃったとかじゃないでしょうね？』

「いえ……どうやら、うちの部隊は全滅することになりそうです」

『はぁ、そうですか。仕方ありません。まあ、そこに投入したのは開発バージョンの余剰パーツを組み上げた間に合わせですからね』

「……あの、初耳なんですが？」

『あれ？　言ってませんでしたっけ？　まあ壊れてもまったく惜しくはありません。というかむしろ、よく十機分もパーツが余ってましたよね。ジャブジャブ予算を使いすぎですよ。そんなに余ってるなら僕の給料を上げてほしい』

「ワタシが予算を組んだんじゃありません」

　無駄話が多いのも、この上司の特徴だ。

『できれば機体の戦闘データだけでも回収したいですが、データは衛星経由でも送られてますから。全滅するなら、中途半端に生き残られるよりマシです。ローズ君も適当に引き上げなさい。では、僕はご飯でも食べてきますね』

　奇き術じゆ師つしはそれだけ言うと、さっさと電話を切った。ローズも別に気にしない。報告すべきことは済ませたからだ。

「はは、チャイナドレスの人、わかってるじゃないの。不意討ちのお詫わびに、逃げる時間をあげるわ。会長、あんたも今日のところは引き下がりなさい。この人はただの駒よ。倒しても得るものはないわ」

「は、はい」

　イシュトがこくりと頷うなずく。

「よろしい。ふう、あのバカでかいロボットどもは目障りね。ブレイズの街で好き勝手に暴れすぎたわ」

　マナカは、握にぎっていた長ちよう剣けんを肩に担ぎ、まだ戦闘中のアームボディを睨にらみつけている。

　そう、これから起こることはわかりきっている。既すでに上司に報告したとおりだ。

　すべてのアームボディは、あの美しい剣けん士しに破壊されるだろう。

　徹底的に、跡形もないほどに。





　糸のように細く白い光が、パワードスーツの頭部からまっすぐ股こ間かんまで走った。

　次の瞬間に、バチバチと火花をスパークさせながら、両断されたパワードスーツが左右に倒れていく。

　おそらく、中に乗っていたパイロットもまた機体と同じ状態になってしまっただろう。

「来たのか……」

　クロウは、ぼんやりとつぶやいた。

　まるで、飛んできたかのように上空から降りてきたその人物は──クロウがよく知っている剣士だった。

　青い髪に、黒い制服とミニスカートからすらりと伸びた足、それに真っ赤なコート。

「マナカ……」

「はぁい、クロウ君。よく会うわね」

　マナカは微笑して、ぱちりと片目をつぶってみせた。かつて殺し合いをした、肉親の仇かたきへの態度とは思えなかった。

　マナカは右手に愛剣の舞まい姫ひめを握っている。あの紙のように薄い刀身で、歩兵の武器程度では傷もつけられないようなパワードスーツの装甲を真っ二つに斬り裂さいたとは。

　やはり、マナカは並の剣士とはものが違う。

「ずいぶんとご機き嫌げんじゃねえか、マナカ」

「あんたは大変そうね。セイバーズの救急訓練はきっちりこなしていたのかしら？　なかなか手際がよさそうじゃない」

　クロウは薬や医い療りよう器具を持って戻ってきて、まだリーゼの助手を務めている最中だった。そのリーゼはマナカの出現を気にも留めず、重傷者の手当てを行っている。

「ただでさえ、人間の隊員で肩身が狭かったからな。やることはきちんとやってたさ。こんなちびっこ一人に任せられねえしな」

「はは、相変わらず女に甘すぎね。しかし、つくづく騒動に巻き込まれる男だわ。子供のときも、こんな騒ぎに巻き込まれたんだったわね」

「……うるせえよ」

　そう、この状況はどこか似ている。クロウが七歳のとき、彼が住む街で起きた、ソーディ政府の部隊と反政府テロリストたちの衝突に。

　だからこそ──クロウは、倒れている者たちを放っておけなかったのかもしれない。

「そうね、余計なことを言ったわ。さてと、私はあの騒がしい連中と遊んできますか」

　マナカは舞まい姫ひめを肩に担ぐようにして無造作に進み始めた。その先では、セフィとネッサの戦いが続いている。

「未知の相手だから慎しん重ちようになるのはけっこうなことよ。でも──そいつらはザコだわ」

　マナカは、軽やかに舞い上がった。五メートル以上も跳んで、セフィが戦っていたパワードスーツのふところに入り込み──舞姫を一いつ閃せんさせる。

　下から斜めに斬り上げる──いわゆる逆袈け裟さ斬ぎりで、パワードスーツの胴体が切断されていた。まるで豆とう腐ふを切るように、あっさりと。

「なっ……！　マ、マナカ……!?」

「どうも、お姫様。邪魔をして悪いわね。でも手こずりすぎよ、あんた」

　マナカはそれだけ言うと、今度はネッサのもとへと向かう。既すでにネッサのほうは一機を破壊し、二機目と交戦中だった。

「ネッサ！　どきなさい！」

「…………っ！」

　ネッサが弾かれるように、横に跳んだ。

　マナカは舞姫の剣先を、ネッサと戦っていたパワードスーツに向ける。舞姫の刀身に、低い轟ごう音おんとともに細い炎が巻きつき始め──

「炎よ、舞い踊れ！」

　マナカの剣先から、炎が濁流のように迸ほとばしった。それは龍りゆうへと形を変え、まっすぐにパワードスーツへ向かっていき──胴体の中央を貫き、機械の身体からだがたちまち燃え上がった。

　パワードスーツは胴体に巨大な穴を開け、燃えながら倒れていく。

「なんだ、意外ともろいじゃないの。ダイナストももっと頑がん丈じような商品をつくらないと」

「マナカ、あんたなんでここに……？」

　ネッサは目を見開いて、呆ぼう然ぜんとしている。

　どうやらマナカとネッサもまた、知り合いらしい。

「私にも情報くらい伝わってくるわよ。ここの連中はろくでなしばかりだけど、見捨てられないでしょ。ネッサ、あんたは負傷者を集めて安全なところに移動させなさい。姐あね御ごって呼ばれてるんだったわね。あんたの指示に従う連中くらいいるでしょ？」

「……待機させてる。こんな得体の知れない連中の相手はさせられねーから」

「賢けん明めいな判断だわ。戦わなくていいから、そいつらを呼んで。力仕事なら、クロウ君は役に立たないしね」

　マナカは、クロウを見てバカにしたように笑う。

「でも、こいつらは！　こいつらは私らの仲間をこんなに殺しやがったんだ！　ろくでなしだけどなにも悪いことはしてねー！　黙だまって引き下がれるか！」

「それでいいわ、ネッサ。あんたは優しい子ね」

「は……？」

「仲間のためにそこまで怒れる優しさがあるのね。剣の腕うで前まえは私やスイサーラには及ばないけど、あんたみたいな子がブレイズを率ひきいるべきなのかもしれないわ」

「そんなことは、今はどうでも……！」

「そうね、どうでもいいわ。あの機械どもは私が始末する。もう誰だれも傷つけさせない。私の約束を、信じてもらえる？」

「……てめーの剣を信じる」

「いい返事だわ」

　マナカはにっこり笑い──愛剣を素早く振り回した。

　パワードスーツのライフルから放たれた銃弾が、マナカの薄っぺらい剣によって弾はじき飛とばされていた。

　光こう刃じんで強化された剣と、マナカの力量があればこその技だ。並のソーディでは、コンクリートを粉々に粉砕する強力な大口径の銃弾を受けきれず、あるいは刃が砕けてしまっていただろう。

　かわさずに弾いたのは、流れ弾が他のブレイズに当たることを避けたに違いない。おそらく、マナカは跳ちよう弾だんがどこに飛んでいくかまで計算している。

「俺おれ、よくあんなんと戦ったなあ……」

　クロウは、ぼそりとつぶやく。

　冗談ではあったが、半分くらいは本心だった。

　それに、ネッサへの言葉。いつもとぼけているマナカだが、たまに真面目まじめなことも言う。時折彼女の説教を受けていたクロウには、少しなつかしくもあった。

「本当、銃っていうのは面白くない武器ね。誰が撃っても同じ威力なんだから」

　マナカは、次々に飛んでくる弾だん丸がんを止まることなく剣で弾いていく。逸それている弾丸まで丁てい寧ねいに弾いているのも、流れ弾を避けるためだろう。

「よくやるよ……」

　クロウは、呆あきれつつつぶやいた。パワードスーツの弾だん丸がんを弾くだけなら、剣けん姫きクラスのソーディやブレイズであれば、それほど難しい芸当ではないだろう。

　だが、マナカの剣は──華麗で無駄がなく、至近距離をかすめただけで衝撃で吹き飛ぶほどの大口径の弾丸を、見事に弾はじき飛とばしている。

「ご愁傷様」

　クロウは、つぶやいた。ついでに冥福を祈る。

　これから一分もかからずに人生を終えるパイロットたちのために。

「っと、祈るのは一秒で充分だな」

　クロウはリーゼに声をかけてから、立ち上がって走り出す。もっとも、リーゼは集まってきたネッサの部下たちに指示を出すのに忙しくて、聞いていないようだった。

「治った患者おれより、目先の患者か。ま、当然だな」

　リーゼに見向きもされなくて少し傷つきつつ、クロウはセフィのもとへ駆かけ寄った。

「セフィ、ケガはな──って、機き嫌げん悪そうだな」

「そりゃ、あんなの見せられりゃね……」

　セフィは、険しい目つきでまっすぐ前を見み据すえている。

　その視線の先にあるのは──まるで遊んでいるかのように、ふわりふわりと動き回りながら、次々にパワードスーツを斬り裂さいていくマナカの姿だった。

「……ねえ、ロウ。どうすればあそこまで強くなれるの？」

「訊きくなよ。俺おれは、そのバカみてえに強いマナカに命狙われてんだぞ」

「そうね……」

　セフィは、クロウのほうを振り向きもせずに言った。

　どうやら、自分が手こずったパワードスーツをあっさりと斬っていくマナカとの実力差が悔しくてたまらないようだ。

「あたしは、全然無力だわ……死し剣けん使つかいとの戦いでもなにもできなかった。あんな機械すら倒せない」

　クロウはなにも答えなかった。パワードスーツは時間さえかければ、セフィにも倒せただろう。しかし、手こずったのは事実である。

　悔しさで震えているセフィの肩に、クロウは手を置いた。下心などなにもなく、ただそうしてやりたかったのだ。

「これで……おしまい！」

　マナカが最後のパワードスーツをまたもや真っ二つにし、着地してから、芝居がかった動作で剣を掲げてみせた。

　両断されたパワードスーツは火を噴きながら倒れていき、ずずんと土煙を上げた。他のパワードスーツもすべて倒れ、中にはバラバラに切り刻まれているものまである。

　本当に九機を破壊するのに一分もかかっていない。

　当然、マナカは無傷である。しかも、彼女の登場から、犠牲者は一人も出ていない。

「……セフィ、下がってろ」

「え？」

　クロウは掴つかんだままだったセフィの肩を引いて、後ろに押しやる。

「まあ、単にあのお笑いロボット二等兵どもと遊びに来たわけじゃねえよな」

　マナカが駆かけつけずとも、あるいはネッサだけでもパワードスーツは始末できただろう。時間はかかり、さらに犠牲者は増えていただろうが。

　マナカが、ゆっくりとクロウたちのほうへ近づいてくる。

「……やっぱ、俺おれがここにいることもご存じだったんだな？」

「クロウ君は、ブレイズじゃ要注意人物で、あんたの居場所の情報は飛び交ってるのよ。人気者でけっこうなことね」

「俺じゃなくて、俺の命が大人気なんだろ。おかしいな、ブレイズのために戦ったりもしたのに、なんで狙われてんだ？」

「ブレイズとソーディの戦端を最初に開いちゃったのがクロウ君だからでしょ。人間のあんたがっていうのも皮肉よね」

「俺じゃなくて、ネーナじゃねえかな」

　クロウが初めて戦ったブレイズは、同い年の少女だった。彼女との戦いがクロウとブレイズとの複雑な関係の始まりだったのだ。

「……クロウ君もネーナのことを覚えてくれてるのね」

「忘れるわけねえ。初めて俺に術じゆつ法ほうくらわせてくれた女だぞ。死ぬまで忘れねえよ」

「あたしも忘れないわ」

　セフィが横から口を挟んでくる。

　他でもない、ネーナを斬ったのはセフィなのだ。クロウがネーナの名前をセフィの前で出したのは無神経だからではない。

　セフィとネーナは堂々と正面から立ち会ったのだ。下手に気を遣うほうが、誇り高い剣けん士しであるセフィへの侮ぶ辱じよくになることをクロウは知っている。

「そう。死んでも覚えていてもらえるっていうのは、幸せなことね。きっとネーナは……安らかに逝いけたんでしょう」

「マナカ、ネーナの最期の言葉を知りたい……？」

　セフィが、静かに問いかける。

「いいえ、ネーナが最期になにを思ったか、それくらいわかるわ。これでも私は、あの子の“〝お姉様”〟だからね。それくらい察さつしてあげないと」

「そう……」

　セフィはそれ以上はなにも言わなかった。ネーナを斬ったことに後ろめたさはないにしても、セフィにとっては友人だったのだ。思うところがあるのだろう。

「……っと、あんたの話だったわね、クロウ君。本当は私、今はあんたにかまってる場合じゃないのよ。私がやるべき任務は、七しち剣けんの始末だからね」

「さらっと言うなあ。七しち剣けんとやり合うなら、軍隊に包囲されるほうがまだマシだ」

「覚悟くらい、とっくにできてるわよ。でもちょっと……ね。クロウ君、よりによってスイサーラに目をつけられちゃったわよね？」

「あんたも見てたとおりだよ。あの女は相当しつこそうだ」

「私もしつこさでは負けないわ。やっぱり私には、あんたを斬る理由があるのよ」

「だろうな……」

　肉親の仇かたき──これ以上の戦う理由が、この世にあるだろうか。

「どうせ、クロウ君のことだからブレイズも太たい陽よう教きようもあんたを仕し留とめきれないだろうと思ってたけど、スイサーラだけは別だわ。あいつに斬られるくらいなら──」

「────！」

　ブンッ、とその場に残像を残し、マナカの姿が消えた。

　クロウは微み塵じんも驚くことなく、日本刀の柄つかに手をやった。握にぎりながら抜刀し、まさにクロウの喉のどを斬り裂さこうとしていたマナカの剣を受け流す。

　ガキンッ、と鈍い音が響き、舞まい姫ひめの刃が逸それていく。

「……あら。この程度じゃもう挨あい拶さつ代わりにもならないか。強くなったわね」

　マナカが間合いを取り、体勢を立て直しつつ言った。

「ここ数すうヶか月げつ、何度死にそうになったことか。あれだけ死線をくぐりぬけりゃ、少しは成長するだろうよ」

「やっぱり、さっさと斬っておいたほうがよさそうね。これ以上強くなられると、ちょっと面倒だわ」

「そこは、俺おれの成長を待って立ち会うくらいの度量がほしいね。仮にも元剣けん将しようなんだからさ」

「言ったでしょ、私の本来の任務は七剣の始末なの。余計な立ち会いをできるのは、混乱してる今だけよ。まあ、指し揮き官かんのスイサーラ自身が指揮なんてすっかり忘れてあんたとの火遊びに夢中だからね。文句を言われる筋合いもないわ」

「俺は文句を言いたい。本業の合間に斬られちゃたまらねえよ」

「……なるほど、確かに今はよくないようね」

「んん……？」

　マナカは、きょとんとするクロウの前で、舞姫をぱちんと鞘さやに収めた。

　彼女が常に放っている、物理的な圧力を感じるほどの強大な『光コウ』も抑えられているようだ。

「どういうつもりだよ、マナカ？」

「クロウ君、セフィ、一緒に来なさい。ここは別の意味で面倒くさいことになるわ」

　マナカは穏やかに言って、周りを見渡す。

　既すでに負傷者はネッサとその部下たちによって運び出され、リーゼの姿もなかった。診療室に戻ったのだろう。

「面倒くせえことって……ちっ」

　そのときになって、クロウも気づいた。遠くから複数の車両の音が聞こえてくる。

「警察か？　なんだ、しばらく踏み込んでこねえように段取りができてんのかと思ってたよ」

「あるいは警察に偽装したダイナストの回収部隊かもね。そこに転がってるパワードスーツ、ずいぶんとヤワだったけど、会社には大事なものなんじゃない？」

「あんたが、んなこと気にすんのか？　警察だろうとダイナストだろうと一瞬で皆殺しだろうが」

「クロウ君以外の人間なんか斬ったって面白くもなんともないわ。それより、ほこりっぽくてたまらないわ。いいからついて来なさい、クロウ君、セフィ。ああ、桜さくら井い日ひ奈な子こ！　あんたも一緒においで！」

「……またわたしを拉致ったりしないですか？」

　建物の陰かげから、日奈子がひょこっと顔を出しながら問いかけてくる。以前、マナカにさらわれたときのことを覚えていたらしい。

「しない、しない。今は太たい陽よう教きようのことなんてどうでもいいしね。クロウ君とセフィも、私を見逃すわけにもいかないんじゃない？」

「……なあ、セフィ。ラーシュはどこ行った？」

「知らないわよ。あいつ、会長とケンカしてからどっか行っちゃったわ」

「そうか……」

　クロウは本気で落胆する。兄弟弟で子しのラーシュなら、マナカが剣を収めていようと背中を向けていようと斬りかかってくれたのに。

「さあ、わかってくれたようだから、行くわよ」

　マナカは笑顔で言って、さっさと歩き出してしまう。

　はっきり言って、クロウはマナカにはあまり近づきたくない。

　だが、ここで逆らえば、マナカに今度は笑顔ではなく剣を向けられるかもしれない。

　どうやら──クロウにとっては珍しくないことだが──選択の余地はないようだった。










３章　守るべき処ところ





　かすかに、パトカーのサイレンが聞こえてくる。

　相当な台数が走り回っているらしく、地上は大騒ぎだろう。

　そろそろ、外は夜が明け、日が昇のぼっている時間だ。騒ぎはこれからさらに大きくなっていくはずだ。

　クロウは、ブレイズ居きよ留りゆう地ちのあるビルの、地下にいた。そこには二十五メートルプールがあり、プールサイドに置かれた椅子に偉そうに座っている。

「蜂の巣をつついたような騒ぎだな。ちっ、結局警察が来ちまうんじゃねえか。警官殺しとかもうどっか行っちまったな」

　クロウは、ハムのサンドイッチをかじりながらぼやいた。なんと、プールサイドで優雅にお食事中なのだ。ただし、ハムは薄っぺらく、挟んであるレタスもしなびていて、パンもぱさぱさで味気ない。

「ま、贅ぜい沢たくは言えねえか」

　マナカが仲間に連絡して、このプールに食事を届けさせたのだ。居留地ではいい食材を手に入れるのは難しい。ここで豪勢な朝食を望むのは無理がある。

「空腹は最大の調味料って言うしな」

　考えてみれば、昨日の昼間あたりからまともに食事をとっていない。病院からバイクで飛び出す前に、食事をする余裕くらいはあったはずだが、すっかり忘れていた。

「ロウ、コショウ取って、コショウ。あと、お水おかわり」

「…………」

　クロウは黙だまって、コショウの瓶を差し出す。

　プールサイドに置かれたテーブルを挟んで、クロウの正面のデッキチェアにセフィが座っている。そのお姫様は、さっきから夢中になって美う味まくもないサンドイッチをばくばく食っているところだ。

「んぐっ、んむむ……ふぁ……。あれ、このお肉、なんのお肉？　まあいいわ。一応食べ物でしょ」

　セフィは、紙皿に盛られた唐揚げのような物体をつまんで、次々に口に放り込む。どうやら、今日のセフィはマナーというものをどこかに置き忘れてきたようだ。

「たくましいな、セフィ。俺おれの記憶だと、確かおまえはお姫様だったはずだけど？」

「今のあたしの姿は記憶から消しなさい。姉上にバレたら、死し剣けん使つかいに挑む前に屋敷に連れ戻されて監禁だわ」

「シルフィ様は、マジでやるだろうなあ」

　クロウは、セフィのコップに水を注ぎながら苦笑する。

「しかし、よく食うな。どうしちゃったんだ、姫？」

「姫はやめて。寝てないだけじゃなくて、最近あんまり食べてなかったのよ。あのパワードスーツたちの相手、けっこう面倒だったし。なにするかわからないから、頭も使ったからね。お腹なかが空すくわ、また眠たくなってくるわで大変よ」

「だんだん、セフィはワイルドになっていくのです……」

　プールのすぐそばに正座し、水に手を突っ込んでぼけーっとしていた日ひ奈な子こがツッコミを入れる。セフィは反論せず、黙だまって食べ続けている。

「はっはっは、しかしあんたらはすっかり仲良くなったのねえ。クロウ君とセフィは、前から必要以上に仲良しだったけど」

　マナカはプールの飛び込み台に腰こし掛かけ、缶ビールをあおっている。

「べ、別にあたしたちは……！」

「シルフィにバレたらどうするのかって、他人事ながら冷や冷やしてたわよ。でもまあ、シルフィはあれだけ頭がキレて過保護なくせに、セフィが相手となると視野が狭くなるみたいね。まだバレてないんでしょ？」

「な、なにがよ。姉上にバレて困ることなんてないわよ！」

　セフィはサンドイッチを二つまとめて手に取り、一気に口の中に押し込む。

「それより、そろそろ言ってくれよ、マナカ。なんだ、ここを俺おれの処刑場にするつもりか？　水はたっぷりあるから、血を洗い流すにはいいだろうけどよ」

「バカねえ。私もここでネッサが子供たちを遊ばせてることは知ってるわ。いくら私でも、子供の遊び場を血に染めるほど残ざん酷こくじゃないわよ」

「異様に細かい性格のおまわりさんが、ここまで捜索範囲を広げねえことを祈ろう」

　マナカが、このプールに来たのは地上の騒ぎを避けるため、というのが第一だろう。別に居きよ留りゆう地ちを離れてもよかっただろうが、それは面倒だったのか。

「もうなんでもいいわ。ふー、ごちそうさま」

　セフィは水を飲み干して、一息ついた。日奈子とマナカの分まで三人分食べたので満足したようだ。

「日奈子は腹減ってねえのか？　俺の分、まだあるぞ。分けてやろうか？」

「ちょっと食べました。わたしは燃費がいいので平気です」

「……なるほど、なんか納得できるな」

　ぼーっとしている日奈子は、エネルギー消費も少ないのだろう。

「ちなみに、私にはお酒が食事よ」

「……ソーディの身体からだが頑がん丈じようでよかったな」

　ブレイズ、というのはあくまでソーディの一部族である。特に戦闘的で頑強な一族のことでもあるので、さぞアルコールには強いのだろう。

「くー……すー……」

「んん!?」

　クロウは、慌てて振り向いた。デッキチェアに座ったまま、セフィが寝息を立てている。

「食ったら即寝かよ。一応、マナカがそこにいるんだが……」

「別に、セフィになにかするつもりはないわよ。私の担当じゃないしね」

　マナカは軽く言っているが、デタラメではなさそうだ。これまでも、マナカが積極的にセフィを狙っている様子はなかった。

「ていうか、むしろセフィを狙っているのはクロウ君でしょ」

「俺おれは身体からだしか狙ってない！」

「威張って言うことかしら……」

　クロウにとっては普段から公言していることなので、申し訳なく言うことでもない。

「やれやれ、クロウ君はいつからそんな子になったのかしらね。子供の頃はもうちょっと純粋だったのに。私にも変な目は向けてなかったし」

「そりゃ、ガキの頃は大人の女にはさっぱり興味なかったからだよ。物心つく前からスカートめくりくらいはしてたぞ？」

「つく前からなの……？」

　さすがにマナカが呆あきれた顔をしている。

　実のところ、物心つく前かどうかは知らないが、つい最近再会した幼なじみからスカートめくりで深刻な被害を受けていたと責められたばかりだ。

「クロウ君と初めて会ったのはいつだったかしらねー」

「あん？　俺が弟で子し入りして、山ん中に連れて行かれてすぐだっただろ。あんたはしょっちゅう山に来てたんだしな。はっきりとは覚えてねえけど」

　初対面がいつか、となるとクロウにも難しい。というより、それどころではなかった。

「あら、冷たいのね。美人のお姉さんと会えた感動はそんなものだったの？　八年前っていえば、今のあんたと同じくらいの歳としだったのよ？」

「あの頃の俺は親父おやじを亡くしたばかりのかわいそーな子供で、怪物みたいなあんたの姉貴に弟子入りした直後だったんだぞ。ちょっと色気過剰な姉ちゃんと会った程度のこと、覚えてられるか」

「私、クロウ君に初めて稽けい古こをつけたときのこと、覚えてるわよ」

　マナカは飛び込み台の上で、片足でつま先立ちをする。

「あんたが弟子入りして二年近く経たってからだったかしら。まだこーんなに小さい頃だったわね」

　マナカは、今度は自分の腰こしのあたりに手をやった。

「まあ、ボコボコにしてやったけどね。殺さないように手加減するのが大変だったわ。私も人間に、それも子供に稽古をつけたのは初めてだったしね」

「……それは覚えてるな」

　まずはクロウが挑んでボコボコにされ、卑ひ怯きようにもラーシュがクロウの稽古を見てから挑み、またもや叩たたきのめされた。その日の夜、幼い剣けん士し二人の寝床はマナカの悪口でおおいに盛り上がったものだ。

「はは、嫌そうな顔ね。でも、それから一年も経たたずにあんたは私の剣を受け流せるようになったわ」

「手加減した剣、だろ」

「それでもたいしたものよ。少なくとも、あの時点で私の手加減した剣を受けられる十歳の子供は、あんたとラーシュしかいなかった」

「……なにが目的だ？　昔話をしたいわけじゃねえだろ？　俺おれを褒ほめるなんて、もっとありえねえ」

「褒めてないわ。本当のことを言ってるだけよ」

　マナカは、六つ並んだ飛び込み台の上をぴょんぴょんと渡っていく。

「別にいいでしょう。私とクロウ君は、多くの過去を共有してる。たまには、思い出話をしたってかまわないんじゃないの」

「俺は、おまえの姉貴を斬った男だ」

「私は、あんたを斬る女よ」

「…………」

　マナカは、クロウの逆ぎやく襲しゆうにも怯ひるまなかった。さすがは元七しち剣けんの一人である。

「なんなら、今すぐ斬り合ってもいいけど、クロウ君はそれを望まないでしょ？」

「ここは泳ぐための場所だな。ところで、俺は年上は好みじゃねえけど、美人で乳でかいお姉さんの水着姿は嫌いじゃない」

「なるほど、あんたの言うとおりね」

「は？　なんだ、本当に水着姿になってくれんのか？」

　首を傾かしげるクロウの視線の先で、マナカが着ていた赤いコートを脱ぎ捨てた。

　さらに続けて、制服の上着を脱ぎ、スカートを飛び込み台に落とした。

「ちょっ、おい。なにやってんだ!?」

「泳ぐところって言ったのはあんたでしょ。水着は持ってないけど、服を着たままっていうのも気持ち悪いからね」

　マナカはぽいぽいっと服を全部脱ぎ捨てて、あっという間に黒い下着の上下だけになってしまう。

　まだマナカがセイバーズ局長だった頃にも、クロウはマナカの着替えを見せられたことがあった。それどころか、一緒に風呂に入ったのだが。

「実はさすがにコートは暑かったのよね。さーてと」

　ぴょんっ、とマナカは空中で一回転してからプールに飛び込んだ。

「マジで水遊びかよ……なんか、ナメられてる気がするんだけど」

　クロウにとって、マナカは命いのち懸がけの斬り合いをした相手なのだ。そばにいれば、少なからず緊張するのだが、向こうはおかまいなしらしい。

「んしょ、んしょ……」

「って、日ひ奈な子こ！　おまえまでなにやってるんだ！」















　プールサイドで、日ひ奈な子こが制服を脱ぎ、下着姿になっている。シンプルで可愛かわいいブラジャーの下には、はち切れんばかりの巨大な二つのふくらみがある。

「だって、ここはちょっと暑いのです」

「そりゃ地下で窓もねえからな……って、そうじゃなくて！　泳がなくてもいいだろ！」

「クローはなにを興奮してるのです？」

「目の前で下着姿を見せられりゃ、興奮もす──それも違う！」

「違うのなら、わたしもダイブ・インなのです」

　日奈子がふらりと倒れ込むようにして、プールに飛び込んだ。ざぶん、と派手な水柱が立つ。

「あば、あば……！　当然のようにおぼれるわたしです！」

「そんな説明はいらん！」

　クロウも素早く上着を脱いでプールに飛び込み、日奈子の身体からだを支える。というより、彼女でも余裕で足が着く深さだった。

「……ぶはっ。た、助かったのです、クロー」

「足が着くところでおぼれるな……とは言わねえけど、泳げないなら飛び込むなよ」

「泳げるわけがないのです。わたしは、どこに出しても恥ずかしくない箱入り娘ですので」

「知ってるよ……」

　なにせ、生まれてから十五年間、太たい陽よう教きようの施設のある一室に閉じ込められて育ってきたのだ。泳ぐどころか、プールを見たこと自体初めてだろう。

「……まあいいや。遊びたきゃ、遊んどけ。たぶん、どこも足が着くから慌てなきゃ大丈夫だ」

「……いいのですか？」

「好きにしろ」

　クロウは中に着ていたシャツも脱いで、プールサイドに放った。

　遊んでいるような状況ではないが、十五歳になるまでプールに入ったこともない女の子に、遊ぶなとは言いにくい。

「やっぱり、クローは優しいですね」

　日ひ奈な子こが、クロウの顔を覗のぞき込みながら言う。

「アホなこと言ってないで、泳ぎ方でも教えてやろうか？」

「クロー、泳げるのですか？　確かクローも山育ちだったような」

「川があったんだよ。師せん匠せいやそこの黒い下着のねーちゃんに、何度も川に叩たたき込こまれたもんだ。虐待だぞ、ありゃ」

「ははは」

　クロウの皮肉に、マナカは笑っただけだった。風呂にでもつかってるように、マナカは気持ちよさそうにぷかぷかと浮かんでいる。

「……いじめられたほうは、いつまでも根に持ってるんだよ。ほら、手を持ってやるからバタ足してみろ」

「バタ足ってなんですか？」

「そこからかよ……」

「わたしもマナカみたいに、ぷかぷかと漂ただよっていたいです」

「まるで日奈子の生き方みたいだな……」

　クロウはぼやきつつ、プールから上がった。何日か前に使われたらしい、浮き輪がいくつか転がっている。一つを拾って、日奈子に投げつけた。

「そいつで浮かんでろ。楽しいぞ」

「なるほど、これは大発明なのです。人類の叡えい智ちとは素晴らしいものですね」

「この数十年で浮き輪をここまで褒ほめた人間は、日奈子だけだろうな……」

　日奈子は、浮き輪に腰こしを沈め、ふわふわと漂っている。表情の少ない彼女も、ずいぶんとご機き嫌げんそうに見える。

「いいですね、プールって……楽ちんなのです」

「…………」

　確かに、プールは悪くないな、とクロウは思ってしまう。

　布の面積は水着と下着でほぼ同じなのに、なぜこうもエロく見えるのか。クロウの周りは幸いなことに、スタイルのいい女性が多いが、やはり日奈子の胸のサイズは別格だ。張りがあって、丸く柔らかそうで、少し動くと小さく揺れる。

「はー。いいお水で──わぷっ！」

「おおいっ」

　日ひ奈な子こが浮き輪に座り直した瞬間、ぐらりと体勢を崩してまたもやプールへ落下する。慌てて駆かけ寄ろうとして、クロウは立ち止まる。

「こらこら、どんくさいわね。あんたは、人間の中でも飛び抜けて動きが鈍いようね」

「……わたしも鍛きたえれば、クローみたいになれますか？」

　マナカに支えられながら、日奈子はぼんやりと言った。

「無理よ。あのクソガキほど強くなるには──最高の師匠と、性格は最悪の女好きでもいいから素質とやる気がないとね」

「わたしはいい子なので無理ですか……」

「誰だれもそんなこと言ってないぞ」

　クロウは突っ込んだが、二人とも聞いていなかった。

「……ちぇっ。どうせなら俺おれが助けてやりゃ、よかった。合法的に日奈子に触れるチャンスだったのに。だいたい、マナカは変に甘いところが──」

　クロウは、ばっと顔を上げてマナカを見た。不意に、あることを思い出したのだ。

「そういや……師匠は俺を川に叩たたき込こもうが滝から落とそうが、自分で這はい上がってくるまで手助けなんてしないどころか、家でのんきに寝てるような人だけど」

「なによ、いきなり姉さんの悪口？」

「マナカは違った。ガキだった俺をボールみたいに川にぶん投げて、おぼれてたら助けに来たよな。マナカの木ぼつ剣けんが頬ほおにかすって血がどばどば出たときは、俺を抱えてふもとの病院まで走ったっけな」

「よく覚えてるわね。厳しくするのは師匠の役目だし、私が姉さんの弟で子したちを殺したりしたらヤバイでしょ」

「まあ、殺されかかったときのことだからな。覚えてるに決まってる。いや、それだけの話なんだけどな……」

　クロウは、プールサイドに腰こしを下ろした。

　下着姿の美女と美少女、二人の姿を見つめる。

「こらこら、あんまりじっと見ると、さすがに見物料を取るわよ」

「ついにクローがその気に……わたしも女の魅力が増したということですか」

「……アホか。おまえら、最悪のコンビだな。俺の手には負えな──」

　そのとき、唐突に電子音が鳴り響いた。全員が一斉に、音が鳴っている方向に視線を向ける。

「ケータイ？　セフィか？」

　クロウは、デッキチェアで寝こけているセフィに近づく。やはり、彼女のケータイが鳴っているようだ。

「おい、セフィ。セフィ、ケータイ鳴ってるぞ」

「クローが代わりに出てあげたらどうです？」

　プールから、日ひ奈な子こが声をかけてくる。

「人のケータイに出るなんて失礼だろ」

「人の胸を勝手に揉む人がなにを……？」

「クロウ君は複雑な男なのよ」

　下着姿の二人が勝手なことを言っている。

　クロウは気にせず、セフィの肩を揺すった。

「……ん？　んあ？　ケ、ケータイ？」

「ああ。鳴ってるぞ。シルフィ様かもしれねえ。出ておいたほうがいいだろ」

「う、うん」

　目を開けたセフィが頷うなずいて、制服のポケットからケータイを取り出した。

「もしもし、あたしセフィちゃん……じゃなくて、えーと……あ、ああ。リマ？」

　まだ、セフィはちょっと寝ぼけてるようだった。

「どうしたの、こんな朝早くに……って、え？　え？　えええぇぇっ!?　マジで!?」

「おいこら、セフィ。そんなフランクな口調で」

　リマ、というのは剣の学院の生徒で、セフィの友人だ。

「ちょっ、ちょっと待って！　なんでそんなことに！　それで状況は──って、聞こえない！　えっ、切れた!?　リマ、リマぁ!?　ああ、もうっ、ここ電波悪い！」

「……はい、セフィさん。落ち着いて説明をどうぞ」

　クロウは、ゆっくりと言って説明を促うながす。

「お、おおおおお落ち着けって言われても！　ああっ、どう言ったらいいのか！」

「リマが言ったとおりに言えばいいんじゃね？　いいから落ち着け」

　クロウはデッキチェアの前に屈かがみ込み、セフィの肩をぽんぽんと叩たたいてやる。

「う、うん……落ち着く……」

「それで、どうした？」

「……あの死し剣けん使つかい……サーラが剣の学院に来てるって。ロウの名前を呼んで、暴れ回ってるって……」

「セフィ、ケータイを借りるぞ」

　クロウは、セフィがまだ握にぎったままだったケータイを取り上げ、電話帳から一人の貧ひん乳にゆう少女の名前を呼び出す。なんとか電波は通じそうだ。

「……どうも、会長。今、どこにいる？　すっかり、あんたのこと忘れてて悪いけど、居きよ留りゆう地ちに来てるんだよな？　今すぐ合流したい。ああ、あんたのためにも急いだほうがいい事態が起きてる」

　クロウはイシュトに口を挟む隙すきを与えず、素早く説明した。

　もう、プールにいる露出過剰な美女のことは気にしていられなかった。

　同じく露出過剰な美少女のほうを抱えて、脇目もふらずに戻らなければならないようだった。





　イシュトが運転する車が、タイヤを激しくきしませながら剣の学院の校門に飛び込んだ。

　そのまま猛スピードで、校内を突っ走る。学院内の道は充分に広く、車で走ってもなんの問題もない──が、さすがにスピードを出しすぎだった。

「おっ、おい、会長。校内でそんなに飛ばすなよ！」

「黙だまってないと舌を噛かむぞ」

　イシュトは助手席のクロウには目もくれず、まっすぐ前を見ながらアクセルをふかし続けている。

　もっとも、ここの生徒に車にはねられるような間抜けはいないし、イシュトの運転技術も抜群だ。人間の職員もいるが、ひいてしまうようなことはないだろう。

「会長、中庭です」

「わかってる」

　後部座席からセフィが声をかけた。その横に座る日ひ奈な子こは、車内を占拠する星ほし崩くずしを邪魔そうにしつつも、黙っている。

　時刻は、朝の六時過ぎ。まだ早朝といってもいい時間だ。

　居きよ留りゆう地ちから剣の学院まではそこそこ距離があったが、幸いにして朝早いおかげで道はがらがらに空すいていて、たいして時間もかからずに到着できた。

「……いた！」

　イシュトが鋭い声を発する。クロウも、同時に中庭の異様な光景に気づいた。

　サーラの姿があるのは、わかっていた。着替えたらしく、新しいジャージを着ている。そのジャージの前を開き、色っぽいインナーを見せている他は逃げたときと変わりない。

　しかし──

「待て、なんであいつまでいるんだ……？」

「事情はあとだよ、少年。私たちの学院でこれ以上好きにさせてたまるか」

　イシュトはさらにアクセルを踏み、中庭に滑すべり込むようにして車で入り込んだ。中庭の芝生しばふがずたずたになってしまったが、それこそあとで気にすればいいことだ。

　車がストップすると、すぐさまイシュトが車内から飛び出し、クロウとセフィも続く。

「リンネ！」

　クロウは、駆かけ出しながら思わず叫んだ。

　リマが断片的に報しらせてくれた情報には含まれていなかった、もう一人の死し剣けん使つかいの姿が中庭にあったのだ。

「くうっ……！」

　リンネが小さな悲鳴を漏もらしながら、サーラの神シン鳴メイ刃ハを受け止め損ね、数メートル後方に吹き飛ばされる。

　倒れかけたところで、リンネは双そう頭とうの剣である銀ギン翼ヨクの片方の刃を地面に突き立てて体勢を立て直し、さらに追撃してきたサーラの神シン鳴メイ刃ハを弾はじき飛とばす。

「風の手よ、疾とく行ゆけ！」

　リンネは素早く左手をサーラに向け、叫んだ。風の術じゆつ法ほう──巨大な空気の塊が彼女の手から飛び出し、サーラに向かって直進する。

「ははぁっ！」

　サーラは笑って、軽く右手を振るった。光の球が二つ放たれて爆発し、リンネの術法の軌き道どうを逸そらして、空気の塊は空へと飛んでいってしまう。

　なにがあったのか定かではないが──リンネは、サーラと立ち会っていたらしい。

「ああっ、くそ！　どうなってやがんだ！」

　結局、学院に戻るまでの間、リマへの電話は繋つながらなかった。それどころか、学院の電話にも繋がらなかったのだ。

　ここまで混乱していたのなら──それも頷うなずける。

　中庭には、数人の剣けん士しが血まみれになって倒れている。おそらく、学院の警護に就いていた者たちだ。シルフィが送ったという剣けん姫きもいるかもしれない。腕うでに覚えのある者ばかりだったはずだが、サーラの前では無力に等しかったのだろう。

「先生！」

　イシュトが駆かけ寄り、そのうちの一人を抱き起こしている。どうやら、学院の教員もいるようだ。















　またか──と、クロウは唇くちびるを噛かむ。

　ついさっき、ブレイズの虐ぎやく殺さつを見せられたばかりだ。

　今度は、そのブレイズの一人がソーディを虐殺している──

「おやあ？　クロウじゃないか。ああ、やっと来てくれたのか。君に会いたくて会いたくてね。見当違いのところに来ちゃったかと、がっかりしてたところだよ」

「違うでしょ。ボクとやり合ってたところでしょ」

　リンネが、サーラを睨にらみつけながら言う。

　制服がボロボロになってしまっているが、元気そうではある。腹部に負っていたはずの傷も回復しているようだ。

「……二人とも、黙だまれ」

　クロウは、穏やかに言った。腰こしに差した日本刀の柄つかに触れることもなく、ただ無造作に歩いて行く。

「会長、まだ息がある奴やつがいたらさっさと連れて行ってくれ」

「いや、いないな。みんな死んでる。少年、私は──」

　イシュトは立ち上がり、ぎらりとサーラを睨みつける。

「会長、あんたが言いたいことはわかるよ。あんたはこの学院の会長で、俺おれたちより長くここに通ってるんだからな。その学院をこうもメチャクチャにされちゃ、許せねえだろう。でもな……」

　クロウは、さらに一歩一歩ゆっくりと進む。

「サーラは俺に用があるんだ。だから、俺が相手をする」

「確かに、私はあの死し剣けん使つかいを許せそうにない。だけど……君が死んだら、もっと許さないぞ」

「え？　俺が死ぬわけないだろ？」

　クロウは本気で驚きつつ言った。

　相変わらず、サーラはまるで『光コウ』の塊であるかのように、凄すさまじい圧力を放っている。剣けん聖せいヒョウカと並び立つレベルの、とてつもない怪物──

　しかし、クロウは怯ひるまない。負けるつもりはない。死ぬつもりも、ない。

「リンネ、おまえも聞いてたな。そいつの相手はこの俺だ。つーか、おまえ、あのあとどうしてたんだ？」

「ク、クロちゃん……」

　リンネは、クロウがすぐそばまで来ると、困ったような顔をした。

「うーんと、ボクにもよくわかんなくて。気がついたら、海のそばにいたんだよ。ボク確か、サーラお姉ちゃんにお腹なか斬られて、地面に転がってたはずなのに」

「海……？　どこに消えたかと思ったら。おまえ、やっぱりあのとき意識なかったんだな。まあ、無事でよかった。ケガは大丈夫なのか？」

　クロウはリンネに手を伸ばし、下心なしでセーターとブラウスをめくった。

「わうっ!?　ク、クロちゃん!?」

「ふむ……」

　確かに、もうケガはないようだ。つるりとした白いお腹なかには、傷痕一つ残っていない。服が破れ、血の跡が残っているが、すべて傷は塞ふさがっているようだ。死し剣けん使つかいの回復能力が戻ったのだろう。

「よし」

「きゃううっ！」

　ついでに胸に触れると、リンネはその場でぴょんと跳び上がった。

「ロウ！　あんたこの状況でなにやってんのよ！」

「ああ、思わず本能が……」

「クロちゃんはいつだって本能が前に出てくるよね……」

「そりゃおまえもだよ」

　クロウは、リンネが握にぎっている銀ギン翼ヨクの柄つかを拳こぶしでぽんと叩たたいた。

　リンネは無意識の状態で、七しち剣けん二人から逃れたのだ。死剣使いという剣けん士しの本能によるものだろう。

「でも、なんでここにいるんだ？　海からこんなところまで……」

「だって、クロちゃんのところに行かないと。どこにいるかわかんなかったから、もしかして剣の学院にいるかなーと思って」

「つまり、サーラと同じことを考えたわけかあ。死剣使い同士、考えることも同じだったかなあ？」

　サーラがおかしそうに言って、肩をすくめている。

「で、ばったりここで遭そう遇ぐうしちゃったってわけかよ」

「うん、サーラお姉ちゃん、クロちゃんが戻ってくるまでの暇ひま潰つぶしに学院を真っ平らにしちゃおうとしてたから……」

「暇潰しでとんでもねえこと考えやがるな」

　クロウは、サーラを呆あきれた目で睨にらんだ。サーラならば、この広い学院の建物をすべて破壊し、更さら地ちにすることなど難しくないだろうが。

「ははぁ。安心していいよ、クロウ。ここの生徒は一人も殺してないから。その前に、リンネに邪魔されちゃったからね」

「……そいつはよかった」

　犠牲者が出ている以上、喜べることではない。それでも、生徒たちが無事でよかったと思える。セフィに連絡してきたリマは見かけないが、生きているのだろう。

「リンネ、またおまえに助けられたな。俺おれたちの居場所を守ってくれて、ありがとうよ」

「あ、う、うん。それほどのことでも……」

　リンネは顔を赤くして、頭の後ろをぽりぽりとかいている。どうも彼女は礼を言われることに慣れていないようだ。

「でも、もういい。リンネ、おまえは休んでろ」

「えっ？　いやいや、そういうわけにはいかないよ！　ボクも戦うよ！　サーラお姉ちゃん相手に一人じゃ無理だもん！」

「……よっ」

「ぬはっ!?」

　クロウがさりげない動作で足を引っかけると、リンネはあっさり体勢を崩して倒れそうになる。クロウは素早く手を伸ばして彼女の背中を支えた。

「ってことだ。おまえ、もう限界じゃねえか。ブレイズがこのくらいで転ぶなんて」

「あ、あれぇ？　ボク、どうしちゃったの？」

「おまえ、サーラのバカみてえな必殺技をくらっただろ。やっぱ、あれで助かったのが奇跡なんだよ。傷の回復に全力を使い果たしちまったんじゃねえか？」

「そ、そういうことなのかなあ」

　リンネは首を傾かしげている。おそらく、彼女は重傷を負ったのは生まれて初めてなのだろう。未体験の事態に、自分でも理解が追いついていないと見える。

「……ところで、背中から回ってる手がボクのおっぱいに当たってるんだけど」

「ああ、これから揉むところだ。焦らされておねだりする顔を見たくてな」

「クロちゃん、ボクを痴女だと思ってる!?」

「あははははっ、なんなんだ君たちは」

　サーラが心からおかしそうに笑う。

「にしてもリンネ、君はばっかだねえ。ブレイズでもないクロウのほうがよくわかってるじゃないか。そのとおり、君は限界だよ。それでも、よくサーラ相手にがんばれたもんだ。見逃してあげるから、クロウの言うとおり、休んでるといい。はっきり言って、サーラは君を斬りたいわけじゃないんだ」

「……凄すごくやる気満々に見えたけど。ボク、ついさっきまで、けっこう派手にボコられてたけど。正直、あちこち痛くて泣きそうなんだけど」

「サーラは過去のことは都合よく捏ねつ造ぞうするんだ」

「とんでもないことを堂々と言い放つよね、サーラお姉ちゃん……」

「いやまあ、リンネがどうしてもやりたいなら止めないよ。そっちの緑の髪の子も、やる気ありそうだし、まとめてかかって来てもかまわない」

「……確かに君は強いようだけど、私もそこまで弱くはない」

　イシュトが殺気立って、前に踏み出そうとする。クロウは片手を広げて、彼女を制した。

「落ち着いてくれ、会長。サーラ、ずいぶん気前がいいな。さっきは邪魔が入るのを嫌がって逃げたんじゃねえの？」

「そうだけど、ほら……何度もあちこち行ったり来たりするの、面倒だからねえ」

「それは残念ながら、もの凄く同意だな」

　あちこち行ったり来たりはクロウも同じだし、セフィたちはさらにあちこちウロつくハメになっていたらしい。

　学院までの道のりで、イシュトは「私は運転手でもなければ、貧ひん乳にゆうでもない！」と、たいそう不満なようだった。胸のサイズは関係ないはずだが。

「だからさ、邪魔が入るならさっさと来てほしいんだ。あとで、ちょろちょろと何度も来られると面倒くさい」

「どうせなら、まとめて片付けたい、か……。俺おれはもちろん、わがままフリーダムもナイチチも簡単にはやれねえよ」

「わがままフリーダムってボク!?」

「最近、少年を串刺しにする夢を見るんだ……」

　後ろで二人の少女がなにか言っているが、クロウは気にも留めない。毒舌としてはストレートすぎた。クロウは、自分が余裕をなくしていることに気づいた。

　サーラと会うのは、これで三度目。見慣れるにはまだ早いが、それ以上に近くにいるだけでビリビリと感じられる彼女の圧倒的な戦闘能力には、一向に慣れない。

　こうしてサーラの正面に立っているだけで、クロウの背中には冷たい汗が滲にじんでいる。

「クロウのほうは、逃げるつもりはなさそうだねえ」

「自称いい女なんだろ？　いい女から逃げちゃ、男がすたるだろう」

「男がすたる、か。ブレイズにもソーディにもわからない言葉だね。男なんて、女が剣に恋する気持ちを忘れるのを待って、種付けしたいだけの連中だろ？」

「そこまで言われると、さすがにソーディの男が哀れになってくるな……」

　ちなみに、ソーディの剣に恋する気持ちは思春期の少女に一番強く表れると言われている。それ以降は、次第に薄れていくものらしい。個人差はあるそうだが。

「サーラは、人間の男は見直したよ」

「残念ながら、その認識はすぐにあらためることになるな。人間の男の中でも、俺は特別で最高だ」

「よくまあ、そこまで自分を持ち上げられるわね、ロウ……」

「クローは時々ビッグマウスさんになるのです」

「他人をおとしめ、自分は褒ほめる。そこだけ見ると、少年は最低なんだけどな」

「ク、クロちゃんは悪気はない……ことはないけど、口が悪いだけでいい人なんだよ。あれ？　悪気があって口が悪いんじゃダメじゃん？」

　セフィ、日ひ奈な子こ、イシュト、リンネの四人があっけに取られている。

「おまえらも、充分に口が悪いと思うけどなあ」

　少しずつ、クロウの精神が研とぎ澄すまされてきている。いつでも戦闘に入れるが、準備を整えておくに越したことはない。

「そうだねえ、クロウ。君を斬ったら、そこの子たちに恨うらまれるんだろうねえ、ははは」

「恨まれようが知ったこっちゃないって顔だな。まあ安心しろよ。てめえがセフィたちに恨うらまれることはねえから」

「それもそうかあ。クロウのついでに、その子たちもあの世に送ってあげるからね」

「やってみろ、このエロ女が」

　クロウはわずかに身体からだを沈め、腰こしの日本刀の柄つかに手を置いた。

「クロウにはエロがどうこうとか言われたくないなあ」

　サーラも応じるようにして、両りよう袖そでから飛び出している神シン鳴メイ刃ハを胸の前で構える。

「さてさて……」

　どくん、どくん、とクロウの胸の鼓動がゆっくり速くなっていく。

　湾岸で戦ったときのような、暴走状態にはなっていない。いつもと同じ、いつもの自分だ。

　肋ろつ骨こつと左足の負傷は完治にはほど遠くとも、リーゼのおかげでだいぶ楽になっている。普段どおりの立ち回りが可能だ。そう、なにもかもいつもどおり。

　剣けん聖せいヒョウカの弟で子し、剣聖の継承者──古コ流リユウの使い手、クロウだ。

　自分は自分のままで戦って、それで勝つ。なんの問題もない。

「クロウ……君は本当に面白い男だった。ヒョウカに育てられたというだけじゃない。君は不思議な力を秘ひめている。だから、ヒョウカは君を弟子にしたんだろうかねえ？」

「知るか。別に不思議な力なんかねえよ。俺おれはちょっぴり性欲過剰な、普通の十五歳男子さ」

「そうだねえ。時間があれば、クロウの命をいただく代わりに、サーラの処女をあげてもよかったかもなあ」

「今からでも、もらえるもんならもらうぞ？」

「ロウっ！」

　いちいち反応してしまうのが、セフィの可愛かわいいところである。

「でも、そんなことより斬り合いのほうがずっともっと楽しいよ。クロウ、また君は楽しませてくれるんだろう？」

「女の子を楽しませることに関しちゃ、手は抜かねえよ」

　じりじりと、クロウとサーラの距離が縮まっていく。

　相変わらず、心臓の鼓動は速い。しかし、心は波紋一つ立たずに静まりかえっている。

　暴走とは正反対の状態──勝てる気はまったくしない。

　それでも、落ち着き払っていられるのはなぜなのか、クロウにもわからなかった。

「いこうか、サーラ」

「いっぱい愛してくれよ、クロウ」

　すうっとクロウが前に踏み込んだ。同時にサーラも滑すべるように間合いを詰めてくる。

「…………っ」

　クロウは間合いを詰めつつ──ぐっと日本刀の柄を握にぎり、剣を鞘さや走ばしらせた。閃せん光こうのように飛び出した剣が、サーラの喉のど元もとを狙って軌き道どうを描く。

「つっ…………！」

　サーラはのけぞるようにしてクロウの斬ざん撃げきをかわし、不安定な体勢のまま神シン鳴メイ刃ハを振るう。

「うおっ！」

　クロウは既すでに引いていた剣を、胴どうを払いにきた神鳴刃に合わせて受け流す。ぱっと火花が散り、小さな金属音が鳴った。

「クロウっ……!?」

　サーラがわずかに驚いた顔をして、神鳴刃を弾かれた勢いを利用し、後ろに跳んで距離を取った。

　なにも考えずに剣を振るっているように見えて、サーラは熟練の剣けん士しである。一度刃を合わせただけで、わかったらしい。

　いや、クロウ自身も少しばかり驚いている。

「今の……古コ流リユウだったっけ？　ずいぶんと上う手まくサーラの剣をさばいたなあ。別に手を抜いた剣じゃなかったけど」

「おまえの剣をさばくたびに、腕うでがへし折れそうだったからな。今のはノーダメージだったよ」

　刃を合わせたときの音が小さかったのは、日本刀にも腕にも負担をかけずにサーラの剣を受け流せた証拠だ。

「夜の戦いから、これまでの数時間でなにがあったのかなあ？　突然パワーアップでもしたの？」

「そんな都合のいい展開があるかよ。単に、俺おれがおまえの剣に慣れたってだけさ」

　クロウは、いつもどおりの中段の構えを取った。

「強さと速さと、完璧な太た刀ち筋すじ。この三つを兼ね備えた剣を、こちとら七年も受け続けてきたんだ。てめえの剣も三拍子そろっちゃいるが、俺はそういう剣をよーく知ってるんでな」

「……その割には、この前の戦いではサーラにずばずばやられてなかったかなあ？」

「クセが違えば、読みづらいんだよ。でも、てめえとやり合うのもこれで三度目……アホでも太刀筋が読めてくるっての」

「サーラはまだ、クロウの太刀筋は読めない。未いまだに、いつ斬りかかってくるのかわからないよ」

「あったりまえだろ」

　クロウは、にやりと笑う。

「俺の剣は、相手に太刀筋を読ませない剣。おまえらソーディだのブレイズだのの、ただ強く速く振るだけの剣とは違う。強い剣士であるほど、相手を斬る気──斬ざん気きも強つえぇからな。剣のために生まれたおまえには、斬気を抑えることはできねえ」

「ははっ、そもそも、斬気を抑えようなんて発想がないからなあ」

　サーラもまた、不敵な笑みを浮かべた。剣が通じないと聞いても、少しも怯ひるんだ様子はない。

「あはは、あはっ、ははははは！　まー、別にかまわないけどねえ！　確かにクロウはサーラの太た刀ち筋すじが読めてるようだけど、だったら何度でも何度でも剣を叩たたき込こみ続けよう。いつまでさばけるかなあ？」

「てめえだって、読めねえ俺おれの剣をいつまでかわせるんだ？」

「さあ……？　やってみなくちゃわからないんじゃないかなあ？　男と女のことだし、身体からだの相性ってやつがあるからねえ」

　サーラはあくまで、ふざけて言う。ただし、言っていることは本気なのだろう。

　おそらく、本当にサーラはまだクロウの剣を読めていない。クロウの父がソーディと戦った過去の武芸者を長年かけて研究し、その研究成果を剣けん聖せいヒョウカが体現させ、七年かけて仕込んだ“〝読めない剣”〟だ。

　古コ流リユウは二度や三度の立ち会いだけで、読み解ける技ではない。

　サーラは、クロウの太刀筋は読めていないが、剣が当たる瞬間に、ギリギリでかわしている。死し剣けん使つかいの常軌を逸した反射速度のたまものなのだ。

「やってみなくちゃわからんっつーか、やるしかねえな」

「据すえ膳ぜんを食う気になったみたいだねえ。ふふふふふっ」

　クロウは駆かけ出し、サーラも同じタイミングで前に踏み出す。

　クロウが日本刀を横に薙ぐようにして振り、サーラは右手の神シン鳴メイ刃ハを鋭く前に突き出してくる。

　キィンッ、と硬質な音とともに二人の刃がぶつかり、弾ける。

「うおおおおっ！」

「クロウっ……！」

　再び、クロウとサーラは踏み出し、刃を交える。互いの急所を狙った斬ざん撃げきは軌き道どうを逸それ、振り抜いてしまう。

　だが、クロウの腕うでには衝撃が響かない。やはり、昨夜の立ち会いとは違う。クロウはサーラの太刀筋が読めてきている。

「面白いなあっ、クロウぅぅっ！」

「てめえこそ、なに面白いことしようとしてんだっ！」

　サーラが左手を掲げようとして、クロウはすぐさまその手を斬り払った。手首のあたりをざっくりと斬り裂さき、血しぶきがぱっと飛び散る。

「ちぃぃっ！」

　サーラはなぜか嬉うれしそうに笑いながら、左手を引いた。ほとんど切断されかけた手首が、既すでにくっつき始めている。

「術じゆつ法ほうなんか使わせるかっ！　もう爆発はごめんだな！」

　クロウは構えを取り直しながら吠ほえる。

　サーラの術じゆつ法ほうは、他のブレイズと異なり、タメがほとんどなく、いきなり放たれる。気づいたときには爆発して、ミンチにされてしまう。

　しかし、爆発の術法もなんの予備動作もないわけではない。さっきのように、手を掲げて相手に向けて放つものだ。遠方から放たれてはかわしづらいが、剣先が届く範囲にサーラがいれば、その放つ動作を途中で止めることは充分に可能だ。

「あんなもん、二度とくらってたまるか。今度は腕うでを斬り落とす！」

「はははぁっ、やる気ありすぎだねえ、クロウっ！　そうだよ、もっとがっついてきてっ、もっとサーラをほしがってっ！」

「そうさせてもらおうっ！」

　クロウは古コ流リユウの太た刀ち筋すじで剣を振るい、サーラの胴どうを払う。やはり、刃がサーラの肌はだに触れるか触れないかのところで、かわされてしまう。

「そんな優しく触れたって、サーラは感じないよっ！」

「ああ、それでいい！　俺おれもこういうときは女にもガンガン動いてもらいたいね！」

　クロウはサーラに向けて軌き道どうの読めない剣を振り、死し剣けん使つかいの完璧な太刀筋の剣を払い落とす。

　続けて二人の剣がぶつかり、火花が激しく散って、銀色の剣けん閃せんが同時にいくつも奔はしる。

「うおおおおおおっ！」

　クロウは再び吠ほえ──その肉体から、光こう身しんの白い光が溢あふれ出す。

　古流の剣が加速し、サーラの肉体に傷を刻み込んでいく。

　最初から勝ちなどありえない戦いに──クロウは、すべてを忘れてのめりこんでいった。





「やれやれ……あのガキは、本当に死にたいのかしら」

　中庭から数百メートル離れた、剣の学院の講堂──

　剣の稽けい古こ専用に使われるその建物の、屋根の上にマナカの姿はあった。

　腕組みして、クロウとスイサーラの斬り合いをじっと見つめている。

　剣の学院からの連絡を受けて、クロウたちは慌てて戻っていったが、当然マナカは同行しなかった。

　しかし、一人でプールで遊んでいても面白くはない。

　自分でも理解できないことではあるが、なぜかマナカは学院に足を運んでしまっていた。

　別に、スイサーラがなにをしようが、剣の学院がどうなろうが、マナカの知ったことではなかった。

　以前は、彼女の標的である七しち剣けんの一人、絶ぜつ剣けんシュナークがここを警備していたが、今は見当たらない。

　マナカがここでやるべきことは、特にないのだが。

「光身は自分の寿命を削るかもしれないって話をころっと忘れてるの？　それとも、覚えてて使ってるの？　後者のほうがバカね」

　だが、元々クロウにとっては絶望的な戦いだ。

　少しでも勝てる確率を上げるために、光こう身しんを使うのはやむをえないところだろう。使わなければ、寿命どころではなく今ここで死ぬのだ。

「勝てなくても、せめて一矢報いる……？　いえ、そんな殊しゆ勝しようなガキじゃないわね。本気で勝ちに行ってるんでしょうね……やっぱりバカだけど」

「あんたは独り言が多いね、マナカ」

　突然、近くから聞こえた声にもマナカは驚かなかった。視線をちらりと横に動かす。

「ひとりぼっちなのよ、私は。でもたまにはしゃべらないと、声が出なくなっちゃうわ。ところであんたも、けっこう神出鬼没なのね、ラーシュ」

「みんな、あちこちちょろちょろしてるよ。俺おれだけじゃない」

　ラーシュもまた、同じように腕うで組ぐみして立っている。講堂の屋根はかなり急に傾いているが、もちろんふらつくような様子もない。

「マナカこそ、どうしてこんなとこにいるんだ？　反乱やめて、学院の教師にでもなるのかな？　ちょうど、何人か欠員が出たみたいだけど」

「生意気なガキたちのおもりなんてごめんよ。弟で子しだって取らなかったのに」

「そうだね。マナカは教育者には向いてない。非情に徹しきれないだろうからね」

「……あんたまでそんなこと言うの？」

　マナカは心外だった。

　自分が優しいとか甘いとか、考えたこともなかった。無用に残ざん酷こくだとも思わない。だが、必要とあらば誰だれであろうと斬る覚悟はある。

　たとえそれが、敬愛する姉の弟子であろうと。

「そういえば、ラーシュ。あんたともまだ決着がついてなかったわね」

「いいや、別に俺は決着にはこだわらないかな」

　ラーシュはとぼけた調子で言った。こういうとぼけたところは、ラーシュとクロウはよく似ている。師による教育の影響だろうか。

「あんた、あれだけざくざく斬られておいて、私を恨うらんでないの？」

「ブレイズじゃあるまいし、憎しみで戦ったりはしないね。そんな余計な感情は、剣を鈍らせるだけ──師せん匠せいならそう言うよ」

「……ラーシュ。前から気になってたわ」

「ん？　なにが？」

「あんたは、なにか知ってるんじゃないの？　姉さんが──どうなったのか」

「もの凄すごい、今さらの質問だね」

　ラーシュは軽く笑って、肩をすくめた。

「私は、姉さんが消えた頃──ほとんど山には行ってなかった。セイバーズの仕事が立て込んでたからね。だから、あの頃のことを知ってるのは姉さんとその弟子たちだけ。でも、姉さんは死──いなくて、クロウ君も覚えてないっていうのは本当でしょう。となると、知ってるのはあんただけってことになるわ」

「そう言われてもね。マナカ、あんたもご存じのとおり、俺おれはクロウと違っていつも師匠にべったりだったわけじゃないよ」

　そのとおり、マナカはそのことを知っている。

　クロウは一日も休むことなく剣けん聖せいと立ち会い、何度も叩たたきのめされて腕うでを磨いていた。

　それに対し、ラーシュは剣聖に稽けい古こをつけてもらったあとは、数日間一人で剣を振り、どうやって師の剣と渡り合うか考え、再び挑むということを繰り返していた。

　マナカが山に行って数日姉のところで過ごしても、ラーシュの姿を見かけないということは珍しくなかった。

「だから、知らないよ。クロウの様子がおかしかったのはあるけど、まああいつは普段からまともとは言えないけどね」

「……どうも、あんたの言葉は信用できないわ。説得力があるのが逆に怪あやしいわね」

「そんな、裏の裏を疑うたがうようなこと言ってたら、誰だれも信じられないでしょ？」

「少なくとも……ラーシュ、あんたは信じてないわよ」

「嫌われたもんだね。まあいいさ。俺はあんたの疑問には答えられない。決着をつけたいというなら──それでもいい」

　ラーシュはすらりと腰こしの愛剣、獣じゆう斬ざんを抜いた。かなりの長ちよう剣けんで、刃も分厚い。その刀身からは黒い煙のような、彼独特の光こう刃じんが噴き上がっている。

「せっかくだけど、悪いわね。先約がある奴やつが──お越しになったみたいよ」

　マナカは、親指でラーシュの後ろを指してみせた。ラーシュもすぐに気づいたのか、苦笑して獣斬を鞘さやに収める。

「マナカ……貴様も来ていたのか。暇ひまなことだな」

　講堂の屋根の上に現れた第三の人物──剣けん帝ていアミラルは、無防備な状態で立ち尽くしていた。

　服装は昨夜と同じだが、どこかで治療を受けたらしい。切断された右腕には手当てが施ほどこされているようだ。

「アミラル、あんたこそなんでここに……って訊きくまでもないか。スイサーラを追っかけてきたのね。執しゆう念ねん深いこと」

「だが、先を越されたようだな。またあの剣聖の弟で子しか……」

　アミラルはぼんやりとつぶやく。その目は、どこか遠くを見ているようだ。

「あら？　今度は、あの二人の戦いに割り込まないの？」

「はんっ、三人での斬り合いもなかなか面白かったが、二度やることではない」

「意外と普通の感性も持ってるのね、あんた」

「目的を思い出しただけだ。我の目的は、剣聖か剣聖に勝る力を持つ者と戦うことだ。死し剣けん使つかいと剣聖の弟子、どちらかが勝つのを待ってからでも遅くはない」

「……ずいぶんと、あんたにしては気長なことね。あの二人の戦いはけっこう長引きそうだけど、あんたもわかってるわよね？　どうしちゃったの？」

　マナカは、特に剣けん帝ていアミラルと親しかったわけではない。というより、アミラルと親しい者などいるのかどうか。

「どうもしていない。暇ひま潰つぶしの相手なら、そこにいるからだ」

「あら、私のこと？　それともラーシュのこと？」

「どちらも同じだ。二人とも同じ目をしている」

　アミラルは、変わらず遠くを見たままだ。

「マナカ、貴様も剣けん聖せいの弟で子しその１も、ここにいるのは自分のためではない。我と戦いたいからでもない。貴様らは……誰だれかのために剣を執ろうとしている。ソーディにあるまじきことだ……だから、つまらなくはない」

「素直じゃないわね、面白いって言えばいいのに」

　マナカは笑って、小さく首を振った。

　ラーシュはなにも言わない。彼は動機はともかく、クロウのために動いていることは確かだ。

　ならば、自分はどうだろう、とマナカは自問する。

　剣聖ヒョウカに育てられた、人間でありながらソーディを超えた少年。

　マナカがもっとも尊敬する姉と同じ太た刀ち筋すじの剣を振るう剣けん士し。

　サーラとの戦いを目にして、マナカはクロウの本当の姿が見えた気がしている。彼は、彼こそが──剣聖ヒョウカが生きた証あかしのように思えてしまうのだ。

「私には、わからなくなった。クロウ君を憎んでいるのか、そうでないのか……」

「おや、俺おれが知らない間にマナカも妙な方向に変わってたんだね」

「黙だまってて、ラーシュ」

　もう一つ、剣聖の弟子たちの共通点を思い出した。余計な軽口が多いところだ。

「わからないうちは……誰にもあの子を斬らせはしないわ。スイサーラにもやらせはしない」

「マナカ、貴様が弟子その２と死し剣けん使つかいの邪魔をするつもりなら、まずは貴様で暇潰しをすることになる」

「それでいいわ。私は、クロウ君を斬らせないために戦う。あんたは暇潰しで私と戦う。どうせ、バカを極きわめた七しち剣けんと元七剣。酔すい狂きようでは誰にも負けない二人よ。せいぜい、バカをやってやりましょう」

「さすがは剣けん将しよう。わかっているようだな」

　剣帝アミラルは、腰こしに差した剣を左手ですらりと引き抜いた。さらに、肩から二本の『光コウ』の触しよく手しゆを伸ばし、さらに二刀を構える。

「あら、いきなり全力ってわけね」

　マナカも愛剣の舞まい姫ひめを抜き、鞘さやの逆側からもう一本の舞姫も引き抜く。

　今日のアミラルはどこか様子が違うが、手加減できる相手でないのは間違いない。

「ラーシュ、あんたも文句はないわね？」

「あんたらの戦いを止める理由はないね。マナカと戦わなくて済むし、楽できればそれに越したことはないね」

「そいつはけっこう。勝ったほうの背中を斬りつける準備はきちんとしておきなさいよ」

「そのあたりは、抜け目なくてね」

　冗談か本気かわからないのも、ラーシュという少年だ。

　もっとも、そんなことはどうでもいい。抜け目のない彼は、七しち剣けんクラスの戦いに無理に割り込むようなマネはしないはずだ。

　すうっ──と、マナカとアミラルは示し合わせたかのように同時に動いた。

　マナカは一気に剣けん帝ていのふところに飛び込むと、二本の舞まい姫ひめを振るった。一刀はアミラルの喉のどを、もう一刀は失われた右みぎ腕うでの付け根──脇わき下したの動脈を狙う。

「ふんっ……！」

　アミラルは余裕で触しよく手しゆの二刀を振って、マナカの剣を払い落とす。ゆったりとした剣でありながら、完全に無駄をなくした剣帝の斬ざん撃げきはマナカの神速の剣にも対処できるのだ。

「貴様の速さも、もう見慣れたわ！」

　アミラルは左手の剣をまっすぐに突き出してくる。これも遅いが鋭く、簡単にかわせそうなのに、自分から刺さりにいってしまいそうな錯さつ覚かくさえ覚える。

「慣れたのはこっちも同じよ、剣帝っ！」

　単純な計算で、二刀と三刀──剣を止められてしまえば、不利になるのはマナカのほうだ。だが、マナカの斬撃は止められることが前提──既すでに彼女は次の動作に入っている。

「乱みだれ舞まい姫ひめ・双そう剣けん──」

　一瞬で、マナカの姿が七人に分裂する。

　さらに、分裂しつつマナカは再び鋭く二本の剣を振るった。マナカの姿も彼女の剣も、目視することなどかなわない、神速をも超える剣だった──

「ぬああああっっ！」

　アミラルが気合いとともに、三本の剣で弧を描くように斬撃を放つ。七人のマナカの二本の舞姫を、アミラルの剣が次々に弾いていく。

　だが──

「ぐううっ、マナカぁっ……！」

　マナカの剣が、アミラルの胸元を斜めに斬り裂さいた。肉がざっくり裂け、血がばっと噴ふき出だす。

　アミラルは深々と斬られながらも三刀を振るい、マナカに斬りつけてくる。マナカは刃を打ち合わせ、弾かれた勢いで後ろに跳んだ。

「さすがは、剣けん聖せいに次ぐ剣けん士しと言われただけのことはあるわね。身体からだを真っ二つにしてやるつもりだったのに」

「ふんっ、大技といえども見るのは二度目だ。そうそうくらうものか……！」

　傷は深く、出血も少なくないのに、アミラルは体勢を崩してすらいない。

「では、次は我の番だな。あの死し剣けん使つかいのおかげで、見せ損ねていた。この剣けん帝ていの奥義を見せてくれよう」

「四刀流から放つ奥義があるんだったわね。でも、一刀がないように見えるわよ？」

「なんの遜色もありはしない……」

　アミラルは、胸から血を流しながら不敵に微笑ほほえんだ。

　肩から生えた白い触しよく手しゆが、強く白く輝いている。あの触手は、剣帝の腕うでと同じパワー、同じ精度で剣を操れるのだ。

「そういえば、まだ紹介をしていなかったな。我が剣の名は“〝覇ハ剣ケン帝テイ刃ジン”〟」

「いえ、さすがに知ってるわよ。たいそうなお名前よねえ」

　アミラルの剣自体は両刃の長ちよう剣けんで、それほど特殊な形ではない。四本も持っているということがあまりに特殊なのだ。

「くらって、死ね。我が奥義──“〝四し閃せん十じゆう字じ斬ざん”〟」

　アミラルが、剣を握にぎった二本の触手を横に広げ、左手の剣を高々と掲げた。おそらく、右腕があれば四本の剣で十字を形作れたのだろう。

　ぞくぞくと、マナカの背筋に寒気が走った。

　アミラルの身体からだから強力な『光コウ』が立ち昇のぼり、講堂の屋根を吹き飛ばしそうなほどだ。マナカの『光』も強さや量では劣おとっていないが、こうして自分に匹敵する『光』を目の前にすると、平静ではいられない。

「乱みだれ舞まい姫ひめっ──！」

　しかし、マナカはすぐに心を静め、つうっと滑すべるように動いた。

　既すでに二度見せた奥義を剣帝ほどの相手に使うのは危険すぎる。

　だが、アミラルの未知の奥義に対抗する手段は他にない。七しち剣けんと元七剣の、最大奥義のぶつけ合い──普通にいけば、結果は相あい討うち。ただし、マナカは既に奥義を見られている。

　勝算は薄くとも、乱舞姫はマナカが長い修行を重ねて磨き上げてきた技だ。その技を、マナカはなによりも信じている。

「面白いっ、マナカぁっ！」

「私は面白くないわっ！」

　七人に分裂しながら、マナカは剣帝アミラルに斬りかかっていく。

　アミラルもまた、三本の剣を構えながら立ち向かってくる。

　一画足りない十字に覇剣帝刃を構え、三本の剣をゆっくりと回転させ始め──

「なっ……！」

　マナカは目を大きく見開いた。

　アミラルの三刀が渦うずを巻くようにして回転している。それはいつものアミラルの剣と同じようにスローな動きだったが、まるでその渦に吸い込まれていきそうな──

　それでも、マナカは怯ひるまない。地面を蹴けり、高速で動き続け、七人に分裂したままアミラルに向かって舞まい姫ひめを振る。

　限界を超える速度──足の筋や血管がちぎれそうなほどに力を込める。アミラルにはマナカの残像がかすんで見えていることだろう。

「ぐうううっ……！」

　吸い込まれるならそれでもいい。ズタズタに斬り裂さかれる前に、舞姫で切り刻んでやればいいだけだ──

「……………………っ！」

　一瞬──まさに一瞬だった。

　マナカは神速の動きの中で獲物を捉える視力も、充分に鍛きたえ上げている。視野も広い。その視力のせいか、それとも無意識に気にしてしまっていたのか。

　視界の端に、クロウの姿が映り──彼がわずかにサーラの剣を受け流し損ねて、左肩を斬られてた。その飛び散った血のしずくの数すら、マナカにはわかってしまった。

　刹せつ那なの油断は、マナカの動きをほんのわずかに揺らせてしまい──剣もまた、少しだけ逸それた。

　マナカは剣けん帝ていの奥義に吸い込まれていき、スクリューに巻き込まれるように覇ハ剣ケン帝テイ刃ジンに斬られていく──

　肉がえぐれ、派手な血しぶきが舞い、空気が激しく震えて爆発のような衝撃波が発生し、マナカもアミラルも後方に吹き飛んだ。

　衝突の余波だけで講堂の屋根にいくつも深い裂け目が走り、タイルが何十枚も剥はがれて飛んでいく。

「ぐ……うぅっ……！」

　マナカは後方に飛ばされながら、かろうじて着地し、がりがりと屋根を削りつつなんとか落下を免れた。

　全身にいくつも深い刀とう傷しようが走り、血が溢あふれ出している。傷口は熱く燃えるようで、まともに立っていることすらかなわない。

「さすが、大口ばかり叩たたくバカ野郎だけど、七しち剣けんの奥義ってだけはあるわね……」

「……正直、呆あきれたぞ」

　つかつかと、アミラルが近づいてくる。彼女のほうも乱みだれ舞まい姫ひめを多少くらったらしく、また胸に数本の傷が走っている。

「マナカ、一瞬よそ見をしたな？　貴様ほどの剣けん士しがなにを考えているのか知らんが……いや、よそ見をしておいて我の十字斬をくらって生き残り、なおかつこれだけの手傷を負わせてくるとは。たいしたものだ、貴様は……」

「やっぱり、あんたは変なところで素直ね。それだけ傲ごう慢まんなくせに、人を褒ほめられるというのはおかしな話だわ」

「貴様がそれだけのことをやったのだ。誇るがいい」

　ぐらり、とアミラルの膝ひざがくずれかけ──かろうじて立て直した。どうやら、剣けん帝ていのダメージもそれほど小さくはないらしい。

「……っ、よっ……と……」

　マナカも気合いを入れながら、立ち上がる。たったそれだけの動作に、全身の力を込めなければならなかった。

「無理をするな、マナカ。ケガだけでなく、さっきの乱みだれ舞まい姫ひめで全身へのダメージもあるだろう」

「素直なだけじゃなくて、博愛主義にも目覚めたの？　立たなきゃ、あんたを叩たたっ斬れないじゃない」

「この状況でもまだあきらめないか……。褒ほめるべきか笑うべきか迷うところだな」

「ははっ、あんたでも迷うことなんてあるのね」

　笑うだけでも力が必要だ。油断すると、すぐにでも意識が飛びそうになる。あるいは、このまま気絶すれば二度と目覚めないかもしれない。

「アミラル、あんたが迷ってるうちにちょっと、よそ見の続きをさせてもらっていいかしら？」

　マナカは、アミラルの答えを待たずにくるりと横を向いた。数百メートル先で、クロウとサーラの戦いが続いている。さっきの肩の負傷はなんでもないようで、クロウの動きに変わりはない。

　あちらも盛り上がっているところらしく、元剣けん将しようと剣帝の奥義がぶつかったことなど誰だれも気づいていないようだ。

「ねえ、ラーシュ？」

「なにかな？」

　またもや抜け目なくラーシュは逃げていたらしく、二人の奥義の余波で屋根がメチャクチャに砕けたにもかかわらず、彼は無傷だった。

「クロウ君の動き、どう思う？」

「いい動きだ」

「簡潔でわかりやすい答えね。でも、あんたにはこう言ってもらいたいわ。姉さんの剣を思い出す動きって」

「そうとも言うね」

　ラーシュはなんでもないように言った。彼には、別に意外なことでもないのだろう。

　クロウの動きは、まぎれもなく剣けん聖せいヒョウカと同じものだ。もちろん、パワーとスピードでははるかに劣おとっている。その分は、古コ流リユウの技で補っているのだ。

「クロウ君は……やっぱり、姉さんが育てた男ね」

「俺おれも一応そうなんだけど」

「あんたは自分の流儀で、姉さんと戦うために鍛きたえてきたんでしょう。姉さんの剣を学んだクロウ君とは違うわ」

「ああ、もちろん知ってるよ」

　やはり、イラつかせてくれる少年だった。アミラルがいなければ、すぐにでも斬ってやりたいくらいだ。

「ところで、そろそろ斬らせてもらってもいいか？」

「ああ、アミラル、悪いわね。ええ、結論はもう出たわ。よそ見をしただけの価値はあったみたいよ」

「……なんの話だ？」

「クロウ君の剣は、剣けん帝ていアミラルの奥義を前にしているときでも、私の目を引きつけてやまない──それくらい、姉さんの剣を自分のものにしているということよ」

「剣けん聖せいヒョウカの剣？　自分のものにすることなど、人間はもちろんソーディにだってできはしない」

「それなら、私も迷わずにいられたのにね。いえ──もう迷いは消えたわ」

　マナカは、左手で握にぎっていた舞まい姫ひめを投げ捨てた。

「なんのマネだ、マナカ？」

「姉さんは私に剣を教えてはくれなかったわ。でも、時々アドバイスをくれた。二刀流が合うだろうと言ってくれたの。姉さんに追いつきたくて必死だった私は、そのアドバイスどおりに二本の剣を使い続けてきたわ。だけど、それも終わり。今の私はもう、姉さんのあとを必死に追いかけてきた頃の私じゃない。そろそろ、自分で見つけた剣を振るうべきときね」

「今頃、姉離れか？　貴様、いくつになった？」

「勘かん弁べんしてよ。私は親の顔も知らないのよ。育ててくれた姉さんを好きになるのは当たり前のことでしょ？」

「……そうだな。あれだけの女が姉では、貴様がまともでいられなくなるのも必然だ」

　アミラルは、再び三本の剣を十字に構える。

　ボロボロのケガ人が相手でも油断など微み塵じんもなく、最大奥義でマナカを葬るつもりだ。

「貴様は決して姉の栄光の影に隠れるような剣けん士しではない。この剣帝が保証してやろう。安心して逝いけ」

「安心はしてるわよ。今の私の心に迷いはないわ──」

　マナカは優しく微笑ほほえんでみせた。

　右手の舞姫を強く握りしめ、ゆっくりと前に踏み出す。

　止まらない、もう止まれない──

　傷だらけの身体からだが、今までにないほど素早く、力強く動いていく。

「なにっ……!?」

　アミラルが驚きよう愕がくに目を見開いた。

　マナカがまた七人に分裂し、既すでにボロボロだった両足がちぎれるほど力を込め、さらに加速、加速、加速──

「消え……!?」

　アミラルがさらに大きく目を見開く。抜群の動体視力を持つマナカですら、視界の中でアミラルの姿がかすみ、ぼやけて見えている。

　どうやら、アミラルの目にはマナカの姿が映っていないようだ。それほどまでに、マナカのスピードは限界を超え、神速をも凌りよう駕がしていく。

　敵を巻き込むように回転しているアミラルの剣をすり抜けるようにして、マナカは剣けん帝ていのふところに入り込み──

「終ついの舞まい姫ひめ──！」

　マナカはつぶやきながら、上段から剣を振り下ろした。工夫もなにもない、ただ突撃の速度を活いかした最速の一撃だった。

「…………っ」

　剣帝アミラルの口から、言葉にならない声が漏もれた。肩から生えていた二本の触しよく手しゆが、ぱっと散った。

　おそらく、アミラルの四し閃せん十じゆう字じ斬ざんは一分の隙すきもない、回転する剣で防御しつつ攻撃する技だったのだろう。

　だが、彼女の腕うでは一本失われている。アミラルもその欠けた一本の腕と剣をカバーしながら奥義を放ったはずだ。それでもほんのわずかだけ──隙が生じてしまったのではないか。

　その隙を、マナカは見逃さずに最速の剣で振り抜いた。

　気負いもなにもなく振るわれたその一撃は、風よりも速く、水のようにするりとアミラルの三本の剣をすり抜けて──剣帝の身体からだをまっすぐに斬り裂さく。

「ふ、はっ、ははっ……」

　アミラルは笑いながら、剣を捨ててマナカに縦に斬られた傷を片手で押さえた。確認するまでもなく、内臓に達している傷だった。

「いったい、なにがあった……？　なぜ突然、スピードがはね上がった……？　貴様は、我に斬られる前とはまるで別人だ。いや、そんなことは……どうでもいいか。貴様の技が、我の技を超えた。それだけのことだな……」

「アミラル、あんたは強いわ。本当に……強い。剣けん聖せいに次ぐ実力者、というのを認めてやってもいいわ。ところで、私は前にクロウ君に言ったことがあるの。剣聖の弟で子しが無様に負けることは許さないってね」

「なんの話だ……？」

「私自身にも言えることだわ。あの姉さんの妹が、負けるわけにはいかないの。姉さんと血を分けた者、姉さんの技を継ついだ者は負けることを許されないわ」

「ならば……ぐぅっ」

　アミラルは、血を吐きながらも笑って言った。

「ならば、ヒョウカと同じ血を持つ者と奴やつの技を継いだ者が戦えば……どうなるのだ？」

「強いほうが勝つわ」

　マナカは再び微笑ほほえみ、舞まい姫ひめを振って刀身についた血を払った。

「……姉妹そろって気に入らない奴やつらだ……。ブレイズだというが、貴様らはどこから現れたのだ……？」

「湧わいて出たみたいに言わないでよ。でもそうね、こんな姉妹も珍しいでしょうね。私たちは、いったいどこから来たのかしら。もし姉さんに会えたら訊きいておくわ」

「ふん……まあいい……そこそこ、楽しかったからな……」

　アミラルの身体からだがぐらりと後ろによろめき──傾いた屋根の向こう側へと倒れていき、そのまま下へと落下していった。

「……さようなら、剣けん帝ていアミラル。私も……楽しかったわ」

　どさり、とアミラルが地面に落下した音が響いてきた。

　あの誇り高き剣けん士しが地面に倒れたままなど、本人にはとても許せないことだろう。できれば、アミラルを人目につかないところに移動させてやりたいが、マナカもすぐには動けそうにない。

「……で？」

「で？　っていうのはなにかな、マナカ？」

　マナカはわずかに顔を動かして、ラーシュに目を向ける。

「というわけで、私が勝って、おまけにボロボロよ。斬るチャンスは今しかないわよ」

「それも面白そうなんだけどね。そうもいかないようだよ」

「……どういうこと？」

　ラーシュは、マナカではなく別の方向に視線を向けていた。その先から──剣と剣がぶつかり合う金属音が響いてきている。

「確かにクロウは、師匠の剣を振るって古コ流リユウで身体能力の不足を補ってる。だけど……やっぱりダメか」

　ラーシュの声は落ち着き払っているが、いつもの人をくったような態度ではなくなっている。

「師匠に届かないパワーとスピードを補うには、クロウの古流はまだ足りない。少しずつ──確実に追い詰められてる。このままでは……」

「……クロウ君」

　マナカは限界を超えた動きのせいで、まともに動かない足を引きずって、少しでもクロウたちがよく見える位置へと移動する。

　確かに、ラーシュの言うとおり──わずかずつではあるが、クロウが劣勢に陥おちいりつつあるようだ。

「私は、勝ったわよ……。クロウ君、こんなところで死ぬんじゃないわよ……」

「それは、望み薄だね」

　ラーシュの冷たい声が響く。声とは裏腹に、彼は薄く笑っている。

「あんたはどうするつもりなの、ラーシュ？」

「マナカ、あんたの弟で子しになってもいいよ」

「は？　なに気色悪いことぬかしてんの？」

「ただし、クロウがいない世界に生きる意味を教えてくれるならね……」

「……あんた、やる気なの？」

「いよいよ、となったらね」

　マナカにも、ラーシュの意図はすぐに理解できた。彼は、勝てる見込みはなくてもクロウに助すけ太だ刀ちするつもりなのだ。

「１＋１が２にならないのは百も承知だよ。クロウはギリギリのところでなんとか渡り合ってる。俺おれが加わったら、逆に危険になるかもしれない。それでも、なにもせずに死ぬよりマシだね。俺の自己満足のために、クロウには死が数分早まるのは我慢してもらおう」

「あんたが加わるより先に、今にも飛び出しそうな子たちもいるけどね」

　死し剣けん使つかいスイサーラを前に、剣けん聖せいの継承者の命は風前の灯ともし火びだった。

　クロウから少し離れたところにいる三人の少女──セフィ、日ひ奈な子こ、リンネ。

　彼女たちはいつまで黙だまっていられるだろうか。










４章　剣の舞い、光のかなた





　ざくり、と右の二の腕うでを神シン鳴メイ刃ハが浅く斬り裂さいていく。

　血が飛び散り、鋭い痛みが走って、かすっただけなのに全身に鉄球で殴なぐられたような衝撃が走る。それでも、クロウは意に介さなかった。

　というより、痛みなど気にしていられる状況ではない。そこに気を取られてしまえば、今度は死に繋つながる苦痛に襲われることになる。

「ヘイヘイ、クロウ。さっきからまったくそっちの剣が当たってないよ！」

「じらすのが好きなんだよ！」

　こんなときにも軽口を叩たたいてしまう自分が呪わしかった。

　もっとも、それでも古コ流リユウの太刀筋はわずかもブレていない。工場跡と湾岸での戦いとは違い、サーラの神鳴刃の威力をゼロにして受け流せている。術じゆつ法ほうも、発動する前に防げている。ここまでは上出来だ。

　無理にパワードスーツと戦わず、体力が温存できたのもよかったかもしれない。

　技も気き迫はくも充実している。しかし──限界はすぐにでもやってくるだろう。

「ぐっ……！」

　サーラの剣先が、クロウの左脇腹をかすっていく。燃えるような熱い苦痛と、身体からだの内部をえぐられたような衝撃。クロウはよろめきながら、サーラから距離を取る。

「うおっと……っと。ああちくしょう、せっかく傷を治してもらったのに。リーゼに怒られそうだな」

「ん？　ずいぶん元気だと思ったら、リーゼに治してもらってたのかあ。アレもなにを考えてるんだかなあ」

「てめえと違っていい子なんだよ。しかし、しんどいな……」

「こっちだって言うほど楽じゃないんだよ。クロウ、君はなにをやらかすかわからないところがあるからねえ」

「おまえは街一つを薙なぎ払はらうような奴やつだってわかってるけど、わかってりゃ楽ってもんでもねえぞ」

「君は、サーラより口は達者だなあ」

「ほっとけよ」

　クロウはサーラを睨にらみながら答える。

「でも、まさかここまで粘られるとは思ってなかったなあ。七しち剣けんや剣けん姫きどころか、ソーディでない人間がサーラとやり合えるなんて」

「おいこら、なにをシメに入ってんだ。もう斬るのは時間の問題です、みてえなこと言うなよ」

「違うのかなあ？　クロウ、君は前の戦いとは動きが別人のようだけど、それでもサーラにはまだ及ばないよ。君には──いや、君だからこそわかってるはずだよ？」

「わかっているから、勝てないからって、はいそうですかと斬られてたまるか」

　強がりを言いながらも、クロウはサーラの言うとおりだと理解している。

　暴走とは違うものの、なにかのスイッチが入ったようにクロウはサーラの剣を古コ流リユウで防ぎ、ダメージも与えている。

　だが、これではダメだ。まだ、あのときには及ばない──

　クロウは、剣けん聖せいヒョウカと戦ったときの記憶をほぼ失っているが、その一部はサーラとの戦いのおかげで思い出している。

　まさに、剣聖ヒョウカを自分の手で斬った瞬間のことを──

「思い出したからこそ、だな……」

　クロウはつぶやく。

　師を斬ってしまった悲しみは消えたわけではない。リンネのおかげで、その悲しみはひとまず脇に置くことはできた。

　だが、心だけではなく身体からだも思い出した。剣聖ヒョウカという最高の剣けん士しを斬ったときの、自分の太た刀ち筋すじを。

「あのときみたいな剣は、今の俺おれには振れない……」

「なにを言ってるのかなあ、クロウ？　まさかイカレたわけじゃないよね？」

「……残念ながら、まともだよ。まともなせいで、余計なことまでわかっちまう。てめえはうちの師せん匠せいと同じくらい強い。けど今の俺おれじゃ、師匠にはかなわねえ。つまり」

「つまり、サーラのお楽しみはここまでってことか。残念。残念だなあ。サーラは悲しいよ。処女をあげてもいいと思えた男を、今から失うなんて」

「別に失う必要もねえと思うけどな……でもな、そう簡単にはやらせねえよ」

「いいや、簡単にいくね。君は秘法を知ってるかな？」

「秘ひ法ほう……？」

「リンネが未来予知を使えることは知ってるだろう？　死し剣けん使つかいは、他のブレイズを超える戦闘能力、瞬間的な回復能力に加えて、特別な能力を一つ持っている。それが──秘法だよ」

　それについては、クロウも警戒していないわけではなかった。

　あるいは、リンネと同じく戦闘向けの能力ではないとも思っていた。だが、希望は儚く打ち砕かれようとしているらしい。

「え？　サーラお姉ちゃん、秘法使えるの……？」

「リンネも知らねえのかよ」

　クロウはリンネのほうを振り向かずに言った。

「そりゃあそうだ。これは一応、サーラの切り札だから。サーラ自身、ブレイズの指し揮き官かんであって切り札だからね。いやあ、自分で言うと恥ずかしいけどなあ」

「あんだけ恥ずかしいことをいろいろ口走ってたくせに、てめえにも恥ずかしいことがあんのか」

「サーラって、割と性には奔ほん放ぽうなほうだけど、謙けん虚きよでもあるわけだよ」

「アホか、俺だって性には奔放だぞ」

「張り合うな、あんたもアホだ！」

　今度はセフィが突っ込んでくる。どうでもいいが、クロウとしてはセフィたちには声が聞こえないくらい遠くに行ってもらいたい。

「ははは、やっぱりクロウは楽しいなあ。これから殺しちゃうのが本当に惜しい」

「だから、そう簡単には──」

　言いかけて、クロウはぎょっとした。

　サーラの両手から飛び出している二本の神シン鳴メイ刃ハは光こう刃じんで白く輝いている。その光が溢あふれるように広がり──全身が白く覆おおわれ始めた。

「俺と同じ光こう身しん……いや……？」

　白い光がサーラの全身を包むと、その光は少しずつ背中に収束していき──ばっ、と一対の翼のように大きく広がった。

「なんだ、そりゃ……？」

「残念ながら、翼はあっても空は飛べないんだよねえ。飛んでるような気分にはなっているけどね。ははははははははははっ」

「ハイになってんのかよ……」

　クロウは言いながら、背筋が凍るのを感じていた。

　サーラはただでさえ強力な『光コウ』の塊のようだった。それが今は──『光』がさらに大きくふくれあがり、嵐のように吹き荒れている。

　中庭の芝生しばふはサーラを中心にして激しく揺れ、周囲の木々の葉が暴風を受けているかのように吹き飛び始めている。

　もう、サーラの前で立っていることすら難しい。クロウは強烈な『光』の持ち主とは何度も立ち会って、その『光』を受け流すすべも充分マスターしているのに。

「リンネの未来予知は、組織にはとても有用なものだよ。もっと上う手まくコントロールできるようになれば、ブレイズの戦いはぐっと有利になる。死し剣けん使つかいは、それぞれ別の秘ひ法ほうを使うけれど、リンネの秘法ほどレアなものはそうなかったらしいよ、うちの長老たちによると」

「捜査官としては、その長老さんたちに話をうかがいたいな」

「復ふく讐しゆう心しんの塊のような方々だよ。なんせ、七十年前の粛しゆく清せいの被害者たちだから。顔を合わせるのはあまりオススメしないなあ。まあ、老人たちに言わせるとサーラの秘法はよくある平凡な能力なんだって」

「どこが平凡だよ……」

「平凡なんだよ。『光』を爆発的に増大させる能力なんていうのは──ね！」

　サーラが、ふわりと動いた。

　まるで散歩でもしているかのような、ゆっくりした動きだったが──数歩進んだところで、サーラが消えた。

「────っ!?」

　クロウはほとんど反射的に日本刀を振るった。腕うでが砕けるような衝撃とともに、甲かん高だかい金属音が響く。

「な……んだぁっ!?」

　ソーディの斬ざん気きに反応するように極限まで鍛きたえ上げた感覚が、クロウの命を救ったらしい。なにも見えなかったものの、かろうじてサーラの剣を弾いたようだ。

「うはっ、びっくりだなあ。まさか、今の一撃を止めるとは！」

「自分でもびっくりだよ、ちくしょう！」

　クロウは中段に構え直していた剣を、袈け裟さ懸がけに振るった。予備動作が読めず、軌き道どうもタイミングも狂わせた、完璧な一刀──

「もう君のその芸も見飽きたよっ！」

　再び、サーラの姿がかき消えた。クロウの真正面にいたにもかかわらず、動きを追いきれなかった。

「うおおっ！」

　またクロウは反射で日本刀を振った。サーラの剣と刃がぶつかり合い、神シン鳴メイ刃ハから溢あふれていた光こう刃じんの白い輝きがぱっと弾けるように広がる。

「いってぇぇぇっ！」

　今度こそ腕うでが砕けたかと思った。少なくとも、腕の骨にヒビが入っただろう。ようやく、サーラの剣をさばけるようになったのに、また逆戻りだ。

　サーラの剣がまともに見えない以上、威力をゼロにすることは無理だ。

「こんな能力を隠してたとか……ナメられたもんだな」

「別にナメてたわけじゃないさあ。この増ぞう幅ふく能力はコントロールが難しくてねえ。あはは、リンネのことは言えないね。パワーとスピードはえらいことになるんだけど、太た刀ち筋すじが乱れてしまって」

「そうは見えなかったけどな」

「というより、なにも見えなかっただろう？　それでもサーラの剣を防げたのは、太刀筋の乱れのせいだろうねえ。これが制御できれば、ヒョウカにだって勝てるだろうに」

「いいや、そいつはかなわぬ願いだな」

　クロウは、鈍い痛みが走り続ける腕で剣を中段に構えながら言った。

「剣けん聖せいヒョウカには、もう俺おれが勝っちまったからな。てめえは永遠に勝てねえよ」

「……なぜヒョウカが一年以上も消えてるのかと不思議だったけど、そういうことなのかあ」

「あんまし驚いてねえな？」

「不思議なことが多すぎて驚けないのかもなあ。あのヒョウカが誰だれかに斬られるとは考えにくいし、それが君というのもねえ。いや、まあいいか……」

　サーラは二本の神シン鳴メイ刃ハを胸の前で交差させる。

「だったら君を斬ってしまえば、ヒョウカを超えたことにもなるか。それでいいや。それで納得しよう」

「切り替えの早いことで……」

「太刀筋は乱れるけど……サーラは、もっともっと乱れてあげよう！」

　またもや、サーラが高速移動によって姿を消す。

　サーラは強烈な斬ざん気きの塊でもある。消えてもどこにいるのか、すぐに探知できる。

　しかし、その動きが速すぎて追いきれない。どこからサーラが斬りかかってくるか、目を閉じて待っているようなものだ。

「くそっ……！」

　クロウは古コ流リユウの技でサーラの剣を、なんとか受け流す。日本刀がわずかに欠けて、刃の小さな破片が飛び散った。

「ぐっ、ああっ……！」

　受け流しきれない神鳴刃の斬ざん撃げきが、クロウの身体からだを切り刻んでいく。肩に胴どうに足に、斬撃を受けて傷がいくつも走り、血しぶきが舞う。

　暴走モードではなくとも、クロウの技はこれまでにない高みへと達している。その技をもってしても、サーラの剣は止められない。

　とんでもない誤算だった──サーラと再戦しようなどと考えたのが、そもそもの間違いだったようだ。

　剣けん聖せいヒョウカを倒した自分にうぬぼれてしまっていたのだろうか。

　いや、そんなことはない。勝ち目などないことは、わかっていたことだ。

　なのに、なぜ──

「ぐはっ……！」

　サーラの鋭い突きがクロウの胸の中心を捉え、思考は中断された。

　ずぶずぶと刃が胸に入り込んでいく前にクロウは後ろに跳び、さらに日本刀で神シン鳴メイ刃ハを弾いた。

　神鳴刃が胸を引き裂さきながら、クロウの身体からだから抜けていく。

　かろうじて心臓には刺さらなかったものの、血が一気に噴ふき出だし、クロウの膝ひざががくりと崩れる。

「くそったれ……！」

　毒づきながら、クロウは必死に気力を振り絞って体勢を立て直す。

　だが、剣を握にぎりながら立ち上がったところで──その気力も途と切ぎれてしまう。

「ロウ─────っ！」

「クロ─────っ！」

「バカっ……！」

　クロウは思わず、サーラへの警戒を忘れて振り向いてしまった。

　セフィと日ひ奈な子この二人がこちらへ駆かけてきている。もちろんセフィのほうが圧倒的に速い。

　よりによって、なんであの二人が──

　そこまで思って、クロウははっと気づいた。あの二人だからこそ、来てしまうのだ。リンネとイシュトは、自分の武器を固く握りしめたまま、身動き一つしていない。

　日奈子はもちろん、実戦経験の足りないセフィもわかっていないのだ。サーラがどれほど危険なのかを。

　リンネとイシュトは、秘ひ法ほうで力を増ぞう幅ふくさせたサーラの危険性を充分すぎるほどわかっているはずだ。だからこそ、動かない。いや、動けない。

　なのに、セフィと日奈子は──

「来るなっ、バカっ……！」

「聞けないわよっ！」

　あっという間にセフィはサーラに肉薄し、跳び上がって星ほし崩くずしを上段から振り下ろす。

「いい気き迫はくだね、お姫様」

　サーラは楽しげに言うと、さっと左の神鳴刃を振るった。まるで虫でも払うかのように、ぞんざいに。

「ぐっ……！」

　それだけでセフィの星ほし崩くずしは弾かれ、彼女は何メートルも飛ばされる。

　もたもたと走ってきていた日ひ奈な子このそばで、ようやく着地する。セフィはすぐに身体からだを起こし、キッとサーラを睨にらみつける。

「くっ……なんで……なんでよ！　あたしは、どうしてこんなに……弱いの！」

「いいからもうそこにいろ！　セフィ、日奈子、動くなよ！」

「クロウ、よそ見はいけないなあ。今が君の人生のクライマックスなんだからね──」

「…………っ！」

　クロウが視線を前に戻すと、サーラが右みぎ腕うでの神シン鳴メイ刃ハを振りかぶったところだった。とんでもない隙すきだらけの攻撃だったが、今のクロウにはもうそんなものもかわせない。

　首をめがけて、神鳴刃が閃せん光こうのように奔はしり──

「うわっ……!?」

　まさにクロウの首を刈り取る瞬間、サーラが剣を止めた。目の前に手をかざし、まぶしそうにしている。

　クロウも再び振り向こうとして、目を細めた。

「セ、セフィ……？　日奈子もか……！」

　星崩を手に立っているセフィの全身が白い輝きに包まれている。さっきのサーラと似ているが、どこか違う。あれは『光コウ』の輝きなのか──？

　さらに、セフィのすぐそばにいる日奈子の身体も黄金の光を放っている。こちらはもう見慣れた、彼女が不思議な力を使うときの輝きだ。

　二人とも状況が理解できないようで、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

「なんだ、ありゃあ……？　光が混ざってる……？」

　クロウは、目を細めてぼんやりと二人の姿を見つめる。

　セフィの白い輝きと日奈子の黄金の光が周囲に放たれ、混ざり合って、直径十メートルほどの光の柱のようなものが立ち昇のぼっている。

「扉の巫み女こと太陽の乙女……こんなところで目覚めるかあ」

「……サーラ？」

　サーラの言葉に、クロウはきょとんとする。

　まただ、またこんなことが起きている──クロウは戸と惑まどわずにはいられなかった。

　春のマナカとの戦いのときも、似たようなことがあった。セフィと日奈子が手を握にぎり合った瞬間に、黄金の光が湧わき上がって、そのあと──

「また、開くのか……？　空の扉が……？」

「いや、違うなあ。まだだ、まだそうはならない。二人とも不完全すぎる。開いたとしても、すぐに閉じる。それも違う、扉はまだ開かない……！」

　サーラが独り言のようにつぶやいたのと同時に、また変化が起きた。

　光の柱がさらに高く噴き上がり、白く輝く粒のようなものが飛び散った。

　それと同時に、分厚い灰色の雲が湧くようにして現れ、学院上空の空を覆おおっていく。稲光が走り、空気を激しく震わせて雷鳴が響いた。

「なんだ、なんだ……？　どうなってんだ？」

「クロウ、君は七十年前に空の扉が開いたときになにが起きたか知ってるかなあ？」

「世界中に開いた扉からソーディとエイジンが雪な崩だれ込んできて、各国の軍隊を派手に血祭りに上げたと記憶してるな」

「それもあるけど、凄すさまじい異常気象が起きたっていうのも聞いたことがあるなあ。空と海が荒れて、人類は空と海の支配権を失い、補給路を絶たれて戦線は崩壊した。ある意味では、これが人類敗北の最大の理由かもねえ」

「面白い話だけどよ……それだけじゃねえみたいだぞ……」

　クロウは、自分の声が震えていることに気づいた。

　異常気象が怖いのではない。そんなもの、サーラの剣と比べればアトラクションのようなものだ。

「セフィ……」

　クロウは、金髪サイドテールの少女の名前を呼んだ。

　彼女の身体からだを包んでいた白い光は、日ひ奈な子この黄金の光と混ざり、色が変わり始めている。

　不思議な薄い銀色──プラチナ色の輝きだ。ソーディの『光コウ』は、誰だれもが同じ白色をしている。人間であるクロウが無む理り矢や理り発している『光』の色も同じだ。

　セフィが放っているのは『光』ではないのか──















「セフィ、おいセフィ……」

　クロウの声に、セフィはなにも答えなかった。

　黙だまったまま、セフィはゆっくりと歩き出した。

　抜き身の星ほし崩くずしを引きずるようにして、進んでくる。

「なんだ、これは……夢にしても冗談にしても信じられねえ……」

　一目で、すぐにわかってしまった。

　今のセフィは、明らかに尋じん常じようではない。『光コウ』であって、『光』ではないなにかから、びりびりと世界を揺らがすほどの強大なエネルギーが放たれている。

「いったい、なにが起きてるんだ……おい、サーラ。なんか知ってんのか……？」

　クロウはさきほどまでの絶望を忘れ、自分を殺そうとしていた相手に訊きいてしまう。

「サーラも多くは知らないよ。でも、知らなかったことが一つわかったようだなあ」

　サーラは、両手の神シン鳴メイ刃ハを構え、見たこともないほど困惑した表情を浮かべた。

「ブレイズの長老たちがセフィを討てと言ったのはこういうことだったのかあ」

「セフィが、ブレイズの恨うらみを買ってるラナフィ様の子孫だからじゃねえのか……？」

「そう言わないと、サーラたちがセフィを討つ理由に納得できなかったからかなあ。でも、セフィ自身がこんな力を秘ひめていたとはね。知らないままのほうがよかったかなあ？」

　クロウは、サーラの顔に汗が浮かんでいることに気づく。

　どうやらサーラは、クロウにわからないことまで理解しているらしい。

　いったい、なにが起ころうとしているのか──





　セフィは、サーラとクロウの五メートル前まで近づくと、ぴたりと足を止めた。

　じぃっとサーラを数秒間見つめてから、膝ひざを曲げて身体からだを沈めた。

「セフィ、待て。頼むから来るな……！」

「それはサーラが言いたい台詞せりふだなあ」

　サーラが冷や汗をかきながらそう言ったのと同時に。

　セフィが、放たれた矢のように跳んだ。

「うわああああああああああああっ！」

　絶叫を上げながら、星崩を高く高く掲げ、サーラに向けて振り下ろした。

　星崩の巨大な刀身が大きくブレて、見えなくなるほどの鋭い斬ざん撃げきだった。

「ぐっ……！」

　サーラが小さな悲鳴を漏もらしながら、後ろに跳んでその斬撃をかわす。振り下ろされた星崩は中庭の芝生しばふにめり込み、地面を砕き、大穴を穿うがった。

「……マジかよ」

　斬撃の余波をくらいそうになりながら、なんとかクロウも横に跳んで巻き込まれるのを避けていた。

　いつものセフィの剣とはまるで違う。スピードも威力も桁けた違ちがいに凄すさまじい──

「ロウ、下がってなさい。あの死し剣けん使つかいは──あたしがやるわ」

「じょ、冗談だろ。なんだかわからねえけど、サーラはおまえがかなう相手じゃねえよ」

「あんたにもかなわないわ。だけど、ロウは絶対に殺させない……」

　セフィは冷たく言って、星ほし崩くずしを上段に構える。

「姉上との約束ももう知らない。あとがどうなろうと知ったことじゃないわ。死剣使いサーラ、あんたはここで死んで」

「……クロウ以外にも、サーラにここまでの大口を叩たたく奴やつがいたとはねえ」

「口だけじゃないってことくらい、あんたにもわかってるでしょ？」

「どうかなあ……？」

　サーラは不敵に微笑ほほえむと──姿がブレて、またもや消えた。

　クロウには気配を追うのが精一杯で、目ではサーラの動きをまったく捉えられない。

　しかし、セフィは戸と惑まどった様子もまったくなかった。星崩を上段に構えたまま、鋭い目つきで前を見み据すえている。

「ダメだ、セフィ！　逃げ──」

「はあぁっ！」

　気合いとともに、セフィは星崩を斜めに振り下ろした。その振り下ろした先にサーラの姿があり、彼女は二本の神シン鳴メイ刃ハを交差させて星崩を受け止めた。

「ぐっ……！　セフィ……!?」

　セフィの一撃を止めたサーラの足下が、地面に沈み込む。さらに、サーラを中心に地面に放射状のクレーターができつつある。

「サーラぁぁぁぁっ！」

　セフィはサーラと刃を合わせたまま、力任せに星崩を押し込んだ。それでもサーラが神鳴刃でこらえる。『光コウ』を増ぞう幅ふくさせているサーラ相手では、セフィの理解不能なパワーでも押し切れないらしい。

「うっとうしいわよ、あんた」

　セフィは苛立って言うと、片足を上げて星崩の刀身を蹴けりつけ、その勢いでサーラを一気に吹き飛ばした。

「メチャクチャだ！」

　叫ぶクロウの前で、ドン、ドン、とサーラはバウンドしながら地面を転がっていき──かろうじて着地して地面をガリガリと削りながらストップする。

「……くっ！　い、今のパワーは！」

「無駄口を叩くな。あんたは、黙だまってやられていればいいわ」

「……セフィのキャラが違わねえ？」

「そうでしょうか？　前からこんな感じのような気も……」

　いつの間にか近くに来ていた日ひ奈な子こが、ぼんやりとツッコミを入れる。彼女もまだ黄金の光を放ったままで、ずいぶんとまぶしい。

「日ひ奈な子こ……おまえは大丈夫なのか？」

「大丈夫、というのはセフィみたいに暴れ出さないかという心配なのですか？」

「ていうか、その光ってるのは普通じゃないだろ……今まで何度もあったからだいぶ慣れちまったけど」

「そうですね……術じゆつ法ほう封ふうじはできそうですけど、なんだか割り込む隙すきがないのです」

「そうだな……いや、俺おれは割り込まねえと」

「ダメよ。ロウもヒナも、そこでおとなしくしていて。あたしが、あいつを斬る……！」

　セフィは片手で星ほし崩くずしを握にぎって、ゆっくりとサーラのところへと進んでいく。

「ふ、ふふ……はは、ははははは……！」

「……なに笑ってるの、サーラ？」

「そのプラチナ色の輝き……そうか、本当にそうなんだなあ。正直、セフィの始末なんてどうでもいいと思ってた。念のためにネーナを送ったけど、もったいないかと思ってたくらいだった」

「確かに、数すうヶか月げつ前のあたしにネーナをぶつけるのはもったいなかったわ。だけど、今のあたしにあんたはふさわしいかしら、サーラ……？」

「ははっ、長老たちは知っていたんだな！　扉の巫み女こ、扉の一族の血を継つぐ者！　世界中に巨大な空の扉を開くほどのパワー！　セフィ、君が扉の開放者だったのか！」

「そんなこと、あたしが知るか！　あたしはあんたを叩たたっ斬る！　それだけよ！」

　カッと、上空で稲光が走った。同時にセフィは駆かけ出し、彼女の結んでいた髪がほどけ、背中に流れる。

　そんなことにはセフィはまったく気づかず、叩きつけるようにして剣を振り下ろした。サーラは、軽く横にステップしてかわし、まっすぐに右手の神シン鳴メイ刃ハを突き出す。

　しかし、セフィはサーラの刃に突っ込みながらかわし、右みぎ肘ひじを相手のボディに打ち込む。

「くはっ……！」

　サーラが身体からだをくの字に折って、息を詰まらせる。セフィはさらに止まらなかった。左足を高く振り、強烈なハイキックをサーラの側頭部に叩たたき込こんだ。

　またもや、サーラは地面を二度三度とバウンドしながら、転げていく。今度は着地を決める余裕もなく、地面に倒れたまま数十メートル吹き飛んで止まった。

「……すげー蹴けりだったな。つーか、さっきからはしたなく足上げてんなあ。パンツ見えてたし」

「クローは相変わらずわたし以上のマイペースなのです……。この状況で、よくパンツに目がいきます」

「冗談でも言ってねえと、頭がどうにかなりそうだ」

　セフィになにか秘密があることは、クロウも勘づいていた。

　だが、最強の死し剣けん使つかいと互角以上に渡り合うほどのパワーを見せるとは、想像すらしていなかった。

「まったく、クロウに同意だなあ……」

　サーラが立ち上がり、今度は彼女のほうからセフィに近づいていく。またジャージはボロボロになり、スカートの裾すそも破れているが、ダメージは大きくないらしい。

「太た刀ち筋すじも動きもまだまだ荒い。サーラに比べれば、素人しろうとみたいなものだよ。だけど……そのプラチナ色の光のおかげか。それは、『光コウ』を超えた『光』とでもいうのかなあ。扉の一族の血をラナフィが取り込んだのは、ただの酔すい狂きようではなかったのか。どうやらサーラは、役目を思い出さなきゃいけないらしい……！」

　二本の神シン鳴メイ刃ハの光こう刃じんが、強く強く輝き始める。

「死し剣けん使つかいはみずからの死すら利用して、戦う。ブレイズという種のために。クロウは死剣使いを倒すことはできても、ブレイズを滅ぼすことはできない。だけどセフィ、君は違う。君はブレイズそのものを消しかねない悪魔だ……！」

「あたしは、そこで傷だらけになってるバカのことを放っておけないだけ。ブレイズなんてどうでもいい……！」

「だから君は、危険なんだ……！」

　二本の神鳴刃が細かく震動し、キィィィンと戦闘機のエンジン音のような高い音が響いた。刃の周りに、ピンポン球ほどのサイズの光の球体がいくつも浮かび、刀身がブレて見えるほどの激しい震動が起きている。

　あれは──！

　クロウは、ぐっと歯は噛がみする。

　以前に一度だけ見た、サーラの必殺技。同じ死剣使いのリンネの必殺技を正面から打ち砕いた最強最悪の奥義だ──

「神しん鳴めい爆ばく天てん破は──」

「それが、なんなのよっ……！」

　セフィは吠ほえ、星ほし崩くずしを大きく後ろに振りかぶった。

　光刃の白い輝きに満ちていた星崩の刀身が、今度はプラチナ色に輝き始める。

「あんたの死なんて、あたしがぶち砕いてやるわっ！」

　四よん将しよう家のお姫様らしからぬ叫びを上げ、セフィは素早く踏み込みながら剣を振るった。

　セフィの力任せの剣と、サーラの必殺技が激突し──太陽のようなまばゆい光が弾けた。

「くそっ！」

　クロウは舌打ちして、日ひ奈な子こに覆おおいかぶさるようにして彼女をかばった。背中に、ちりちりと焼けつくような熱が襲ってくる。

　サーラの爆発の術じゆつ法ほうが炸さく裂れつし、轟ごう音おんが響き渡る。

「…………」

　その音がゆっくりと消えていき──クロウは顔を上げた。

　ほこりと土煙で周囲を覆われた景色は、既視感を覚えるものだった。サーラのあんな奥義は、二度も見たくなかったのだが。

「げほっ、げほっ……だ、だんだん戦闘が派手になってるのです」

「同感だ。人間の俺おれらにも配慮がほしいよな……セフィ、大丈夫か！」

　クロウは日ひ奈な子こにケガがないか確認しながら、声を張り上げた。だが、その必要はなかったらしい。

「見てのとおりよ」

　驚くほどすぐ近くにセフィが立っていて、短く答えた。顔や制服があちこち汚れてはいるが、どうやら無傷のようだ。

「どうなってんだ、いったい……」

「サーラも生きてるわよ。ほら、そこに」

　土煙がわずかに晴れているところに、サーラの姿があった。彼女のほうはあちこちから出血しているが、致ち命めい傷しようは負っていないようだ。

「……こいつは本当に驚いたなあ。サーラの奥義が、剣けん姫きですらないセフィに破られるなんて……本当に信じられない！」

　サーラはいきなり叫ぶと、神シン鳴メイ刃ハを構え直し、身体からだを沈めてぐっとタメをつくった。奥義を破られても、彼女の闘志はいささかも揺らいでいないらしい。

「君だけはここで絶対に殺しておく！」

「やってみなさいよ！」

　セフィのほうは間合いを詰めようとはしなかった。星ほし崩くずしをその場で勢いよく振り──その刀身が消滅した。

「…………っ!?」

　サーラの顔に驚きが浮かぶ。セフィから数メートル先、長大な星崩の間合いの外──駆かけ出そうとしていたサーラの身体の真横に、その刀身だけがいきなり現れていた。

　なにもない空間に現出した剣に、サーラは凄すさまじい反射速度を見せて左の神鳴刃で受け止めたが──そこまでだった。

　セフィの、死し剣けん使つかいをも超えるパワーが光こう刃じんで強化された神鳴刃を打ち砕き、星崩は止まらずにサーラの胸を真一文字に斬り裂さいていった。

　裂れつ空くう刃じん──セフィだけが使える、空間を飛び越えて敵を斬り裂く技である。

「が……はっ……！」

　サーラは短い悲鳴を漏もらし、その場に両りよう膝ひざをついてしまう。

　星崩の強力な斬ざん撃げきをくらって吹き飛ばなかったのは、死剣使いの身体能力があってこそだろう。

　胸から血を大量に流すサーラの背中から、『光コウ』の翼がゆっくりとしぼみ、消えていった。秘ひ法ほうが停止してしまったようだ。

「サーラ」

　セフィはサーラのすぐ前に近づき、片かた腕うでで星崩を高く振り上げた。

　サーラは身動き一つできず、プラチナ色に輝く星ほし崩くずしをぼんやりと見つめている。

「これで……終わりよ」

　まさに、星崩が振り下ろされるその瞬間だった。

　セフィの全身を包んでいた光が──ぱちんと弾けるような音とともに拡散して、消えてしまう。

「あ……れ……？」

　セフィは小さくつぶやくと、彼女もその場に両りよう膝ひざをついてしまった。星崩を落とし、さらに両手も地面についた。

　気づけば、さっきまでうるさいほど鳴っていた雷鳴も止やみ、空を覆おおっていた灰色の雲まで消えてしまっていた。

　いきなり始まったなにかは、同じく唐突に終わってしまったのだ──

「ロウ……ヒナ……あたし……」

「……はは、やっぱりまだだったようだなあ。目覚めるにはまだ早すぎた。クロウを救うために扉の巫み女この力を無む理り矢や理り目覚めさせたけど、限界は早かったようだなあ。セフィ、君はまだなにも知らない。力も足りない」

「その力の足りないあたしに……ボコボコにされたのが、あんたよ……」

「口が減らないなあ。ラナフィも口の達者な女だったらしいけど、そのあたりを君たち姉妹は受け継ついでいるようだねえ」

「うるっさい……！」

　力なく言ったセフィの前で、ゆっくりとサーラが立ち上がる。

　胸の傷からは、血が止めどなく流れている。死し剣けん使つかいの回復能力が機能していないようだ。彼女たちも、致ち命めい傷しようになるような攻撃を受けると、回復しきれないのだ。

　だが、それでも──プラチナ色の光が消えたセフィを斬ることなど造作もないだろう。

「やれやれ、やっぱ座ってたら問題が解決しましたってことにはならねえか。もっと楽らくして生きてえんだけどな」

「同感なのです」

「日ひ奈な子こは少し苦労したほうがいいかもな……さてと」

　クロウは日本刀をぎゅっと握にぎり、セフィのところへ向かう。ほんの数メートルの距離があまりに遠い。胸を刺された傷は血が止まらず、熱を持った痛みは耐たえがたいほどだ。

「今度はクロウが来るか。面倒なことだなあ。クロウを殺そうとすればセフィに邪魔され、セフィを殺そうとしたらクロウに邪魔される。となれば……」

　再び、サーラの神シン鳴メイ刃ハが震動を始めた。刃の周りに、爆発の術じゆつ法ほうの光球も集まってくる。

　まだ、奥義を放つ力が残っているのか──

　クロウは驚きつつも、歩みを止めなかった。一本だけの神鳴刃でもクロウとセフィをまとめて打ち砕くことは簡単なはずだ。なんとか、その前にサーラを──

「セフィは死なせねえよ。もちろん俺おれも……生きてやるさ」

　いつの間にか消えてしまっていた光こう身しんをまた発動させる。少しだけだが回復能力を強める効果があるからか、傷の痛みがわずかに和やわらぐ。

　もっとも、負傷など気にしていられる状況ではない。すべてを、この剣に。剣けん聖せいヒョウカに学んだ剣を、目の前の敵に叩たたき込こむ。ただ、それだけだ──

「ダメです」

「!?」

　いきなり、クロウの腕うでが後ろから掴つかまれた。振り向く前にその手が離れ、日ひ奈な子こがクロウを追い抜いてすたすたと歩いて行く。

「ちょっ、待て日奈子。おまえまで、なにして──」

「もうダメです、クロー。わたしはクローにもセフィにも死んでもらいたくないのです」

「なあ、太陽の乙女。この場にいる誰だれが死んでもかまわないんだけどさあ、君だけは死んでもらっては困る理由があるんだよ。おとなしくしていてくれないかなあ？」

「嫌なこった、です」

「……クロウ、純粋な女の子にあまり乱暴な言葉遣いを教えてはいけないなあ」

「わたしが純粋培養のままだったら、こんな風にあなたたちの間には割り込めなかったのです。クローたちのおかげで、わたしも少しは強くなれました」

　確かに、日奈子は強くなったようだ。無む茶ちやをするところは前からあったが、それは彼女が最初から優しかったからだ。

　あまり強くなりすぎて、無茶をされても護衛役のクロウとしては困るのだが……。

「まあ、サーラはかまわないんだけどねえ。とりあえず、太陽の乙女。君には眠っていてもらおうかな。ああ、術じゆつ法ほうを封ふうじようが回復能力を封じようがかまわないよ。どうせ回復は止まってるしねえ」

「あなたは、クローを殺すのですね？　セフィも？」

「恨うらみはないよ。だけど、セフィを殺す理由はできた。彼女はブレイズの障害になる。さっきの能力を使いこなせるようになったら、彼女は危険すぎる。サーラが殺されるだけならいいけどさあ、きっとそれだけじゃ済まない。クロウも同じだ。彼の剣は、ブレイズの急所を刺しかねない」

「そうですか……あなたにも理由があるのですね。ですが、クローもセフィも殺させません」

「勝手に言ってていいよ。君が眠っている間に終わるから……！」

「てめえも勝手なことすんなっ！」

　サーラが神シン鳴メイ刃ハの腹で殴なぐりかかり、クロウは日奈子の前に割り込んでその刃を受け流した。また、日本刀の刃が欠けて、ぱっと飛び散った。

「へえっ、まだそんな力が残ってたのかあ、クロウ！」

「剣を握にぎってる限り戦えるのが、剣聖の弟で子しなんだよ！」

　そう言いつつ、クロウ自身が一番驚いていた。サーラのほうも相当に弱っているとはいえ、まだ古コ流リユウで彼女の剣を防げるとは。

　もう少しだ、もう少しだけもってくれればいい──日ひ奈な子ことセフィを逃がす時間さえ稼げれば！

「だったら、まずはその剣を粉々にしてやるよ！」

「日本刀一振り、いくらすると思ってんだ、てめえ！」

　かなり本気でケチくさいことを言いながら、クロウは日本刀を振って、今まさに襲いかかってこようとしているサーラの剣を迎撃──

「ダメだと、言っているのです！」

「うっ……!?」

「日奈子っ……!?」

　剣を振ろうとしていたクロウとサーラの動きが、急停止する。精妙な剣さばきを得意とする二人だからこそ、あらぬ方向に剣を振り抜くことこそなかったが──

　日奈子から放たれている、まさに太陽のような金色の輝きに、クロウは目を開けていられなくなった。

「術じゆつ法ほう封ふうじかぁ……!?」

　サーラの声が聞こえたが、彼女の姿はまったく見えなかった。視界は真っ白に染まっていて、自分の手すら確認できない。

　その目がくらむほどの光は、スイッチが切れるようにぱっと消えて、漂白されていた視界がだんだん戻ってくる。

「日奈子、術法封じはありがたいけど、いきなりやるなよ。危なっかしいだろ……」

「はぁ……ごめんなさい……」

　互いの肩が当たるほど近くにいた日奈子が弱々しく言ってから、ふらりとよろめく。

「っと！」

　クロウは慌てて日奈子の身体からだを抱き留める。ふわり、と柔らかく甘い匂いが漂ただよってくる。

「おい、日奈子、おまえ……」

「なんだか、身体の力が……抜けていくのです……もう術法封じは上う手まく使えるようになったと思ったのですが」

「まだ自由に使えるレベルですらねえだろ……」

　クロウは言いながら、焦っていた。日奈子の顔色はかなり悪い。いつもどおりの無表情な顔は、完全に血の気が引いてしまっている。

「……太陽の乙女……君、サーラになにをやった……？」

「うるせえな、今はそれどころじゃ……」

　言い返して、クロウは今度はぎょっとさせられる。

　サーラの顔もまた、血の気が引いて真っ青になっているのだ。

　さっきのセフィに追い詰められていたときよりも、さらに困惑しているような顔つきだ。

「術法と回復能力……だけじゃない。まさか、桜さくら井い日奈子……君は……」

「なんだ……？」

　クロウには、サーラの戸と惑まどいの理由がわからない。術じゆつ法ほうと回復能力を封ふうじられたとしても、クロウとセフィを斬るくらいは簡単なはずだ。

「…………ん？　サーラ、おまえまさか……」

　クロウも、ふと気づいた。

　サーラから放たれていた、常に息苦しくなるほどの強烈な圧迫感が失われている。

「『光コウ』が……消えてるのか……？」

「そうみたいだねえ……」

　サーラは自分の左手を何度も握にぎったり開いたりして、ぼんやりとつぶやいている。

　どうやら、間違いないようだ。『光』の塊のようだったサーラが、まるで普通の人間のように微弱な『光』すら放っていない。

　術法と回復能力、さらに『光』そのものを封じられたということらしい。

「まさか、こんなことが……いや、待てよ」

　サーラは、はっとした顔になる。

「扉の巫み女こと太陽の乙女は並び立つ者で、対になる存在……。さっきみたいなセフィの死し剣けん使つかいをも超えるパワーに対抗するために、太陽の乙女に『光』を封じる能力が備わっているということかなあ……？」

「んなことは、どうでもいい。それより、さっきの続きだろうが！」

　クロウは日ひ奈な子この身体からだを片手で支えながら、日本刀を構える。

「さっきの続き、というわけにはいかないようだなあ……」

　サーラが、ちらりと視線を左右に動かした。

　そのときになって、クロウもはっと気づいた。

「ごめん、クロちゃん。ボク、ずっと動けなくて。サーラお姉ちゃんが怖くて、セフィちゃんが危ないってわかってたのに……」

「悪かったな、少年。私は君を守ってやらなければいけないのに。こんなことでは先輩失格だ……」

　リンネとイシュトが、クロウの両隣に立っていた。二人とも光こう刃じんに輝く愛剣を構えている。

　サーラの強烈すぎる『光』で金縛りのようになっていたが、それが封じられてようやく動けるようになったらしい。

「さすがに、リンネとそこの剣けん姫き、それにボロボロではあってもクロウを仕し留とめるのは大変だなあ。こちらのケガも、正直死んじゃいそうなほどだしねえ」

　そこまで言って、サーラはふとなにかに気づいた顔をする。

「もう一人追加かあ。『光』を封じられた身体で、君の相手はしんどいなあ」

　すぐに、クロウも誰だれのことなのか理解した。サーラから十メートルほど離れたところの木にもたれかかっている人物がいる。

「マナカ……あんたも来てたのかよ」

「本気で気づいてなかったのね。実は、ちょっとした激戦ってやつがあったのよ」

　マナカは軽く片手を挙げながら言った。事実らしく、マナカも血まみれになり、かなり体力も消耗しているようだ。

「マナカもサーラの味方ではないみたいだなあ。ふー……やれやれ……」

　サーラは、左手で頭を軽くかいてから。

　いきなり身を翻ひるがえし、右みぎ腕うでの神シン鳴メイ刃ハをひらめかせた。

「サーラっ!?」

　クロウが動く暇ひまもなく、サーラは両りよう膝ひざをついたままのセフィに襲いかかった。その刃が、セフィの身体からだを斬り裂さく寸前──

「サーラお姉ちゃんっ！」

　キインッ、と金属音を響かせて、リンネの銀ギン翼ヨクが神鳴刃を弾いていた。

　サーラは数メートル飛ばされ、なんとか着地した。しかし、着地の瞬間にさらに深く胸が裂け、血が噴ふき出だす。

「……お姉ちゃん、ホントに『光コウ』が封ふうじられちゃってるんだね。力はクロちゃんとほとんど変わらないくらいじゃないの……？」

「そうらしいなあ。我々は『光』で肉体を強化してるんだからねえ。それが封じられちゃったら、素の身体能力しかない。でもさあ」

　サーラは、びしっとリンネを指さした。

「えっ？」

　戸と惑まどうリンネの右肩がすぱっと切れ、血が滲にじみ始める。すぐに死し剣けん使つかいの回復能力で出血が止まり、傷が塞ふさがっていく。

「サーラも一応、肉体を鍛きたえる訓練はしてきてるよ。特に、サーラの秘ひ法ほうは身体への負担が大きいからね。反動に耐たえるために充分に鍛えてある。それに……サーラの剣術までが封じられたわけじゃないよ」

「サーラお姉ちゃん……」

　リンネは、銀翼を油断なく構えたまま一歩下がった。『光』も持たないサーラに気け圧おされているようだ。

「とはいえ、やっぱりしんどいね。サーラは帰ることにするよ。これじゃ、楽しく戦えないしねえ」

「……そうだな。おとなしく帰ってくれるなら追わねえよ」

　クロウは、こくりと頷うなずいた。

　リンネはなにか言いたそうな顔をしているが、クロウはあえて見なかったことにした。

　サーラを斬るなら、今以上の好機はないだろう。術じゆつ法ほうも回復能力も『光』まで失い、重傷を負っている。

　だが──サーラならば、死ぬまでにここにいる誰だれか一人くらいは道連れにするだろう。彼女は死し剣けん使つかいだ。きっと、自分の死と引き替えに誰だれかを殺す。

　クロウは重傷を負い、光こう身しんもまた消えてしまっている。使いすぎで限界が来たらしい。

　セフィと日ひ奈な子こは力を使い果たし、リンネもクロウたちが駆かけつける前にサーラと立ち会ったせいで消耗している。

　イシュトも、居きよ留りゆう地ちでなにかあったらしく、万全ではないようだ。

　この状況で無理に深追いするよりは、サーラを見逃して全員が確実に生き残るほうを選ぶ。

　それが、クロウの選択だった。

「行けよ、サーラ。できれば二度と会いたくねえな」

「いいや、サーラはもう絶対にクロウのことは忘れないなあ。身体からだが君を求めてしまうよ」

　サーラは、ぱちりと片目をつぶってみせてから、堂々とクロウのほうへ歩いてきた。

　数メートル歩いてから立ち止まり、マナカのほうを見て。

「さようなら、マナカ」

「ええ、さようなら、スイサーラ。一つだけ言わせてもらうと、やっぱりあんたは指し揮き官かんには向かないわ」

「サーラもそう思うよ」

　楽しげに言って、サーラはクロウたちの横を通り抜け、悠々と校内の歩道を歩いて校門のほうへと去って行った。

　誰も、追う者はいなかった。

　サーラの姿が消えてから、ただ一人だけが動き出した。

「クロウ君」

「……マナカ」

　元剣けん将しようは、全身を斬り裂さかれ、傷だらけになった身体を引きずるようにして歩いてくる。

「リンネ、会長」

　クロウは、二人のほうを見ずに呼びかけた。

「セフィと日奈子を頼む。俺おれは……もう一つやらなくちゃならねえことがあるらしい」

　返事を待つ必要はなかった。そもそも、わざわざ頼む必要もなかっただろう。

　リンネもイシュトも、それにセフィも日奈子もわかってくれるはずだ。

　クロウはただ、黙だまってマナカを待ち──

　彼女は、クロウの前に立つと。

　ゆっくりと、愛剣の舞まい姫ひめを引き抜いた。

　そして、彼女の顔には、穏やかな微笑ほほえみが浮かんでいた。





　二つの銀色の閃せん光こうが走って刃が交錯し、硬質な金属音が鳴り響く。

　クロウは舞まい姫ひめを受け流した反動を利用して後ろに下がり、距離を取ってから走り出した。

　マナカもまるで併走でもするように、クロウの横を走っている。

「意外と元気じゃないの、クロウ君！」

「その台詞せりふはそっくりそのまま返すっての！」

　走りながら、クロウは怒鳴り返した。

　二人が駆かけている校内の歩道に、他の人影はない。それも当然だ。あれだけの騒ぎが起きたのだから、生徒も職員も避難しているのだろう。

　クロウたちは既すでに中庭から数百メートル離れている。その間に、何度、マナカと刃を交わし合っただろうか。

　未いまだに、一度もマナカの剣はくらっていない。しかし、クロウのほうの剣もかすりもしていなかった。

「ちくしょう、しんどい女だな……！」

「面倒くさい女を上う手まく扱ってこそ、いい男でしょ！」

「なるほど……」

「本気で納得するんじゃないわよ、この色ガキが！」

　踏み込んできたマナカの剣を、かろうじて身体からだを反らせてかわす。彼女の鋭すぎる剣は、避けても風圧で身体をもっていかれそうになる。

　クロウは油断なくマナカの動きを観察しつつ、さらに走っていく。

　なにも考えずに走り回っていたが、いつの間にかクロウたちは学院内の闘技場のそばへやって来ていた。

「よりによって、ここかよ……因縁か、こりゃ……？」

　クロウはつぶやきながら、闘技場の正面ゲートに飛び込むようにして入り、広い通路を一気に駆けて行って、フィールドへと足を踏み入れた。

「本当、ろくでもない因縁ね！」

　マナカが上段から振り下ろしてきた剣をクロウがさばき、二人ともぱっと後ろに下がり、さらに走って闘技場のフィールドの中央へと進む。

　剣の学院の定期トーナメントに使用される闘技場は円形で、屋根がない野外型だ。野球の球場とほぼ同じくらいの広さがある。

　クロウとマナカは、その中央あたりで立ち止まった。

「……ふうー。けっこう走ったな」

「その割に息も切らしてないじゃない。ちゃんと鍛きたえてあるようね」

「ソーディには及ばなくても、体力があるに越したことはねえからな。ああ、さすがにあっちぃな。ちょっと、上着脱いでいいか？」

「どうぞ」

　マナカは、片手を差し出して許可してくれた。

　まさか、虚を衝ついてマナカが襲いかかってくるとはクロウは微み塵じんも思わない。ありがたく、セイバーズの黒い上着を脱ぎ捨て、上はＴシャツ一枚の姿になった。

「ん？　クロウ君、その胸の傷、けっこう深そうなのに血が止まってるのね」

「さっき、光こう身しんを使ってたからな。アレは身体からだに負担かかっちまうけど、使ってる最中はケガの治りも早はえぇんだよ」

　今、光身は使っていない。やはり限界が来ているようで、発動させるのは難しそうだ。

　少しでも胸の負傷がマシになっただけ、助かったと思わなければ。

「ところで、マナカは暑くねえの？　ご丁てい寧ねいにコートまで着込んじまって」

「これがセイバーズの正装じゃないの。気に入ってるのよ。別に暑いからって、剣が鈍ることはないわよ」

　実際、マナカほどの剣けん士しならば暑さくらいで剣に影響が出ることはないだろう。

「それにしても……ここに来ちゃうなんてね。この学院、バカみたいに広いのに、よりによってここ？　って感じだわ」

「まったくだな」

「あれは……まだ春だったわね。五月くらいだったかしら」

「いつの間にやら時間は流れたな。もう夏だ……」

　クロウとマナカが、この闘技場で命を懸けた斬り合いをしてから二ヶ月以上が経たっているのだ。

　あまりにも多くのことがありすぎた二ヶ月だったが、その時間を経てまさか、二人で戻ってくることになるとは、クロウは予想もしていなかった。

「でも、あんたにはここでよかったでしょ？　セフィや桜さくら井い日ひ奈な子こから私を引き離せたんだから」

「そういうマナカも、邪魔が入らないところでじっくり俺おれをいたぶれてよかったんじゃねえの？」

「ふふ、クロウ君はひねくれてるわねえ」

　マナカは、くすくすと笑った。

　笑いながら──じっと、クロウを見つめてくる。

「残念ながら、あんたをいたぶるつもりはないわ。さっきの戦いで、なにかが見えた──今の私は、なにかに届きそうな気がするの」

「誰だれとやり合ってたのか知らねえけど、まだ強くなろうってのか？　恐ろしい話だな」

　クロウには、それがハッタリではないことが確信できた。

　目の前にいるマナカは、クロウが知る彼女とはどこか違う。圧倒的な『光コウ』はいつもどおりだが、気配が静かで殺気が感じられない。

「それに、二ヶ月よ。クロウ君との決着をここまで先延ばしにしちゃった。だから、もう終わりにするわ。始まりのこの場所でね」

「ああ、終わりにしよう、マナカ。これが俺とあんたのラストバトルだ」

　クロウはいつもどおり、両手で握にぎった日本刀を中段に構える。

　マナカは一本だけの舞まい姫ひめを握にぎった右手をだらりと下げた。構えとは言えない構えだが、不思議とまったく隙すきはない。

「行くわ……」

　マナカは穏やかに宣言すると、ゆっくりと間合いを詰めてきた。大河の流れのように、穏やかに静かに、そして滑すべるようになめらかに。

「…………っ!?」

　クロウは驚きながら、首を狙ってきたマナカの剣を古コ流リユウで弾はじき飛とばした。

　なんだ、これは──！

　いつものマナカの剣とはまったく違う。神速の剣と讃たたえられたマナカとは思えない、ゆったりした動きから繰り出されてくる斬ざん撃げき。

　速くはないのに、ぐんと伸びてくる。イシュトの、腕うでが伸びているかのような突きとはまた違う。剣そのものが意思を持って襲いかかってきているかのような──

「ちぃっ……！」

　クロウはかろうじて古流でマナカの動きを読み、剣の伸びも予見して受け流す。腕が痺しびれるような衝撃は感じない。それでも、マナカの剣を一度さばくごとに、クロウの身体からだから力が吸い上げられるかのようだ。

　マナカは、ゆらゆらと左右に静かに揺れながら、伸びる剣を次々に放ってくる。スローでありながら、動きが読めない。

「ぐっ……！　なんだこりゃっ……！」

　クロウの首を、マナカの剣先がかすり、血が飛び散る。一センチでもズレていたら、頸けい動どう脈みやくを切断されるところだった。

「あっぶねぇ……！」

「あはは、クロウ君……死ぬところだったわね……」

　マナカは微笑ほほえみながら、剣を振るい続ける。不気味なほどに遅い剣は、小さく深く、クロウの身体を切り刻み、命を削っていく。

　ただでさえ限界が近かった身体から、一気に力が抜けていくかのようだ。

　しかし──

「ははっ、はははっ、あははははっ……！」

　クロウは高笑いを上げ、横から薙いできたマナカの剣を叩たたき落とすようにしてさばいた。

「……なに笑ってるの、クロウ君？」

「あんたも笑ってるじゃねえかよ」

　続けて放たれたマナカの突きを、横から払って受け流す。

　マナカの動きが理解できたわけでも、剣の伸びが読めたわけでもない。だがクロウは、ふと気づいてしまったのだ。

「やっぱ違うな。違ちげぇよ……」

「は……？　なにがよ……？」

「あんたの剣が、だよ」

　クロウは、ふらふらと後ろによろめきながら、にやりと笑う。

「今の剣も確かにすげぇよ。よくわかんねぇけど、マナカはなにかに届いたんだろうよ。けどな……」

　ぴたりと足を止め、クロウは剣を中段に構えた。

「なにを悟ったようなおかしな剣を使ってやがるんだ。そうじゃねえだろ。マナカの剣はそんなんじゃねえだろ」

「なにを……」

「ビュンビュン動いて、ガンガン斬りまくる、とんでもねえスピードの剣。それがあんただろ。マナカだろ」

「クロウ君……？」

「ネーナだけじゃねえよ。俺おれだって──あんたのことを、姉貴みたいに思ってる」

「…………！」

　マナカの顔から、微笑ほほえみが一瞬にして消えた。

　黙だまってクロウの目をじっと見み据すえ──それから、困ったように笑った。

「……やれやれ、しょうがないわね。そんなにいつものお姉さんがいいの？」

　クロウはなにも答えない。

　しかし、マナカは苦笑したまま舞まい姫ひめを構え直した。

「じゃあ、いつもの私を──いつも以上の私の剣をサービスしてあげるわ。あんたが言ったんだから、死んでも恨うらまないわよね？」

「恨まれるのを怖がるようなタマじゃねえだろ」

「ふふっ」

　マナカは微笑み、舞姫の刃に口づけして──ぱっと駆かけ出した。

　言ったとおりの、いつも以上の神速。いつも以上の鋭い剣さばき。

　これだ、やっぱりマナカはこれじゃねえと！

　クロウは自分の命を奪おうとしている剣に喜びを感じつつ、古コ流リユウでマナカの舞姫を弾き、彼女の体勢を崩した。

　光こう身しんが使えない以上、奥義は使えない。だが、それでもいい。

　あとは、マナカの全力にこちらも全身全霊で応こたえるのみ──

「クロウ君、最後に見せてあげるわ……！」

　体勢を崩しかけつつも、マナカが激しく地面を蹴けりつけて、クロウの前で左右に大きく動いた。

　断続的な高速移動による分身──

「七ツ身分身──いや、違う!?」

　乱みだれ舞まい姫ひめも、今までとは違っていた。八人、いや九人のマナカがクロウの前で舞っている。

　そして、九人の乱れ舞う姫は剣を振り上げ──鼓こ膜まくが破れそうな甲かん高だかい音とともにその姿を消した。

「終ついの舞まい姫ひめ──！」

　マナカの声が、クロウには確かに聞こえた。どこから聞こえたのかはわからない。

　これは──さっきのサーラよりも速い──！

　だが、クロウは動じていない。九人だろうと姿が消えようと、マナカはそこにいる。

　そこにいて、クロウに最大最後の一撃をくらわそうとしている。

　だから、クロウもまたいつもどおりの構えから、自分が放てる最高の太た刀ち筋すじで受けて立てばいい。

「マナカっ……！」

　クロウの日本刀が、陽ひの光にきらめきながら銀色の弧を描いて奔はしる。

　九きゆう天てん聖せい斬ざんでもなく、花カ散サン乱ラン撃ゲキでもない、ただの上段からの振り下ろし。

　だが、クロウはそれが自分の最高の一刀であることを確信していた──

「…………っ！」

「くっ…………！」

　二人から同時に、小さな声が漏もれた。

　クロウは日本刀を振り下ろしながら、額ひたいに凄すさまじい熱を感じた。マナカの剣が額を鋭く斬り裂さいたのだ。

　目の前が真っ赤に染まるほどの血が噴ふき出だし、それでもクロウは日本刀を最後まで振り抜いた──

「ぐうっ……！」

　クロウはまた声を漏らしながら、たたらを踏むように数歩前によろめいていった。

　額から噴き出した血は、たちまちクロウの目に入り、視界を赤く染めていく。

　深い。脳まで達しているかはわからないが、耐たえがたい激痛が走り、一気に身体からだの力が抜けてしまう。

　クロウは前のめりに倒れそうになり──

「っと、こらこら、エッチ。どこに顔を埋うめてんの」

「…………？」

　胸にしみるような、優しい声が降ってきた。

　自分でも気づかない間に、クロウはマナカのふくよかな胸に顔を埋めてしまっていたらしい。

「……つーか、なにやってんだ、マナカ。なんで自分が斬った相手を受け止めてんだよ」

「サービスよ。あんたは年上は好みじゃないけど、大きいおっぱいは大好きでしょ？」

「……日ひ奈な子こと比べるとちっさいな」

「殴なぐるわよ」

　そう言いながら、マナカはこつんとクロウの頭を叩たたいたようだった。少しも痛くない。

　クロウはマナカの柔らかな胸に顔を埋めたままで、なにも見えない。額も押しつけているせいか、少し痛みが遠のいたようにも感じる。

「……マナカの剣は、やっぱ凄すげぇな。今の、なにも見えなかった」

「あんたが見たいって言ったんだからね。文句は言わないでよ」

「文句言わないから、胸見せろって言ったら見せてくれんのかな」

「どんなときでも欲望を忘れない奴やつね……」

　軽口を叩たたきつつも、クロウはもう自分が限界を超えてしまったことに気づいていた。

　こうしてしゃべれているのが奇跡のようなものだ。

「抱いててあげるから、それで我慢しなさい。あんたはよくやったわ……」

「なんだ、珍しいな。褒ほめてくれんのか」

「ええ、もちろん褒めてあげるわよ。だって、あんたは私を──剣けん将しようマナカを斬ったんだからね」

「…………っ！」

　自分でもどこにそんな力が残っていたのか、不思議に思いながらクロウはばっとマナカの胸から顔を離した。

　クロウの顔は血で濡ぬれていたが、それは額ひたいからの出血のせいだけではなかった。

「マナカ……」

「私の最高の奥義だったんだけどね。あんたには──上を行かれちゃったわ」

　微笑ほほえむマナカの胸には、大きな傷が斜めに走っている。血が溢あふれ出し、それが致ち命めい傷しようであることは医者でなくてもすぐにわかった。

「マナカ……」

「でも調子に乗らないことね。今のあんたの一撃は、まぐれみたいなもの。いえ、違うわね、私の最高の一撃があって、それに応こたえるために奇跡みたいな太た刀ち筋すじが放てただけ。別に、あんたが急に七しち剣けんクラスに成長したわけじゃないのよ」

「……やっぱ、褒めてくれてねえよな」

　だが、マナカの言ったとおりだ。クロウには彼女の動きがまったく読めていなかった。

　クロウの最後の一刀は、まるでマナカに導かれるようにして放ったものだった──

「凄すごかったのは、マナカの剣だ。こんなんじゃ、勝った気はしねえな……」

「クロウ君」

　マナカは、クロウの頬ほおを両手で掴つかんで顔を上げさせる。

「私もそろそろ認めたほうがいいかしら。どうやら、ちょっと甘いところがあるみたい」

「ちょっと、じゃねえかもしれねえよ」

「でも、あんたはもっとよ。もっとずっと、優しい。だからクロウ君は、私を斬ったことを重荷に感じてしまうかもしれない」

「…………」

　記憶が断片的とはいえ、剣けん聖せいヒョウカを斬ったことが、クロウの重しになっている。

　マナカのことははっきり覚えている上に──彼女のこともまた、クロウは大切に思っている。そう、まるで本当の姉のように。

「けど、重荷に感じる必要はないわ。この私を斬ったのよ。誇りに思いなさい」

「誇りに……？」

「そうよ。私もクロウ君を誇りに思うわ。私を斬ったのが、あんたでよかった……」

　マナカは優しくそう言って──ゆっくりと目を閉じ、顔を近づけてきた。

「…………ん」

　一瞬だけ二人の唇くちびるが触れ合い、すぐに離れ、マナカの口から熱い吐息が漏もれる。

「マナカ……？」

「ご褒ほう美びよ。私からクロウ君への、最初で最後のね……」

　マナカは優しくクロウの頬ほおを撫でる。

「さよならよ、クロウ君。あんたは生きなさい。姉さんが育てた、強くて弱くて、可愛かわいい剣けん士し。どこまでも進んでいって。誰だれにも負けずに生きていって。私の──クロウ君」

「マナ……カ……」

　その優しい声が、頬を掴つかむ手から伝わってくるぬくもりが──悲しく、そして愛しかった。

　マナカがまだなにか言っているが、その言葉はクロウには届かなかった。

　彼女の優しいささやきとぬくもりに包まれながら、クロウの意識は静かに沈んでいった。





「おやすみなさい、クロウ君……」

　マナカは、意識を失ったクロウを胸に優しく抱きしめた。

　額ひたいの出血はひどいが、おそらく死ぬことはないだろう。

　姉の剣けん聖せいヒョウカがつけた傷痕が残る額に、自分も傷を刻んでしまった。奇妙な符合に苦笑いしそうになる。

　もうすぐ、クロウの愉快な仲間たちがここに来るはずだ。リンネや、生徒会長は動けるようだったし、一対一の戦いを邪魔したくないだろうが、それも我慢の限界だろう。

「クロウ君、これはあんたにあげるわ。寒くなったら使いなさい」

　マナカはクロウの身体からだを離して、自分の赤いコートを脱ぎ、その上に彼をゆっくりと寝かせた。

「じゃあ、私は行くわね」

　クロウの頬を一度撫でてから、マナカは立ち上がろうとして──それすらもできない自分に気づいた。

　クロウに斬り裂さかれた胸の傷は、完全に致ち命めい傷しようだった。自分を殺した一撃でありながら、ただただ感心するほかなかった。

　クロウに言ったとおり、彼があれほどの斬ざん撃げきを今後放てるかどうかもわからない。それでも、彼の剣はあのとき確かにマナカを超えていた。

　悔しくはあるが、それ以上に誇らしい。

　マナカの心は、晴れ晴れとしていた。

「私も……もう眠るか。寝酒の一杯もあれば、最高なんだけどね」

　陽ひも昇のぼってだいぶ暑くなってきたし、冷たいビールを呑のみたい。だが、多くは望むまい。

　マナカは今、満足しているのだから……。

「…………？」

　マナカは、ふと妙なことに気づいた。

　さっきまでと空気の匂いがまるで違っている。頬ほおに当たる風も──なにか違和感がある。

　それも違う、とすぐに思い直した。どこか、なつかしいような……。

「なんなの……？」

　顔を上げると、自分が闘技場ではないどこかにいることに気づいた。クロウの姿も見えない。

　柔らかな風が吹く草原と、遠くには深い緑をたたえた山々や森が見える。

　どこまでも、どこまでも無限のように美しい緑が広がっている──

「あれは……」

　マナカのすぐそばに、五歳くらいの少女と、もっと小さなよちよち歩きの子供がいた。

　二人とも青い髪を肩まで伸ばし、おそろいの白いワンピースを着ている。顔立ちがよく似ているところを見ると、姉妹だろう。

　軽やかに歩いて行く姉らしき子の後ろを、よちよち歩きの子が必死についていっている。彼女たちは、マナカには気づいていないらしい。

「あっ……！」

　よちよち歩きの子が転び、泣きそうになる。姉は立ち止まり、じっと妹を見ているだけだ。手を差し伸べることもなく。

「ううう……」

　妹のほうも姉をじっと見ながら、ゆっくり立ち上がる。姉は泣きもせずに立ち上がった妹を見て、にっこりと微笑ほほえんだ。

　そして、また姉はすたすたと歩き出し、妹が必死についていく。

　マナカは、この景色に見覚えはない。だが、木々の姿や空の色、空気の匂いが自分が知る当たり前のものと違っていた。日本ではない。おそらく地球ですら──

　まさか、ここは──

「アミラルの言うとおりだわ……。あいつは気づいてた……いえ、感じていたのかしら。私は、私たちはどこから来たの……？」

「どこから、は問題ではない。大事なのは、どこへ向かうかだ」

「…………？」

　マナカは突然聞こえた声に顔を上げようとして、自分が闘技場に戻っていることに気づいた。

　いや、もう目が見えていない。闘技場なのかすらわからない。視界は真っ白で、ほとんど像を結んでいなかった。

「マナカ」

　今度は、マナカがふわりと誰だれかに抱きしめられる。

　誰か──ではない。

　マナカにとって、もっとも愛しい人物。誰よりもよく知っていて、誰よりも近く、誰よりも遠くにいた人だった。

「そう……来てくれたのね」

「ああ……遅くなってすまなかった。だけど、そなたとクロウの邪魔もできなかった」

「当たり前よ……邪魔してたら、さすがに許さなかったでしょうね……」

　マナカは、そっと身体からだを相手に預けた。

「本物でも幻でもどっちでもいい……夢でもいいから、もう一度会いたかったの……」

　さっき見えた景色のこともどうでもいい。なにかを考えている余裕などなかった。

　もう身体に力が入らない。最後なのだから、これくらいの甘えは許してもらおう。

「よくやったな、マナカ……」

「え……？」

「そなたの最後の剣、あれは……私をも超えていた。私が目指す高みにすら届く一撃だった……」

「目指す高み……それって結局、なんだったの？　私にもずっと教えてくれなかったわよね……？」

「……そなたを巻き込みたくなかった。知ればきっと、そなたは私と同じことをしようとする。バカをやるのは、私だけで充分だった」

「昔から、いつも後ろをくっついて歩いてたからね、私……」

「そうだな。そなたが可愛かわいくてたまらなかった。だからこそ、私はそなたから離れなければならなかった」

「目指す高みに届くために、ね……。そう、いつも姉さんは近いけれど遠かったわ」

「すまない」

　ぎゅっ、とマナカを抱く手に力が込められる。それでも少しも痛くなく、優しく包み込まれるようだった。

「だが、私から離れたそなたのほうが先に近づくとはな……」

「どこに……？」

「はるかなる高みにして、二つの世界を繋つなげる者──剣神に、だ」

「けん、しん……」

　マナカの愛しい人は、それ以上はなにも言わなかった。

　マナカもなにも求めなかった。

　これ以上聞いても、なんの意味もないことだからだ。

「そなたはよくやった。だからマナカ、もう休んでもいい。ゆっくりと眠れ」

「ありがとう……最後に会えてよかった……ありがとう……」

　マナカはつぶやきながら、ふと思った。

　ネーナもきっと、同じような気持ちで、同じ言葉をつぶやきながら逝いったのだろう。

　愛する少年に斬られ、もっとも愛しい人に抱かれて逝けるのだ。

　私は、どこまで幸せなんだろう……。

　さっき見た、緑あふれる世界がどこだったのかは、どうでもいい。

　だが、あれはきっと──マナカにとっての原体験はじまりだったのだ。

　あの日追いかけていた背中に、今やっと追いつけた気がする。ただ後ろを追うのではなく、自分の道を歩いてたどり着いたのだ。なんて誇らしいことだろう。

　優しく、愛しいぬくもりに抱かれながらマナカはゆっくりと目を閉じた。

　ありがとう、さようなら。

　私は先に逝くけれど、私が好きだった人たちにも幸せがあらんことを。

　祈りながら、意識がゆっくりと遠ざかっていく。

　閉じた瞳ひとみから、涙が一筋こぼれ、頬ほおを伝っていった──





「……逝ったのか、マナカは」















「ああ、逝いった」

　黒いコートを着込んだ人物は、マナカの身体からだを抱き上げて答えた。

　ラーシュは、腕うで組ぐみしてそのコートの人物の後ろ姿をじっと見つめる。

「この子は私が連れて行く。ゆっくり眠らせてやりたい」

「俺おれも文句はないよ。ただ……」

　腰こしに差したままの獣じゆう斬ざんから、黒い煙が立ち昇のぼり始める。

　意図的に強烈な殺気を放ちつつ、ラーシュは口を開く。

「あんたがなにをしようと、俺の知ったことじゃない。もうあんたのことなんて、割とどうでもいいんだ」

　ラーシュは、自分の左手首にはめられた金属の腕輪──剣けん聖せいの継承印コードを軽く手で叩たたいた。

「だけど、クロウには近づくな。もうこれ以上、あんたがクロウに関わるべきじゃない。あんたの身勝手な、呪いみたいな使命に巻き込むな」

「私が巻き込んだわけではない。あの子が私のほうに近づいてきたのだ」

「でも、あんたはクロウから離れた。もう道は分かたれたはずだ」

「……そうだな。ラーシュ、そなたはいつでも正しい。正しすぎて、歪ゆがんでしまったけれども」

「そりゃ、あんたのせいでもあるよ」

　ラーシュは、小さく笑って言った。

「いや、そんなこともどうでもいいさ。ただ、さっき言ったことは忘れないでくれ。もし、今度クロウに近づいたら──俺があんたを斬る」

「……できるかな？」

「決意を言ったのさ。ついでに、もう一つ言っておこうか？」

「そなたも、身勝手をやるのだろう？　クロウと戦うつもりか」

「…………さすが」

　ラーシュは再び腕組みして、苦笑した。

　別に驚いてはいない。彼の考えを読める者がこの世にいるとしたら、目の前の黒コートだけだからだ。

「そうだよ、俺にもあんたと同じく目指すものがある。そのために、クロウがどうしても必要なんだ。あいつとの──戦いがね」

「ならば、私から最後の教えをそなたにやろう。もうそなたは、私のラーシュではないがな」

「ありがたく承るよ」

「クロウを殺すことは、そなたを殺すことだ。たとえ願いを叶かなえても、その先にはなにもない。なにも、だ。光を求めてさまよった先に、マナカのように幸せを見つけられる者はそうはいない。おそらく、そなたはそうはならない」

「…………」

　ラーシュはなにも答えなかった。

　聞かなかったことにもできなかった。

　ただ黙だまって、黒コートに背中を向けた。

「……マナカを頼むよ。結局、俺おれはなにもできなかったけど、その人はやるべきことをやった。最後までやりきった。尊敬するよ。実は俺も──マナカのことは好きだった」

「きっと、マナカも知っていただろう」

　ラーシュの背後で足音が遠ざかっていく。

　風が吹き、ラーシュの髪を優しく揺らす。

　その優しく穏やかな風は、一つの戦いの終わりを告げていた──










エピローグ





　剣の学院の闘技場は、喧けん噪そうに包まれていた。

　階段状になった観客席には生徒たちが座っていて、他に見物客らしき者たちの姿も見える。生徒の家族か、あるいは学院に招待された者たちだろう。

「はー……暑あちぃ」

　クロウは頭にタオルを載せ、観客席にどっかりと座ったままぼやいていた。

　今、剣の学院は定期トーナメントの真っ最中である。

　七月も中旬に入り、予定どおりにトーナメントが開催されたのだ。クロウにとっては、少しばかり意外なことだった。

「なんで普通に学校行事やってんだよ、この学院は？　世間様の批判が怖くねえのか？」

「まだぼやいてんの、クロウ？　剣の学院の生徒も職員も、あのくらいのことじゃ動じないってアピールじゃないかな」

　隣に座っているラーシュが涼しい顔で言った。彼は別に暑さも苦にしてないようだ。

「死人出てんだぞ、死人。下手すりゃ学院壊かい滅めつの危機だったのに。あれからほんの数日で、普通にトーナメントとかどうかしてるぞ」

「文句を言っても始まらないでしょ。残念ながら、学院も壊滅しなかったんだし」

「ちっ、サーラめ。もっと派手にやってりゃよかったのに。役に立たねえ女だよ」

　クロウは仇きゆう敵てきに毒づいた。

　学院に反乱を起こしているブレイズのリーダーが殴なぐり込みをかけ、警備の剣けん士しと職員を数人殺し、中庭をめちゃくちゃに破壊した──にもかかわらず、剣の学院は二日後には授業を再開し、トーナメントも開催しているのだ。

　一応、常識を持っているクロウには意外であり、トーナメントなど面倒でならないので文句も言いたくなる。

「だいたい俺おれ、胸に穴が空いてんだぞ。全身切り刻まれてるしよ。こんな身体からだでトーナメントとかな」

「それもしょうがないのです」

「うおっ、日ひ奈な子こいたのか!?」

　いつの間にか、クロウの隣に桜さくら井い日奈子の姿があった。今日も学院の制服姿である。いかにも弱々しい彼女だが、暑さには強いらしく、汗もかいていない。

　大型のカップに入った飲み物を、ストローでちゅうちゅうと吸っている。

「ぷはっ、美お味いしいです。クローは、学院休みすぎですから、トーナメントでいい成績を取らないと進級も危ないのでしょう？」

「現実を教えてくれてありがとうよ。くそっ、日奈子はいいなあ。進級もなにも関係ねえんだから」

「そういえばわたし、学歴が完全にゼロですけど、将来就職とかできるのですか？」

「俺は知らねえけど……まあ、なんとかなる……かもな……自分を信じれば……」

　だんだん、クロウのほうが不安になってきてしまう。

　まさかとは思うが、日奈子の護衛だけでなく養うことになってしまわないだろうか。

「クロウの人生、相変わらず山と谷ばかりだね。ところで、クロウの次の出番はまだなの？」

「ああ、もうちょい先だな。ラーシュの試合も俺よりあとだったっけ。どっか、エアコンが効いてるとこにでも移動するか」

「面倒くさいよ。移動するほうが体力消耗しちゃうんじゃない？　クロウは体力温存しといたほうがいいでしょ。ただでさえ、死にかけてるんだから」

「……せめて、もうちょい傷が治ってりゃな」

「それって、光こう身しんが使えないせいですか？」

　日奈子が、クロウの顔を覗のぞき込んでくる。

「わたしのせいで、光身が使えなくなって、傷を治すこともできないのですよね……」

「いや、別に関係ねえよ。光身使って回復してもなあ。結局、身体に負担かかっちまうだけだしな」

　そう、実はクロウはどうやっても光身が使えなくなってしまっていた。

　ここ数すうヶか月げつで使いすぎたせいかと思ったが、どうやらそうではないらしい。本来、人間にも微弱にあるはずの『光コウ』すら消えているのだ。

　日ひ奈な子こがサーラの術じゆつ法ほうと回復能力と秘ひ法ほう、さらに『光コウ』まで封ふうじ込めてしまった。

　その日奈子の能力が、サーラのすぐ近くにいたクロウの『光』もまとめて封じてしまった──というのが、クロウの出した結論だった。

　しかも、数日経たったのに日奈子の封印能力がまだ作用し続けている。もちろん、日奈子自身もいつ能力が解除されるのか知らない。

「まあ、いいんじゃない？　トーナメントでは光こう身しんは必要ないだろうしね」

　ラーシュがどうでもよさそうに言う。

「それにさ、クロウの封印が解除される頃に、サーラの封印も解けるんじゃないかな。そしたら、サーラも動き出すだろうし」

「あいつの動きが読めて助かるってか？　解けてほしいような、ほしくないような複雑なところだな」

　クロウは笑うこともできない。

　正直なところ、今後どうしたものか悩むところだった。今はシルフィから休息を言いつけられているが、光身が使えない状態でサーラとの決着に臨むのはかなりの自殺行為のような気もする。

「これからどうなるのでしょうね……」

　日奈子が、ずずずと飲み物を最後まですすってから言った。

「知らねえよ。ただ……マナカは死んだ。そいつは間違いねえよ」

　クロウは、額ひたいに巻かれた包帯にそっと触れた。実のところ、マナカに斬られた額の傷が一番深い。あとわずかで脳に達するほどの重傷だった。

　剣けん聖せいにつけられた一文字の傷痕に斜めに交差するようについたその傷については、クロウは日奈子にもラーシュにもほとんど語っていない。

　マナカとの戦いを普通に語れるようになるには、もう少し時間が必要だろう。

「そういえば、そのマナカが斬った剣けん帝ていが行方不明なんだよね。俺おれも、地面に落っこちたところまでは見てたんだけど、どこへ消えたのやら」

「実は生きてたんじゃね？　相当しぶとそうなお方だったしな」

「自力で動ける状態だったとは、とても思えないけどね。仲間がいたのかな」

「あるいは、第三者が連れて行ったか。あんなおっそろしい姉ちゃんを連れて行く物好きがいるとは思えねえけどな」

　ははは、とクロウは今度は笑った。

　正直なところ、剣帝アミラルの安否はさほど気にならない。彼女は敵というわけではないし、別に友人でもないからだ。

「あー、やっぱ暑い。下の控え室に行こう。こんなとこでだべってられるか」

　クロウは二人の返事を待たずに立ち上がった。ラーシュは肩をすくめ、にやりと笑った。彼のほうは、動くつもりはなさそうだ。





「あー、やっぱ中は涼しいな。ラーシュのアホは、よくあんなとこで見物してられるな」

　クロウは、日ひ奈な子こと並んで闘技場の内部を歩きながら、にこにこと笑っている。

「そういえば、ラーシュもトーナメント出てますけど、クローと当たったらどうするのですか？」

「そしたら、ラーシュが棄権するんじゃねえか？　あいつ、俺おれとあんま戦いたがらねえからな。ラーシュは俺以上にトーナメントなんてどうでもいいだろうし」

「はぁ、そういうものですか……」

「まあトーナメントなんてそこそこ勝ち進めりゃいいさ。それより、あとは冷たい飲み物でもありゃ完璧だな。ちょっと買ってくるか」

「わたしもおかわりがほしいのです」

「どこで売ってるんだったかな。この闘技場、広くて未いまだにわからねえんだよな」

「お飲み物をどうぞっ、ご主人様！」

「…………」

「……………………」

　クロウと日奈子が、ぴたりと黙だまり込む。

　二人の後ろから回り込むようにして、一人の少女が現れたのだ。

　カチューシャに、胸を強調するようなデザインのメイド服。足首まで隠すロングスカート。手にはトレイを持っており、グラスが二つ載っている。















「あれ？　どうかしたの、ご主人様？」

「……おまえがどうかしてるよ、リンネ」

「えー……ボク、はりきって働いてるのに……」

　リンネが情けない顔をして、しょんぼりと肩を落とす。

「ていうか、なんでそんなに順応してんだよ。意味わからねえよ」

「せっかく、役目ももらったことだし、がんばらないと。けっこう楽しいよ」

　リンネは笑顔になって、ずいっとトレイを差し出してきた。クロウと日ひ奈な子こは飲み物の入ったグラスを受け取る。

「しかし、メイドっつーのはな……」

　学院での戦いのあと、リンネは逃げなかった。クロウのそばにいることを選んだのだ。

　リンネをどうするか、ソーディ政府でも議論が分かれたらしい。結局は、シルフィがリンネを生かしておくべきだと主張し、その意見が採用された。

　表向きの理由は、サーラから剣の学院を守った功績による。

　もちろん、シルフィがクロウと交わした約束を守ってくれたということでもある。

　しかし、もっとも大きな理由はサーラの剣からセフィを救ったことではないかとクロウは睨にらんでいる。

　実際、リンネがいなかったら、セフィは死んでいたかもしれない。妹を本気で天使だと信じているシルフィが、リンネを助命したのも不思議ではない。

「大丈夫、大丈夫。ちゃんとメイドするよ。これもあるから暴れられないしね」

　リンネは、首のチョーカーに手をやった。

　それはデザインこそ多少違うが、クロウがブレイズ居きよ留りゆう地ちでつけられた首輪と機能はまったく同じだった。

　遠隔操作で動作し、首を切断してしまうほど強力な爆弾が仕込まれている。いくら死し剣けん使つかいとはいえ、爆発すれば即死だろう。

　それが、シルフィがかけた保険だった。

「むう……メイド……わたしも初心に返って、メイドするべきでしょうか……」

「張り合うな、張り合うな」

　以前はメイド服を私服のように着ていた日奈子が、じーっとリンネを見つめている。

「日奈子ちゃんも一緒にクロちゃんにお仕えする？　ただし、夜のご奉仕はボクが一歩リードしてるよっ」

「待て待て、誤解を招くようなこと言うな！　なにもさせてねえだろ！　だいたい俺おれの専属じゃなくて、学院の雑用が仕事だろ！　仕事してこい！」

「ちぇー……でもうん、ボクがんばるよ！　クロちゃんと一緒にいるために！」

　リンネが元気よく言いながら、廊ろう下かを去って行く。

　いろいろ問題はあるが、リンネはひとまず大丈夫そうだ。チョーカーのことも気にしていないようだし、明るく働いている。むろん、リンネが学院に預けられたのはクロウが監視を担当しているからだ。

　もしかすると、シルフィはリンネをなにかに利用するつもりかもしれないが……。

「クローの周りに、また大きなトラブルの種が蒔かれた感じなのです」

「実らないことを祈ろう……」

　実際のところ、クロウとリンネの関係はかなり複雑になってきている。未遂に終わったとはいえ、ホテルでの出来事を忘れるわけにもいかない。

　どこかで、リンネともきちんと話をしなくてはならない。

「……はー、どうやってもやること減らねえな」

「ブレイズの動きは、沈静化したとか聞いたのです」

「ああ、そりゃあな……」

　指し揮き官かんのサーラが『光コウ』を封ふうじられて、戦闘能力を大幅に失ってしまった。

　幹かん部ぶの一人だったマナカもいない。

　今は、ブレイズも下手に動けないはずだ。ただ、クロウにはわからないことも多い。

　ブレイズ居きよ留りゆう地ちへのパワードスーツの攻撃は、案の定たいした報道もされなかった。

　いったい、リーゼはどうしているのか。近々こっそり居留地を訪ねることを、クロウは既すでに決めている。最悪、内通を疑うたがわれかねないので、慎しん重ちように動かなければならない。

「あっ、クロー、呼んでいるのです」

　アナウンスがかかり、クロウの名前が呼ばれていた。控え室に移動しろ、とのことだ。

「前の試合が早く終わったのか。しゃーねえ。さくっと優勝してくるかな」

「もの凄すごい大口なのです……本当に優勝するでしょうけど……」

「セフィなら俺おれを楽しませてくれただろうけどな」

「パンチラでですか？　揺れるお胸ですか？」

「どっちもだ」

　クロウはさらりと言って、控え室に向かって歩き出す。

　そのセフィは今、学院にはいない。

　謎のプラチナ色の光を発した反動で身体からだがまともに動かないらしい。

　それに加えて、シルフィとの約束を破って死し剣けん使つかいに戦いを挑んでしまった。

　正直者のセフィはそれを認めてしまい、療養も兼ねて実家の屋敷に連れ戻されたのだ。

「……セフィがいないと寂さみしいです」

「そうだな……あいつ、今頃どうしてるかな」

　クロウは、自分の隣を見た。日ひ奈な子こは、今もいてくれる。だが、セフィはいない。

　そのことが──意外なくらいに物もの寂さびしい気持ちにさせていた。





　窓の外から、セミの鳴き声が聞こえてきた。

　セフィは座っていた椅子から立ち上がり、窓の前に立つ。

　二階の部屋からは、家の庭がよく見えた。整えられた芝生しばふと、夏の陽ひを浴びてみずみずしい緑に輝いている木々。

　植物を好むソーディらしく、四よん将しよう家の屋敷の庭は緑が豊かなのだ。

「ふう……」

　だが、ソーディならば落ち着くはずのその景色も今のセフィの心を癒いやしてはくれない。

　窓に、かすかに自分の姿が映っている。

　あの学院での戦いの日以来、一度も結っていない、背中に流したままの金色の髪。

　戦闘にはおよそ向かない、薄い青のふんわりしたワンピース。

　自分はなにをしているのだろう、と思う。

「囚とらわれのお姫様か、あたしは……」

　もちろん、そんなことはない。

　シルフィから外出禁止を言い渡されてはいるが、屋敷内であればどこに行くのも自由だ。セフィが必死に頼めば、買い物にだって行かせてもらえるかもしれない。

　それでも、セフィは息が詰まるような感覚を覚えていた。

「逃げ出してやろうかしら……」

　そんなことをつぶやいて、セフィは首を振った。

　奇妙なプラチナ色の光のおかげで死し剣けん使つかいをも超えるパワーを発したが、その反動はまだ身体からだに残っている。立っているだけでも、少し辛いくらいだ。

　それでなくとも、四将の屋敷であるこの実家には、今のセフィでは太た刀ち打うちできない剣けん士しが大勢警備についている。強行突破はもちろん、彼女たちの目を盗むことも不可能だろう。

　別に、シルフィも永遠にセフィを閉じ込めるつもりはないはずだ。今はお仕置きの時期、というだけだ。焦ることはなにもない。

「でも、ここはあたしの居場所じゃない……そうでしょ、ヒナ、リマ、会長、ついでにラーシュ」

　セフィは、窓に片手を置き、かすかにうつむいた。

「会いたい……ロウ……」

　吐息とともに漏もれた言葉は、夏を奏でる鳴き声にかき消されていった──





「うん……？」

「どうしたのですか、クロー？」

「いや……」

　どこからか声が聞こえたような気がした。

　それも今、もっとも気になる少女の声だったように思えたのだ。

「なあ、日ひ奈な子こ。おまえ、セフィがいないと寂さみしいって言ったよな？」

「はい。だって、セフィはわたしの──初めての友達ですから」

「そうか……」

　最高の身分のソーディの姫君と、政府に抗あらがう太たい陽よう教きよう教きよう祖その娘。

　二人の友情は、クロウにとっても宝石のように大切で、愛しいものだった。

「うん、そうか。それはしょうがないな。日奈子が言うなら仕方ない。ちょっと、セフィを連れ戻しに行かねえとな。シルフィ様に直じか談だん判ぱんしてでも」

「なんとなく、わたしの発言が最大限に利用されている予感で胸がいっぱいです」

「日奈子の胸を満たすほどだと、もの凄すごい予感なんだろうな」

「クローは、すっかりいつもの調子なのです」

「当たり前だろ」

　セフィが去り、リンネが学院で働きだし、ずっと戦ってきたブレイズの動きはすっかりおとなしくなった。

　もっとも危険な敵だったマナカも、もうこの世にいない。クロウが消してしまった。

　状況は大きく変わったのだ。

　だが、それはいい。なにも前に進まないよりずっとマシだ。

　立ち止まるのも、後ろを振り向くのも好きではない。

　セフィも日奈子もリンネも、イシュトもラーシュも前に進むことを選ぶはずだ。

　マナカだって、最後まで前を向いていた。

　彼女がクロウと戦ったのはきっと、過去の復ふく讐しゆうのためなどではなかった。

　マナカはもっと、気高いもののために──自分の大事なもののために戦ったのだろう。

　ならば、自分もそれにならおう。

　それが、マナカを斬り、そのことを誇りに思う自分がなすべきことだ。

「とりあえず、さくっと優勝して、さくっとセフィを連れ戻しに行くとしよう」

「わたしもついていきます。制服もそろそろ飽きてきたので、新しい衣装を用意しておくのです」

「そいつは楽しみだ」

　できれば、胸を強調するデザインがいいな、と本気で願いつつ。

　クロウは次の試合へ──新たな戦いの日々へと足を踏み入れていく。










あとがき





　どうもこんにちは。鏡かがみ遊ゆうです。

　はい、なんとか５巻まで来ましたよ。しかも、実はＭＦ文庫Ｊさんでの作品は今巻で十冊目になるんですよね。早いもんですなー。



　とりあえず、いつものごとく軽く内容にも触れてみます。

　今回はひたすら、バトル・バトル・バトルでした。前巻あたりからトンデモ生物がどーんと増えて、かなりのカオスになってきちゃいました。

　怖い人がぞろぞろ出てくる中、唯一戦わない日ひ奈な子こさんが、オアシスになってるような。というかカオスの中でも動じない日奈子の大物感がハンパないです。

　バトル展開は楽しいんですが、セクハラを差し込みにくくなるのがちょい問題かも。もう少し、クロウ君にはがんばってヒロインたちにちょっかいをかけてもらわないとですね。きっと、セフィさんもセクハラを待ってますし……って、どんなヒロインだ。



　３、４巻と「待て次巻！」という感じで終わったので、５巻はもうちょいすっきりした終わり方にするつもり……だったんですが、そうでもないですかね。

　まあ、次巻は新展開っぽいお話にしたいところ。といっても、クロウ君がいきなり品行方正になるということもないでしょう。

　むしろ、今巻はバトルまみれだったので、次はラブでコメったりエロったりしたいところです。がんばります。



　宣伝も一つ。『剣神の継承者サクシード』がコミックアライブでコミカライズされます。やっほー。

　漫画の作者さんは神楽かぐら武たけ志し先生です。ヒロインが可愛かわいい！　エロい！　アクションもかっこいいですよ。こちらもよろしくお願いします！



　では、最後に謝辞を。

　みけおう先生、今回出てきたキャラたちも可愛いです！　ありがとうございます！

　担当さん、いつもお世話になっております。あと、毎度原稿遅れてすみません。

　この本の制作に関わってくださった皆様、いつも感謝しております。

　そして読者の皆様、本当に本当にありがとうございます。

　それでは、また次巻でお会いできれば嬉うれしいです。



二〇一三年五月　鏡遊










　著者

　鏡遊（かがみ・ゆう）

　　フリーのシナリオライター。

　　主にＰＣゲームのシナリオを執筆。

　　ライトノベルのお仕事もなんとか続いています。

　　ここに書くネタがないのも、ひとえに無趣味なせいじゃないかと思いつつ、趣味に時間を費やしてないから二足のわらじを履けるんじゃないかと自分を納得させる日々……。

　　求む、人生のうるおい！



　イラスト

　みけおう（みけおう）

　　北海道出身のフリーのイラストレーター。

　　現在は札幌市在住。

　　ようやく北海道も暖かくなってきました。

　　今年は自分の家で沢山野菜を育てよう作戦！

　　種や苗を買ってきては畑に植えています。

　　もぎたてのトウモロコシは最高にうまいので

　　今から収穫が楽しみです。



　　ＨＰ「ＰＩＮＫ　ＣＨＵＣＨＵ」

　　http://www2.odn.ne.jp/~cai16580/
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